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特集 
MUJI 2.0 
無印 良品 "第 二 創 業 "の 戦略 


良品 計画 が 中 期 経営 計画 を 発表 。 堂前 宣夫 新 社長 は 、「 第 一 創業 」 
を キー ワー ド に 事業 の 大 転換 を 図る 。 地 域 の 課題 解決 や 街 づく 
り へ の 頁 献 を 目指 す 「 土 着 化 」 が 出店 戦略 の 大 き な 柱 に な る 。 


総論 
鮮魚 を 売り 、 地 域 の 悩み を 聞く 。「 第 二 創 業 ] で 掲げ る 新 戦略 と は 


IntervleWe 新 社長 に 聞く 
「 わ け あ っ て 、 安 い 。]。 創 業 期 の 原点 に 立ち 返る 
堂前 宣夫 氏 良品 計画 社長 


組織 改革 
無印 の 切り 札 「 地 域 事業 部 制 ]、* 章 分 け "『 の キー パー ソン が 語る 真意 


「 無 印 良品 東京 有明 」 
無印 の 未来 を 担う 旗艦 店 を 解剖 、 物 販 に と ど ま ら な い 新 サー ビス 続々 


「 無 印 良品 港南台 パ バーズ] 
生鮮 分野 に 本 格 参入 、 調 理 実演 や 移動 販売 も 


「 無 印 良品 道 の 駅 な みえ 」 
復興 ・ 浪 江 の 中 心 に 無印 あり 、 道 の 駅 に 出店 し 来場 者 20 % 増 に 


「 無 印 良品 東武 動物 公園 駅前 」 
「 暮 らし の 編集 学校 ] で 地域 の 課題 を 発掘 解決 で きる 人 材 を 育成 


columne 「MUJI 新宿 」「 無 印 良 品 新宿 ] 
廃棄 物 削減 な ど 目指 し 、 東 京 ・ 新 宿 の 2 店 舗 を リニュ ー ア ル 


Columne 准 凍 食品 売り 上 げ ラ ン キ ング 
冷凍 食品 は 2 倍 に 伸長 、 便 利 さ より 豊か さと 満足 度 を 追求 


リポ ボート 

ミラ ノ サ ロー ネプ ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク 報 告 

2 年 ぶり に 開催 し た イベ ント 

規模 の 縮小 を 逆手 に 新た な 挑戦 
メゾン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ 報 告 

受注 が コロ ナ 前 の 3 倍 の 日 本 企業 も ! 
メゾ ン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ が リア ル で 再開 





ND's Letter 
に 。 記 
ンス 


計 代 が 求め る の は 
デザ イン シン カー 


「 わ け あ っ て 、 安 い 。] か ら 始 まっ た 
「 無 印 良品 ]」。 今や 国内 だ け で な く ア ジ 
ア で も 人 気 の プ ラン ド で す 。 そ の 無印 
委 品 が “第 二 創 業 " を 旗印 に 、 新 た な 
戦略 を 進め て いま す 。 地域 に 根差し 、 
地域 の 課題 を 解決 し な が ら 活 性 化し 、 
店 舗 を コミ ュ ニ ティ ー セ ンタ ー と する 
ーー。 つ まり 「 マ ー ケ ッ ト が ある と ころ 
に 出店 する 戦略 」 か ら 「 マ ー ケ ッ ト を 創 
りつ つ 出 店 する 戦略 」 へ の 転換 と も いえ 
る で し ょ う 。 人口 が 減少 する 国内 市 場 で 
生き 抜 こう と する 、 大 き な 挑 戦 に も 見 え 
ます 。 

指揮 を 執る 堂前 宜 夫 新 社 長 が 「 課 是 
は 人 材 の 採用 ] と 語っ て いる 通り 、 新 戦 
略 の 成否 は 「 人 」 に か か っ て いる と 思い 
ます 。 地域 に 住ま う 人 々 に 共感 し 、 一 緒 
に な っ て 課題 を 考え 、 解 決 に 動く 、 人 間 
中 心 の デザ イン 思考 が で きる 人 材 一 一 
デザ イン シン カー (Design Thinker ) 
ーー が 今後 ます ます 求め られ る の で は 
な いか と 感じ まし た 。 

リポ ー ト は 「 ミ ラノ サロ ー ネ 」 と 「 メ ゾ 
ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ 」 の 現地 報告 で す 。 コ ロ 
ナ 揚 を 乗り 越え 、 再 び 動 き 出し まし た ! 


「 日 経 デ ザイ ン ] 編集 長 花澤 裕二 


いよ いよ 発売 ! 
「 仕 事 に 生か す アー ト 思 考 
感性 x 論 理性 の 磨き 方 ] 
町 田 析 治 著 


私 た ち が 知ら ず 知ら ず の うち に と ら 
われ て し まう 既成 概念 の 桁 。 それ 
を 壊し 、 代 造 を 解放 する きっ か け 
と し て 「 ア ー ト 思考 ] へ の 関心 が 高 
まっ て いま す 。 本 書 は アー ト 思考 を 
理解 し 、 ビ ジネス に 生か す 方 法 を 
赴 で な 一 冊 で す 。 今 まで に な い ア イデ ア 
を 生む た め に 、 ぜひ ご 活 用 くだ さい 。 
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Person 
No Design, No Business 
6 。 プラ 問題 を イノ ベー ショ ン で 解決 、 ア ディ ダス の パー パス と サス テ ナ ビ リティ ー 
トー マス ・ サ イラ ー アデ ィ ダ ス ジャ パン 副 社長 斉藤 三 希 子 SMO( エ スエ ム オ ー) 代 表 取 締 役 
8  「 世 界 一 美しい コン ビニ 」 の 次 は キッ クボ クシ ング 道場 
藤田 恭 嗣 KITO DESIGN HOLDINGS 代表 取締 役 
ニュ ー ス & ト レン ド 


10 コカ ・ コ ー ラ の 新 コ ミュ ニケ ーション デザ イン は ハグ ・ ロ ゴ が 核 に 
12 佐藤 可 士 和 氏 が ブラ ン デ ィング し た 日 本 GLP の 物流 施設 が 始動 
16 柴田 文 江 氏 が デザ イン し た キャ メル ブラ ウン の 家庭 用 プロ ジェ クタ ー 
18  「 岩 下 の 新生 姜 ] が 類似 品 対策 で パッ ケー ジ 変 更 
20  「 フ ェ ー ズ フリ ー ア ワー ド 2021]、 受 賞 対象 が 決定 
22 アス クル LOHACO 展 、 今 後 は 年 3 回 の オン ライ ン 開 催 
24 上 蔵元 が 団結 し 、 日 本 酒 や 焼酎 の 啓発 サイ ト 開 設 
26 新 コ ー ヒ ー メ ー カ ー「BALMUDA The Brew] が 約 6 万 円 する 理由 
28 生活 スタ イル の ミニ マル 化 で 「 極 小 住宅 ] が ブー ム 
連載 _- 
| 攻 軍 工 | Ginza Sony Park の ブラ ン デ ィング デザ イン 1 
84 3 年 間 に 850 万 人 が 訪れ た 「 公 園 ] の 魅力 を 探る 
マー ケティング 分 析 マク ロミ ル ブラ ンド デー タバ ンク 
90 35 一 39 歳 財布 


デザ イン の 小骨 話 第 87 回 
92 空想 と 構想 





「 日 経 デザ イン 特設 サイ ト ] が オー プン !! 


日 経 クロ スト レン ド ( https:// ます 。 ぜ ひご 活用 くだ さい 。 
xtrendnikkeicom/) の Web サ 日 経 クロ スト レン ド の トッ プ 
イト に 、 日 経 デザ イン 特設 サイ ペー ジ 中 ご ろ に ある 「 特 設 日 経 
ト (https://xtrendLnikkeicom/ デザ イン ] の バナ ー を クリ ッ ク し 
sp/design/ ) が オー プン し まし て くだ さい 。「 デ ザイ ン 経 営 ]「 デ 
た 。 日 経 デ ザイ ン お よび 日 経 クロ ザイン 思考 ]「 バ パッケージ] 「 プ ロ 
スト レン ド が お 送り する デザ イン ダク ト ]「 プ ブランディング] の 5 ジ 
関係 の 記事 を 、 す べ て ここ に 集 。 ャ ン ル に 分 類 し て いま す 。 

約 し て いま す の で 、「 ま ず デ ザイ も ちろ ん 、 従 来 通り 「 デ ジタル 
ン 系 の 記事 を 読み た い ] と いう 読 雑誌] の 日 経 デ ザイ ン も 引き 続き 
者 の 皆様 も 、 も う 迷 わ ず に すみ 閲覧 で きま す 。 


上 














パッ ケー ジ デ ザイ ン 消 費 者 調査 パッ ケー ジ に 重要 な 第 一 印象 『 2021 年 12 月 号 予告 
94 生活 日 用 品 に 求め られ る 新しい 「 高 級 感 ・ 上 質感 」 と は 次 号 の 特集 は [ロボット 活用 最 前 
共感 か の ら 生 まれ る イノ ベー ショ ン 7 0 MA 
* ぷら 、 サ ービス ロボ ッ ト 、 ロ 
98 共感 を 生み 出す ヒン ト 「 そ れ ぞ れ の 得意 を 生か す ] ボット な ど 、 生 活 に どん どん 入り 
102 イベ ント カレ ンダ ー 込ん で いる ロボ ッ ト た ち 。 コ ロナ 
宰 も そこ に 拍車 を か け て いま す 。 
103 FORUM 日 本 の ロボ ッ ト 事 情 と 、 ロ ボッ ト 
デザ イン と は ず が た り 第 221 回 竹原 あき 子 フレ ンド リー な 社会 を デザ イン す 
106 共稼ぎ の 救世 主 、 送 迎 用 自転 車 る た め の 提 旦 な ど を 取材 し ます 。 







3 日 天 き が 本 和 で 層 了 計 の [ 理 和 」「 
本 
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No DESiIG N, 


プラ 問題 を イノ ベー ショ ン で 解決 、 





No BUSINESS. 


独 ア ディ ダス は [パー パス 」 を ベー ス に 、 プ ラス チッ ク 削 減 に 注力 する 。 


パー パス 起点 の コン サル ティ ング を 行う SMO (東京 ・ 
アデ ィ ダ ス ジャ パン (東京 ・ 港 ) の トー マス ・ サ イラ ー 副 社長 に 、 そ の 実践 に つい て 聞い た 。 





Ah ア 


トー マス ・ サ イラ ー 欠 1970 年 ドイ ツ 生ま れ 。 98 年 に アデ ィ ダ ス に 入社 し 、 ド イツ ・ 


ヘル ツ ォ ー ゲ ン ア ウラ ハ の アデ ィ ダ ス 本 杜 に て フ > 
ナル ス 担 当 を 歴任 。 2015 年 か ら め 、 ア ディ ダス 


齋藤 三 希 子 氏 (以下 、 齋藤 ) アデ ィ ダ 
ス に は 、「 ス ポー ツ を 通し て 、 私 た ち に 
は 人 々 の 人 生 を 変え る カカ が あり ます 」 と 
いう 素晴らし い パ ー パ ス が あり ます 。 リ 
ー ダ ー と し て 、 日 々 の 仕事 で どの よう に 
活用 きれ て いる の で し ょ うか 。 
トー マス ・ サ イラ ー 氏 (以下 、 サ イラ ー) 
大 切な の は 「 私 た ち は 人 の 人 生 を 、 ど う 
や っ て 変え て いき た い の か 」 と いう 実践 
で 、 そ の 方 法 は 「 人 」 と 「 地 球 ] と いう 2 
つの 側面 か ら 考 えて いま す 。 ま ず 人 に つ 
いて は 、 ア ディ ダス は 以前 か ら 、 ダ イ バ 
ー シ テ ィ ー、 エ クイ ティ ー& イ ンク ルー 
ジョ ン の 取り 組み を 進め て いま す 。 新た 
な 戦略 と し て 加え た の は 、 消 費 者 だ け で 
な く 、 ア ディ ダス で 攻 く 従業 員 と の 関係 
性 を 深め て いく こと 。 従業 員 に は 、 長 く 
働い て ほし いと 思っ て いま す 。 
地球 に つい て は 、 ス ポー ツ を 通し て 
人 その 人 生 を 変え る た め に も 、 地 球 が 
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ー ル や アデ ィ ダ ス オリ ジ 
ャ パン 一 社長 義 マ ー ケ ティ ング 
事業 本 部 長 を 務め る 。 21 年 より ゼネ ラル マネ ー ジ ャ ーKey City Tokyo を 兼任 


守 学 S 
『 鐘 導 8 
ャ 3 床 3 
スル 3 
サ % 色 。 布 s 
イ 緒 子 坪 
ラ ま 






区 


(写真 丸 毛 透 ) 


より よい 場所 に な る よう に サス テ ナ ビ 
リティ ー を 実現 すべ きだ と 考え て いま 
す 。 具体 的 に は 、 サ ステ ナビ リティ ー 
べ へ の コミ ッ ト メ ント 「END PLASTIC 
WASTE」 を 掲げ 、2015 年 6 月 に は 海洋 
環境 保護 団体 パー レイ ・ フ ォ ー・ ジ ・ オ 
ー シ ャ ンズ と 共に 、 海 洋 プ ラス チッ ク ご 
み を 再 利用 し た コン セプト シュ ー ズ を 生 
産 す る こと を 国連 本 部 で 発 胡 し まし た 。 
24 年 まで に は 、 す べ て の 製品 で バー ジ 
ン ポ リエ ステ ル を 廃止 し 、 リ サイ クル ポ 
リエ ステ ル を 100 % 使 用 する 計画 で す 。 
齋藤 力強い 計画 で すね 。 フ ァ ン が 多い 
「 ス タン スミ ス 」 の 定番 品 も 、 リ サイ ク 
ル 素 材 に 切り 替え まし た ね 。 

サイ ラー アデ ィ ダ ス の サス テ ナ ブ ル な 
活動 を 伝え て いく た め に も 、 ま ず は 一 番 
売れ て いる スタ ンス ミス か ら 実 践 し まし 
た 。 当初 、 そ の アイ デア を 取引 先 な ど に 
説明 し た ら 、 ス タン スミ ス は 草 の シ ュー 


港 ) の 奉 藤 三 希 子 代表 取締 役 が 、 





さい と う ・ み きこ 人 電通 に 入社 後 、 電 通 総研 へ の 出向 を 経て 、2005 年 に 青 朋 三 
希 子 事務 所 (後に エス エム オー に 社名 変更 ) を 設立 。「 本 物 を 未来 に 伝え て いく 」 
を パー パス と し て 掲げ 、 パ バー パス ・ ブ ラン ディ ング を 日 本 で いち 早く 取り 入れ る 。 
21 年 7 月 、 著 書 「PURPOSE BRANDING 「 何 を や る か ?] で は な く 「 な ぜ や る 
か ?」 か ら 考 える 』 (宣伝 会 議 ) を 出版 


(写真 / 丸 毛 透 ) 


ズ の 代表 格 で も あり 、 フ ァ ン に 理解 し て 
も ら え る か 心配 する 声 も あっ た ん で す よ 。 
齋藤 そう いう 場面 で 、 パー パス が 支え 
て くれ た の で は ? 

サイ ラー そう で す 。 パ ー パ ス を 実現 す 
る こと が 、 最 終 的 に は お 客 様 の た め に な 
る と 信じ て いた の で 、 ス タン スミ ス を サ 
ステ ナブ ル 仕 様 に し て 売り た いと いう 思 
い を 貫く こと が で きた ん で す 。 

齋藤 スタ ンス ミス は スト リー ト で も 人 
気 で す 。 サ ステ ナブ ル 仕 様 に し た 後 も 、 
その 印象 は 全く 変わ っ て いま せん ね 。 
サイ ラー 特に 日 本 で は 、 ス タン スミ ス 
は 人 気 で す 。 今回 の リニュ ー ア ル で 大 切 
に し た こと は 、 快 適性 は も ちろ ん 、 デ ザ 
イン 性 も 損なわ な いこ と で し た 。 そ れ は 
スタ ンス ミス に 限っ た こと で は な く 、 ど 
の 製品 に お いて も 同様 で す 。 実際 、 取 引 
先 を は じ め 、 イ ン フ ル エ ン サ ー や ファ ン 
の 方 々 が 好意 的 に 受け 止め 、 ア ディ ダス 


アデ ィ ダ ス の パー パス と サス テ ナ ビ リティ ー 








四 ア ディ ダス の アイ コン シュ ー ズ 「 ス タン スミ ス ]。 ス タン スミ ス は 21 年 、 サ ステ ナブ ル に 生ま れ 変 
わっ た 。 回 21 年 に 海外 で 発売 し た アデ ィ ダ ス の 100 % リ サイ クル 可能 な シュ ー ズ 「ULTRABOOST 
MADE TO BE REMADE」。 日 本 で の 発売 は 未定 回 海 に 流入 する 前 に 回 収 し た プラ スチ ッ ク 廃 反物 
を アッ プ サ イ クル し て 生ま れ た 素材 「 パ ー レ イ ・ オ ー シ ャ ン ・ プ ラス チッ ク ] で 作っ た アデ ィ ダ ス の 新 し 
い 素材 「 プ ライ ム ブ ルー (PRIMEBLUE ) 」 の シュ ー ズ 。 アデ ィ ダス で は 同様 の シュ ー ズ や 衣料 な どの 








製品 を 、21 年 は 年 間 で 2400 万 点 生産 予定 


の 取り 組み は 正しい と 評価 し て いた だ き 
まし た 。 売れ 行き も 好調 で す 。 発売 以来 、 
順調 に 販売 数 を 伸ばし て いま す 。 


齋藤 アデ ィ ダ ス の 「3 つ の ルー プ 戦 略 」 
に つい て も 教え て くだ さい 。 

サイ ラー サス テ ナ ビ リティ ー は 、 イ ノ 
ベー ティ ブ な 取り 組み で す 。 そ の 実現 
に 向け て 3 つの 大 き な 日 標 を 設定 し て い 
ます 。1 つ が リサ イク ル の ルー プ で 、 サ 
ステ ナブ ル な 原材料 に 切り 替え て いく 
目標 で す 。 離 島 や 沿岸 地域 か ら 回 収 し 
た プラ スチ ッ ク 廃 棄 物 を リサ イク ル し 
た 「 パ ー レ イ ・ オ ー シ ャ ン ・ プ ラス チッ 
ク (PARLEY OCEAN PLASTIC ) 」 
を は じ め と する リサ イク ル 素 材 に 切り 奉 
えて いま す 。 も う 1 つ は サー キュ ラー の 
ルー プ で 、「 フ ェ ュー チャ ー ク ラフ ト . ルー 
プ (FUTURECRAFT.LOOP ) 」 と い 





QR コー ド か ら ア クセ ス 


(画像 提供 アディダス ジャ パン ) 





う 100 % リ サイ クル 可能 な ラン ニン グ シ 
ュー ズ を 19 年 に 開発 し まし た 。 単 一 素 
材 で で き て いる た め 、 履 きつ ぶし た ら 回 
収 し 、 溶 か し て 新た な シュ ー ズ の 原料 に 
で きる と いう も の 。 市 販 は せ ず 、 ア スリ 
ー ト や イン フル エン サー に お 渡し し て 、 
デー タ を 収集 する 実証 実験 的 な 位置 付け 
で し た 。 最後 の 1 つ は 、 リ ジェ ネ レ ー シ 
ョ ン の ルー プ 。 作 っ た も の を 土 に 返す よ 
うに 、 再 生 可 能 な 原材料 と 環境 に 優し い 
エネ ルギー か ら プ ロダ クト を 作る 取り 組 
み で す 。21 年 4 月 に は 、 キ ノコ の 根 に 似 
た 歯 糸 体 か ら 素材 を 開発 。 ス タン スミ ス 
も 、 そ の 素材 を 一 部 使用 し て いま す 。 
東 藤 最後 に 、 今 後 の ビ ジョ ン を お 開か 
せく だ さい 。 

サイ ラー 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン 
ピッ ク で は 、 世 界 中 の アス リー ト が 夢 を 
実現 し 、 本 気 で 戦い な が ら 自 己 ベ スト を 
目指 す を 見 る こと が で きま し た 。 こ れ 


サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 





こそ 、 私 た ちの パー パス で あり ミッ ショ 
ン で す 。 今回 の オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン 
ピッ ク で は 、 男 子 サッ カー と 女子 サッ カ 
ー だ け で な く 、 ビ ー チ サッ カー と プラ イ 
ンド サッ カー も 、 サ ムラ イブ ルー の 同じ 
デザ イン の ユニ ホー ム を 着用 し まし た 。 
特に プラ イン ドサ ッ カ ー は 、 こ れ ま で ユ 
ニ ホ ー ム が 違っ た ん で す 。 小 きなこ と か 
も し れ ま せん が 、 多 様 性 と いう 変革 を も 
た ら す こと が で きま し た 。 
ダイ パー シテ ィ ー や サス テ ナ プ ブル の 本 
質 を 社内 で 浸透 きせ る た め に も 、 常 に 会 
話 を 心掛け て いま す 。 プ ラス チッ クボ ト 
ル を 使わ な く な る こと は サス テ ナ ブ ル で 
は あり ます が 、 な ぜ 、 そ れ が 必要 な の か 
深 掘り し て 理解 する 必要 が あり ます よ 
ね 。 そ の た め に も 、 会 社 全体 で 勉強 会 を 
行い 、 ハ ラス メン ト や サス テ ナ ブ ル の 共 
通 認識 を 持つ よう に し て いま す 。 
西山 薫 テ デザ イン ライ ター 
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「 世 界 一 美しい コン ビニ 」 の 次 は 


徳島 県 の 山間 部 に ある 那賀 町 。 人 口 約 1000 人 の 木頭 (きとう ) 地区 で 、 
「 未 来 コン ビニ 」 な ど を 展開 する KITO DESIGN HOLDINGS (徳島 県 那賀 郡 )。 
この 地 で 生ま れ 育 っ た 藤田 恭 調 氏 が 仕掛 ける 地方 創 生 の 全貌 と は ? 


No DESiIG N, 
No BUSINESS. 





ふじ た ・ や すし 刈 1973 年 徳島 県 那 
賀 町 木頭 地区 生ま れ 。94 年 大 学 在 
籍 時 に 創業 、96 年 法人 化 、99 年 メ 
ディ アド ゥ 設立 。2013 年 木頭 ゆず 
の 坊 培 ・ 加 工 品 販売 を 手掛け る 「 黄 
金 の 村 ] 設立 。17 年 KITO DESIGN 
HOLDINGS 設立 。18 年 グラ ン ピ ン 
グ を 楽し め る 「CAMP PARK KITO」、 
20 年 未来 コン ビニ 」、21 年 6 月 JR 
徳島 駅 コン コー ス 内 に 「YUZU CAFE 
Kitchen」 を オー プン (写真 名 喝 耶 洋 ) 


ーー「 未 来 コン ビニ 」 と は ? 

藤田 基 山 氏 (以下 、 藤田 ) 木頭 地区 の 
買い 物 環境 改善 の た め に オー プン し まし 
た 。 そ れ ま で 、 一 番 近 い ス ー パ ー ま で 
事 で 片道 1 時 間 ほ ど と いう 状況 で し た 。 
コン セプト は 「 世 界 一 美しい コン ビニ 」。 
コン ビニ エン スス ト ア は 確か に 便利 で は 
あり ます が 、 チ ェ ー ン 店 が 多く 、 デ ザイ 
ン 的 な アプ ロー チ は ほか に あり ませ ん 。 
先日 、 レ ッ ド ・ ド ッ ト ・ デ ザイ ン ・ ア ワ 
ー ド の リテール デザ イン 部 門 で 最 優秀 賞 
の ベス ト ・ オ プ ・ ザ ・ ベ スト を 受賞 し ま 
し た 。 外 か ら も 日 を 引く 黄色 い 柱 は 、 名 
産 の 木頭 ゆず の 木々 が モチ ー フ で す 。 


ー 一 未来 コン ビニ が 目指 す も の は ? 

藤田 2 つ あ り ま す 。1 つ は 、 こ こ を 目 
的 地 に 訪れ る 人 を 増やす こと 。 事 業 を 続 
ける に は 、 こ こ を 訪れ る 人 々 を 増やし 、 
「 外 貨 ] を 稼ぐ 必要 が あり ます 。 現 在 、 
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休日 は 約 200 人 が 訪れ る よう に な り 、 オ 
ー プ ン か ら 1 年 半 で 累計 来客 者 数 は 4 万 
人 を 超え まし た 。 も う 1 つ は 、 文 化 的 な 
環境 を 整え て 、 子 供 た ちの クリ エイ ティ 
ビ テ ィ ー を 育む こと 。 こ こ で 生ま れ 育 っ 
た 自分 の 幼少 期 の 体験 で あり コン プレ ッ 
クス で も あり ます が 、 文 化 や 社会 と の 接 
点 が 不足 し て いま す 。 デ ザイ ン の 力 を 感 
じ る 体験 や 、 世 界 中 か ら や っ て 来る 人 た 
ちと の 交流 を 通じ て 、 子供 た ち に 文化 を 
伝え て いき た い 。 未来 コン ビニ は 、 人 々 
が 集まれ る よう に カフ ェ を 佐 設 し 、 定 期 
的 に イベ ント を 開催 し て いま す 。 


地方 に 足り な い ビ ー ス は 「 経 営 」 


ーー こう し た 事業 を 始め た 狙い は ? 

藤田 生ま れ 育っ た 土地 に 恩返し し た い 
と 長年 思っ て きま し た 。2013 年 に 木頭 
ゆず を 扱う 「 黄 金 の 村 」 (徳島 県 那賀 郡 ) 
を 立ち 上 げ 、14 年 に 工場 を 開設 。17 年 








KITO DESIGN HOLDINGS 傘下 が 運 
営 する 未来 コ ン ビ ニ 」 ( 2020 年 4 月 オー 
プン )。 コ ン セ プ ト は 「 世 界 一 美しい コン ビ 
ニ 」。 近隣 の 買い 物 環境 改善 に 加え 、 カフ ェ 
を 併設 する な ど 、 子 供 た ち に 文化 交流 を 
促す 機能 も ある 回 18 年 10 月 に グラ ンド 
オー プン し た 「CAMP PARK KITO」。 大 
自然 の 中 で グラ ン ピ ン グ を 楽し め る 。 大 浴 
場 や レス トラ ン も 備え る 回 2 年 6 月 開 
クボ クシ ング 道場 ] の 完成 
建材 に は 地元 の 木頭 杉 を 用 い 
る (画像 提供 ご KITO DESIGN HOLDINGS) 








に キャ ンプ 場 運 営 の 会 社 を 立ち 上 げ ま し 
た 。 宿泊 し て 木頭 の 自然 を 体感 で きる 場 
と し て 、18 年 10 月 に グラ ンド オー プン 
し た 「CAMP PARK KITO 」 は コロ ナ 
褐 で も 盛況 で 、 第 忙 期 の 8 月 の 売り 上 げ 
は 1000 万 円 を 超え る な ど 、 順 調 に 成長 
し て いま す 。 未来 コン ビニ を 含め る と 、 
売り 上 げ 規 模 や 知名 度 な ど 、 あ る 程度 の 
事業 の 柱 が で きた 実感 が あり ます 。 


ーー それ ぞ れ 法人 を 立ち 上 げ る 意図 は ? 

藤田 経営 に 携わる 機会 の 提供 が 大 事 だ 
か ら で す 。 私 は 、 方 針 や ビジ ョ ン な ど を 
示し て か じ 取 り を し 、 資 金 を 拠出 し ます 
が 、 各 会 社 の マネ ジメント に は 踏み 込ま 
な いと 決め て いま す 。 そう し な けれ ば 、 
経営 者 が 育た な い 。 地 方 創 生 に 圧倒 的 に 
足り な い の が 「 経 営 ] と いう ピー ス で す 。 
現場 で 悩ん で 会 社 を 育て る 経験 が 伴わ な 
けれ ば 、 持 続 性 の ある 事業 し と は な り ま せ 














ん 。 立 ち 上 げ か ら 数 年 間 は 財務 会 議 に 参 
加 す る な ど 、 私 が 何 を 気 に し て 、 ど こ を 
見 て いる か な ど 、 経 営 の 視点 を 共有 し 、 
今 で は すべ て を 現場 に 任せ て いま す 。 





ーー 一 未来 コン ビニ の 次 は ? 

藤田 キッ クボ クシ ング 道場 を 作り ま 
す 。 今 、 母 親 が 83 歳 で 、 ス ポー ツ ト レ 
ー ナ ー の 指導 を 受け て いま す が 、 メ ニュ 
ー の 中 に ミッ ト 打 ち が あ っ て 、 と て も 楽 


寺地 回 し ea oo 
旨 弧 際 二 


国 


し そう に や っ て いた ん で すね 。 キ ッ ク ボ 
齢 者 の 健康 維持 に つなが る 
の は 、 格 闘技 業界 と し て も 意義 ある 取り 
組み で す 。 建材 は 木頭 地区 の 杉 の 木 を 使 
時 に は 避難 所 に も な る 、 近 隣 の 
人 そ が 集う 場 に な る 予定 で す 。 





い 、 





ーー コン ビニ の 次 が 道場 と は 意外 で す 。 
藤田 地域 の 人 々 が 今 、 求 め て いる も の 
の 一 歩 先 を いく こと が 、 刺 激 を も た らし 





ます 。 そ こ に 文化 的 な ステ ッ プ アッ プ が 
あっ て 、 新 し い 議論 が で きる よう に な る 。 
それ が 教育 の 本 質 だ と 思っ て いま す 。 未 
来 コ ン ビ ニ ま で は 、 地 域 に 不可 欠 な 事業 
で し た が 、 今 後 の 、 言 っ て し まえ ば 必ず 
し も 必要 で は な い 事 業 展開 が 、 強 い メ ッ 
に な る と 考え て いま す 。 メ ッ セ ー 
ジ を 伝え や すく する の が デザ イン 。 デ ザ 
イン で 興味 を 引く と いい スタ ー ト に な る 
と 思い ます 。 廣川 淳哉 = 編集 者 
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NEWS & TREND | 


パッ ケー ジ デ ザイ ン 





コカ ・ コ ー ラ の 新 コ ミュ ニケ ーション デザ イン は ハグ ・ ロ ゴ が 核 に 


剛 " 


ORIGINAL TASTE 負 
ma DD に 





ORIGINAL TASTE 


CE で 1 


(@2 物 





新しく な っ た 「 コ カ ・ コ ー ラ 」 シリ ー ズ の パッ ケー ジ 。 す べ て 米国 で デザ イン され 、 全 世界 共通 。 変わ っ た 点 は 「 Coca-Cola 」 の ロゴ (スペンサー ロゴ) を より 大 きく 
強調 し 、「 コ カ ・ コ ー ラ ゼロ ] 「 コ カ ・ コ ー ラ ゼロ カフ ェ イ ン ] は スペ ン サ ー ロ ゴ を 黒 に 変更 。 左 か ら 「 コ カ ・ コ ー ラ 」 500mlPET( メ ー カ ー 希 望 小売 価格 140 円 、 税 別 、 


以下 同 )、「 コ カ ・ コ ー ラ ゼロ 」 500mlPET (140 円 )、「 コ カ ・ コ ー ラ 」 「 コ カ ・ コ ー ラ ゼロ ] 350ml 缶 ( 各 115 円 ) 


コカ ・ コ ー ラ が コミ ュ ニ ケー ショ ン デ 
ザイ ン を 一 新 し た 。2021 年 9 月 13 日 に 
「 コ カ ・ コ ー ラ 」「 コ カ ・ コ ー ラ ゼロ 」「 コ 
カ ・ コ ー ラ ゼロ カフ ェ イン ] の 3 製品 の 
パッ ケー ジ を お よそ 2 年 記 り に リニュ ー 
アル し た 。 新 し い デ ザイ ン は スペ ン サ 
ー ロ ゴ と 呼ば れる 「Coca-Cola] の ロゴ 
を より 大 きく 強調 し 、 さ ら に 「 コ カ ・ コ ユ 
ー ラ ゼロ 」「 コ カ ・ コ ー ラ ゼロ カフ ェ イ 
ン 」| は 、 ス ペン サー ロゴ を 黒 に し た デザ 
イン で オリ ジ ナ ル 「 コ カ ・ コ ー ラ 」 と の 
違い を 表し て いる 。 

単に パッ ケー ジ を 変え た だ け で は な い 。 
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これ は コカ ・ コ ー ラ プラ ンド の グロ ー バ ル 
な コミ ュ ニ ケー ショ ン デ ザイ ン が 大 きく か 
じ を 切っ た 、 そ の 変化 の 1 つの 表れ に すぎ 
な い 。 21 年 9 月 23 日 の 新しい テレ ビ CM 
の 全国 放映 を 皮切り に 、「 Real Magic キ 
ャ ン ペ ー ン 」 を 開始 し た 。 これ は 日 本 だ 
け で な く 、 全 世界 共通 で 展開 され る 。 

「 キ ャ ン ペ ー ン と いっ て も 、 広 告 を 数 
本 打っ て 終わ り と いっ た 一 過 性 で 季節 的 
な も の や 、 商 品 自 体 の 直接 的 な プロ モー 
ショ ン と は 性 質 が 異な る 。 外向 け に は 
分 か りや すく キャ ン ペ ー ン と 言っ て い 
る が 、 社 内 で は “フィ ロ ソ フィ ー" と か 


~ プ ラッ ト フ ォ ー ム " と 呼ん で 区 別して い 
る 」 と 日 本 コカ ・ コ ー ラ マー ケティング 
本 部 コカ ・ コ ー ラ カテ ゴリ ー・ ク リエ イ 
ティ ブ プ スト ラテ ジス ト & コ ン テ ン ツ リ 
ー ド の 山下 広樹 氏 は 説明 する 。 

「 こ れ ま で も コカ ・ コ ー ラ は 、“" Always 
Coca-Cola" な ど 、 シ ンプ ル な 言 
カ ・ コ ー ラ の お いし さ を 伝 えて きた 。 ひ 
と と き の 潤い を 与え 、 世 界 中 の どん な 人 
で も 同じ 味 し むこ と が で き 、 同 じ コ 
カ ・ コ ー ラ を 一 緒 に 味わう こと で 人 と 人 
と を つなぐ 。 それ が コカ ・ コ ー ラ の 力 だ 。 
新型 コロ ナウ イル ス に よる パン デミ ッ ク 








(画像 提供 日 本 コカ ・ コ ー ラ ) 





Real Magic の キー ビジ ュ ア ル と 屋外 広告 へ の 展開 


に EE に 
法 は 起き る 


あり ふれ た 毎日 に 





Real Magic の テレ ビ CM「Ghost] 編 。 コ カ ・ コ ー ラ を 飲み た い お 化 け に 、 少 年 が 渡し て あげ よう と する が 、 導 は お 化け の 手 を すり 抜け て し まう 。 そ こ で 少年 は 瓶 を 床 
に 落と す と 、 瓶 の お 化け が 現れ 、 つ か むこ と が で きた 。 そ し て 少年 と お 化け は コカ ・ コ ー ラ で 乾杯 し た 


が 原因 で 、 世 界 中 の いろ いろ な 場所 で 分 
断 が 起き て いる が 、 プ ラン ド と し て も っ 
と 役割 を 果たせ る は ず だ と いう 思い が あ 
っ た 」 (山下 氏 ) 

そこ で 、「 16 年 に スタ ー ト し た “Taste 
the Feeling" に 続く 新た な フィ ロ ソ フ 
ィ ー を 、 大 き な 発 想 で 考え て きた 」 ( 山 
下 氏 )。 そ の 結果 生ま れ た の が “Real 
Magic" だ 。 本 来 リア ル と マジ ッ ク は 相反 
する も の で 、「 現 実 的 な 魔法 ] は 矛盾 し て 
いる 。 し か し 「 矛 盾 する も の 、 相 反する 
も の が 世の中 を 豊か に し 、 前 に 進め る こ 
と が で きる 。 そ ん な 信念 か ら Real Magic 


が 生ま れ た 」 (山下 氏 )。 何気ない 日 常 の 
中 に も 、 魔 法 の よう に 最高 な 瞬間 が あ 
る 。 そ れ を 伝え る の が Real Magic だ 。 
この 新しい フィ ロ ソ フィ ー の 導入 に 伴 
い 、 コ カ ・ コ ー ラ は ビジ ュ ア ルコ ミュ ニ 
ケー ショ ン シ ス テム を 一 新 し た 。 パ ッ ケ 
ー ジ や 広告 な ど 、 あ ら ゆ る コミ 
ショ ン ツ ー ル を 規定 し た 数 百 ペ ー ジ に わ 
た る デザ イン マニ ュ ア ル を 策定 し た 。 そ 
の 鍵 と な る の が 新た に デザ イン し た 「 ハ 
グ ・ ロ ゴ (Hug logo ) 」 だ 。 日 常 生活 の 
一 瞬 や 、 コ カ ・ コ ー ラ の ある 風景 を ロゴ 
が ハグ する (抱き し め る ) こと で 、 そ の 





一 骨 一 瞬 が Real Magic だ と 伝え る 。 

も と も と の ロゴ を 拍 や 向 に プリ ント す 
る 場合 、 対 象 が 円 柱 形 な の で 左右 に 回 り 
込む よう に プリ ント され る 。 そ れ が ハグ 
し て いる よう な 形 に な る と ころ か ら 着 想 
を 得 て いる 。 向 製 品 は ハグ ・ ロ ゴ と 調和 
する よう に デザ イン され た 。 広告 や テレ 
ビ CM に 使わ れ て いる ほか 、Tnstagram 
で 使用 で きる 、 回 転 す る ハグ ・ ロ ゴ の 
AR (拡張 現実 ) エフ ェクト も 公開 され て 
いる 。 こ れ を 使え ば 、 誰 で も 自分 の Real 
Magic な 瞬間 を 楽し むこ と が で きる 。 

笹田 克彦 = デザ イン ジャ ー ナ リス ト 
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NEWS & TREND | 人 信和 





佐藤 可 士 和 氏 が ブラ ン デ ィング し た 日 本 GLP の 物流 施設 が 始動 





物流 施設 「GLP ALFALINK 相 模 原 1] の 壁 に 大 きく 描か れ た 「ALFALINK」 の ロゴ 。 モ チー フ は 陸 を 表す ライ ト グ リ ー ン と 、 海 や 空 を 表す ライ トブ ルー か ら 


物流 施設 を 運営 する 日 本 GLP (東京 ・ 
港 ) は 2021 年 9 月 24 日 、「GLP ALFA 
LINK 相模 原 1 ] (相模 原市 ) が 竣工 し た 
と 発表 し た 。「 ALFALINK (アル ファ 
リン ク ) 」 プラ ンド と し て 、 ク リエ イ テ 
イィ プ デ ィ レ クタ ー の 佐藤 可 士 和 氏 が コン 
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セプト や ネー ミン グ 、 ロ ゴ デ ザ イン な ど 
を 手がけ た 。 物流 施 設 で プラ ン デ ィング 
を 重視 する 例 は 珍し い 。 

「 効 率 化 や 最適 化 と いっ た 従来 の 物流 
施設 の 枠 を 超え 、 今 まで に な い 価値 や 事 
業 を 創造 し て いく 拠点 と な る 新しい 物流 


GLP ALFALINK 相模原 1 
は 「GLP ALFALINK 相 禁 
原 ] の 1 棟 目 で 、 地 上 6 階 
建て 。 すでに 10 社 以上 の 
入居 が 決ま っ て いる 
(写真 提供 日 本 GLP ) 


施設 に し た か っ た の で 、 佐 藤 可 士 和 氏 に 
依頼 し た 」 と 日 本 GLP 社長 の 由 佐 義 
氏 は 話す 。 

ALFALINK の コン セプト は 「 創 造 連 
鎖 する 物流 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 と し た 。 
ロゴ は 陸 を 表す ライ ト グ リ ー ン と 、 海 
や 空 を 表す ライ トブ プル ー を モチ ー フ に 、 
陸 ・ 海 ・ 空 を シー ムレ ス に つなぎ 、 物 流 
に 未来 の 「+ c (プラ ス ア ルフ ァ )」 を 生 
み 出 し て いく こと を 表現 。 「 ALFALINK 
を 起点 に 、 ひ と と きも 止ま る こと な く 生 
まれ 、 広 が り 続 ける 、 新 た な も の X 人 ※ 
情報 価値 の 流れ ] を 示し た 。 プ ラン ド 
サイ ト も 開設 し た 。 同 コン セプト に 基 づ 
き 、「Open Hub] (物流 を も っ と オー プ 
ン に ) の ほか に 、「Integrated Chain 





と 


(サプライ チェ ー ン を つなぐ )、「Shared 
Solution」 (ビジ ネス の 進化 を サポ ー ト ) 
を キー ワー ド に 掲げ た 。 こ れ ら に 応じ 
た 設備 や サー ビス を 提供 し て いく 。 

日 本 GLP は 物流 施設 専門 の アベ ロッ 
パー と し て 、 先 端 テ クノ ロジ ー な ど を 採 
用 し た 物流 施設 を 開発 。 物 流 会 社 が テ ナ 
ント と し て 入居 する 形式 を 採っ て いる 。 
GLP ALFALINK 相模 原 1 は 大 規模 プ 
ロジ ェクト 「GLP ALFALINK 相模 
原 ] の 1 棟 目 で 地上 6 階 妨 て 。 プ ロジ ェ 
クト 全体 は 20 年 に 着工 し 、23 年 に 完 
予定 。 全 棟 で 敷地 面積 は 約 29 万 4455 平 
方 メー トル (東京 ドー ム の 建築 面積 の 約 
6.3 倍 )、 延 べ 床 面 積 約 67 万 3437 平方 メ 
ー ト ル と 、 関 東 最大 級 の 規模 に な る と 
いう 。 す で に GLP ALFALINK 相模 原 
1 に は ギ オ ン (相模 原市 )、 佐 川 急便 、 西 
濃 運 輸 な ど 10 社 以上 の 入居 企業 が 決ま 
っ て いる 。 

この ほか ALFALINK と し て は 「GLP 
ALFALINK 流 山 」 (千葉 県 流山 市 ) 
「GLP ALFALINK 茨木 (大阪 府 茨 木 
市 ) の プロ ジェ クト も あり 、 い ずれ も 同 
コン セプト や キー ワー ド を 取り 入れ た 最 
新 の 物流 施設 と し て 開発 を 進め て いる 。 


カフ ェ や コー ト も 併設 し 地域 貢献 へ 


同 コ ン セ プ ト を 大 体 的 に 表現 し て い 
る GLP ALFALINK 相模 原 1 に お ける 
好例 が 、「 リ ング ] と 呼ぶ 直径 が 約 90 メ 
ー ト ル の 環状 施設 だ 。Open Hub を 重 
視 し 、 各 棟 を 結ぶ よう に 敷地 の 中 央 に 造 
っ た 。 物 流 施設 で 種 く 人 に 加え て 地域 の 
人 々 に も 利用 し て も ら う た め 、 リ ング に 
は カフ ェ や コン ビニ 、 レ スト ラン 、 カ ン 
ファ レン スル ー ム 、 二 児 所 、 シ ャ ワー ル 
ー ム が 入る 。 隣 に 多目的 コー ト も 開設 す 
る 計画 だ 。 外 部 の 廊下 で つなぎ 、 快 敵 











「ALFALINK 」 の ブラ ンド サイ ト か ら 。「+ g (プラ ス ア ルフ ァ ) 」 を 強調 し 、 今 まで に な い 新しい 物流 ビジ 
ネス を 生み 出 そ う と いう 意気 込み が 伝わっ て くる 


GLP ALFALINK 相模 原 1 
(OK へ LFALINI< 相 板 原 GLP 公 で は 、 各 棟 の 中 央 に 位置 す 

る 「 リ ング 」 と 呼ぶ 共用 本 
較 が 特 笛 。「 Open Hub」 を 
象徴 する 施設 に な っ て い 
る 。 日 本 GLP の サイ ト よ り 


上 か ら 見 た リン グ の 外観 。 直径 約 90 メー トル の 環状 施設 と し て 物流 施設 で 働く 人 だ け で な く 、 地域 の 住 
民 も 使え る よう に し て いる 。 人 と 人 を 結ぶ * ハ プ " の 役目 を 担う 
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が | 和 


四 リ ング は 2 階 填 て 。 地域 住民 に も 開放 され て いる 。 2 階 に は カン ファ レン スル ー ム な ど が あり 、1 階 に 託児 所 や コン ビニ が ある 。 敷 地内 で イベ ント も 開催 で きそう だ 





四半 設 中 の 多目的 コー ト は 誰 も が 使え る た め 、 地 域 住民 も 楽し め る 回 託児 所 の イメ ー ジ 。 女性 も 働き や すく な る だ ろう 回 カフ ェ な ども あり 、 人 と 人 を 結び 付け る こ 


と に も つなが り そ う だ 右 入居 予定 の コンビ ニ の イメ ー ジ 回 ALFALINK の ロゴ を 表現 し た 巨大 な オブ ジェ も ある 


で 安全 に 移動 で きる よう に する 。Open 
Hub を 具現 化す る た め 、 リ ング を ペース 
に 人 々 の 交流 に よっ て ビジ ネス の 創出 を 
促し 、 地域 に 開か れ た 物流 施設 を 目指 す 。 
21 年 9 月 24 日 時 点 で リン グ は 未完 成 だ 
が 、11 月 に も 完成 きせ る 方 針 だ 。 


地域 の 防災 拠点 に も 


さら に Integrated Chain に つい て は 、 
商品 企画 か ら 配送 まで の サプライ チェ ー 
ン を 1 カ所 に 統合 。 オ ペレ ーション 連携 
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を 促進 し 、 効 率 化 を 図る 。 工 場 用 途 や 准 
事 冷 蔵 に 対応 し た 区 画 を 整備 し 、 サ プラ 
イチ ェ ー ン を 支援 する 。 

Shared Solution に つい て は 、 グ ルー 
プ 会 社 の モノ フル (東京 ・ 港 ) と 協業 し 
て 施設 専用 アプ リ を 開発 。 顔 認証 シス テ 
ム に よる 入館 、 共 用 施設 の 予約 、 レ スト 
ラン で の 注文 ・ 決 済 、 敷 地内 カメ ラ 喘 像 
の ライ ブ 配 信 、 専 用 シャ トル バス 運行 状 
況 の 可視 化 、 秋 害 情報 の 配信 機能 を 備え 
た 。 施設 の IoT 化 の 実現 や 働く 人 の 安心 


や 安全 、 快 適 な 環境 を 提供 する と いう 。 
この ほか 、 免 須 装 置 に 加え て 非常 用 発 
電機 を 設置 。72 時 間 の 電源 を 供給 で き 
る ほか 、 地 下水 を 消化 し て 飲料 水 と し て 
も 利用 可能 。 秋 害 時 に は 住民 の 避難 場所 
や 災害 物資 の 配送 拠点 と し て 施設 を 開放 
し 、 地 域 の 防災 拠点 と し て の 役割 も 果 た 
そう と 、 相 模 原 市 と 協議 し て いる 。 物 
流 施設 が 企業 だ け で な く 、 地 域 の "ハブ プ " 
と し て も 貢献 し そう だ 。 新しい 物流 の 在 
り 方 に 今後 の 期待 が か か る 。 大山 尊 樹 


(画像 と 写真 提供 日 本 GLP ) 





INTERVIEW 


企業 や 地域 、 人 々 が 交流 で きる 開か れ た 物流 施設 に 


ー 一 日 本 GLP 社長 に 聞く 


ーー な ぜ 、 佐 藤 可 士 和 氏 に コン セプト 立 
案 を 依頼 し た の で すか ? 

帖佐 義之 氏 (以下 、 帖佐 ) 今回 、 約 10 
万 坪 に 及 京 広大 な 土地 を 神奈 川 県 相模 原 
市 に 購入 で き 、 こ こ を 日 本 GLP の 集 大 
成 と な る 場所 に し た いと 思い まし た 。 こ 
の た め 、 今 後 の 物流 施設 は どう ある べき 
か を 考え る よう に な っ た の で す 。 

し か し 自分 た ち だ け で 議論 し て も 、 ま 
と まり ませ ん 。 今 まで の 延長 線上 で いい 
の か 。 そ れ を 世の中 に どう 伝え る か 。 そ 
も そ も 、 我 々 が や り た いこ と は いっ た い 
何 な の か 。 モ ヤ モ ヤ し た 気持 ち だ けが 残 
り ま し た 。 我 々 の 思い を 明確 に し た い 
た め 、2018 年 ご どろ か ら 外 部 の 企業 に 相 
談 し まし た 。 し か し 各社 と も 「 コ ン セ プ 
ト づ くり は お 任せ くだ さい 」 と 言う だ け 
で 、 我 々 の 思い を どこ まで 反映 し て も ら 
える か と 心配 に な り ま し た 。 我 々 が きち 
ん と 言語 化 で き て いな いこ と を 、 他 社 が 
分 か る と は 思え な か っ た の で す 。 そ の と 
き 、 佐 藤 可 士 和 きん に 会 っ た の で す 。 可 
士 和 きん か ら は 「 帖 佐 さ ん は 何 が や り た 
い の で すか ? | と 、 い き な り 核心 を つい 
た 質問 が 来 ま し た 。 ま さ に 我々 が 悩ん で 
いる こと で し た 。 そ の 質問 を 聞い た と 





ーー ニン ン ン 


太 「GLP ALFALINK 流 山 ] は GLP ALFALINK 相 模 原 1 と 異な り 、 全 体 に 細長 い 物流 施設 。 こ こ | 


き 、「 可 士 和 き ん は 我々 と 一 緒 に 考え て 
くれ る 人 な の だ ろう 。 信 用 で きる の で は 
な いか 」 と 思っ た の で す 。 


ーー コン セプト 立案 まで の 流れ は ? 
帖 佐 その 後 は 約 半年 間 に わ た り 、 可 士 
和 き さん か ら 質問 攻め を され まし た 。「 物 
流 で 働く 人 が も っ と 元気 に な る た め に 
は 、 ど うす れ ば いい の か 」「 ど ん な 課題 
が あっ た の か 」 「 物 流 の 未来 と は 何 か 」 な 
ど と 、 掘 り 下 げ て いく 。 可 士 和 さ ん が 参 
加 で き な く て も 、 我 々 ティ ング を 
行い 、 ホ ワイ ト ボ ー ド に 考え を 書き 出し 
た こと も あり まし た 。「 料 金 の 比較 だ け 
で 判断 され が ちな 現在 の 物流 業界 を も っ 
と 元気 に する に は 、 新 た な 付加 価値 が 必 
要 で は な いか 」 「 細 か い 点 で 工夫 を 重ね 
て し の ぎ を 削っ て いる の に 、 そ の 価値 が 
理解 し て も ら え な い 」 「 業 務 を 可視 化す 
る 必要 が ある の で は な いか 」 な ど と 議論 
し まし た 。 

答え を 出す の に 苦労 し 頭 が 疲れ まし た 
が 、 可 士 和 き ん に 引き 出し て も ら う こ 
で 我々 も 多く の 気づき を 得 ら れ 、 今 まで 
の 思い を 整理 で きま し た 。 整 理 さ れ て い 
な いと 、 人 に 伝え る こと が で きま せん 。 











覆す さま ざま な 設備 を 用 意 し て いる 回 カフ ェ や ワー クス ペー ス の ほか 、 リ ラク セー ショ ン ル ー ム まで ある 





日 本 GLP 社長 の 帖佐 義之 氏 


約 半年 か か り ま し た が 、 必 要 な 時 間 だ っ 
た と 認識 し て いま す 。 そ うし て 出 て きた 
考え が 「 物 流 の 可視 化 ] で す 。 安心 ・ 安 全 
な サー ビス に 向け て 我々 の 努力 や 姿勢 を 
見 せ 、 価 値 を 認め て いた だ くわ け で す 。 
粘 果 、「 創 造 連 鎖 する 物流 プラ ッ ト フ ォ 
ー ム 」 を 「ALFALINK」 の コン セプト と 
し 、 さ きら に 「Open Hub」「Integrated 
Chain」「Shared Solution] の 3 つ を 
掲げ まし た 。 特 に 「GLP ALFALINK 
相模 原 」 は 共用 棟 「 リ ング 」 を 開設 し 、 
Open Hub を 具現 化し まし た 。 こ こ で は 
今後 、 さ ま ざ ま な イベ ント も 企画 し て い 
ます 。 開 か れ た 物流 施設 に し て 企業 や 地 
域 の 人 々 が 交流 し 、 物 流 を 知っ て も ら っ 
た り 新 規 事業 が 生ま れ た りす る きっ か け 
に な れ ば いい と 思っ て いま す 。 


1 ミチ /。 1 


こ - 
に も ALFALINK の コン セプト に 従い 、 今 まで の 物流 施設 の イメ ー ジ を 


November 2021 NIKKEI DESIGN 15 





NEWS & TREND 


プロ ダク ト デ ザ イン 








柴田 文 江 氏 が デザ イン し た キャ メル ブラ ウン の 家庭 用 プロ ジェ クタ ー 


東京 大 学 発 の ベン チャ ー 企 業 、popIn 
(東京 ・ 港 ) は 2021 年 9 月 29 日 、 掘 え 置 
き 型 の プロ ジェ クタ ー「 Aladdin Vase」 
(アラ ジン ペー ス ) を 発売 する と 発表 し 
た 。 Design Studio S (東京 ・ 目 黒 ) の 柴 
田 文 江 氏 が デザ イン を 手がけ た 。 ベ ッ ド 
サイ ド や キッ チン テー ブル な ど 、 自 宅 の 
さま ざま な 空間 に な じ む 色 と し て キャ メ 
ルプ ラウ ン を 採用 。vase (花瓶 ) と いう 
商品 名 の 通り 、 オ プ ジ ェ と し て 自然 と 餅 
り た く な る 外観 に し た と いう 。 外形 は 直 
径 80 x 高 き 109 ミリメートル の 円 筒 形 
で 、 約 650 グ ラム と 片手 で 持ち 運べ る 大 
きき 。 付属 する リモ コン も 同じ キャ メル 
プラ ウン に し て いる 。 価格 は 6 万 9800 
円 ( 税 、 送 料 込 み ) で 同年 12 月 末 に 出荷 
予定 。 割 引 ク ー ポ ン な どの 特典 が ある 先 
行 予約 を 、 同 社 の サイ ト か ら 限 定 1000 
台 で 10 月 31 日 まで 受け 付け る 。 
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popIn は 08 年 設立 。 顧客 の 興味 や 好 
み を 分 析 す る レコ メン デー ショ ン エ ンジ 
ン と いっ た 、 イ ンタ ーネット 広告 の 分 析 
用 ソフ ト を 開発 し 、15 年 に 中 国 企業 の 
百度 の 日 本 法人 バイ ドッ (東京 ・ 港 ) の 

会 社 に な っ た 。18 年 に ハー ド 分 野 に 
参入 し 、 プ ロジ ェ ク タ ー と Bluetooth 対 
応 ス ピー カー を 備え た 天井 用 に 取り 付 
ける タイ プ の 照明 機器 「popIn Aladdin 
(ポッ プイ ン アラ ジン ) 」 を 発売 。 21 年 
9 月 末 に シリ ー ズ 累計 で 約 15 万 台 を 突破 
し て お り 、 プ ロジ ェ ク タ ー メ ー カ ー と し 
て も 存在 感 を 見 せ て いる 。 

「popIn Aladdin は 天井 に 取り 付け る 
た め 、 生 活 し て いて も あま り 気 に な ら な 
い 。 だ が 今回 の よう な 据え 置き 型 に な る 
と 、 ど うし て も 目立っ て し まう 。 開発 す 
る に 当たり 、 単 に 生活 に 溶け 込ま せる だ 
け で な く 、 存 在 を どう し た ら “喜び " に 


「Aladdin Vase」 の 外形 は 直径 80 ぶ 高 さ 
169 ミリ メー トル 。 樹脂 と 金属 部 分 か ら 構成 。 
付属 する リモ コン も 同じ キャ メル ブラ ウン に 
デザ イン し た ほか 、 自 立 で きる よう に し た 


変え られ る か と 悩ん で いた 」 (popIn 社 
長 の 程 氏 ) 

情報 機器 と いう より 、 朝 起き た ら そ ば 
に いる 、 ペ ッ ト の よう な イメ ー ジ に し 
た か っ た と いう 。「 そ こ で 柴田 氏 に 相談 。 
デザ イン を 見 た 瞬間 、 こ れこ そ ベ スト ア 
ン サ ー だ と 確信 し た 」 と 程 氏 は 話す 。 

柴田 文 江 氏 は 、「 Aladdin Vase は 、 
どこ か ら 見 て も 正面 に な る 、 い わ ば 
~360 度 アデ ザイン" の プロ ジェ クタ ー。 ほ 
か の 情報 機器 の よう に 、 表 や 裏 が な い デ 
ザイ ン に し て お り 、 後 ろか ら 見 て も 大 丈 
夫 。 ど こ に で も 置け る 」 と 言う 。 情報 機 
器 と イン テリ ア 小 物 の 境目 が な く な る よ 
うな デザ イン に し た 。「 情 報 機器 で あり 
な が ら 、 コ ー ヒ ー カ ッ プ な ど と 同じ よう 
な 暮らし の 道具 と し て の た た ず ま い を 目 
指し た 」 (柴田 氏 ) 

これ まで の 情報 機器 は 、 機 能 の 先進 性 
を いか に デザ イン で 表現 する か が 問わ れ 
た か も し れ な い 。 今回 は 、 暮 らし の 中 で 
の 親和 性 を 目指 し た 。 こ の た め 白 や 黒 、 
グレ ー と いっ た 色 で は な く 、 キ ャ メル プ 
ラウ ン に し た 。 一 般 的 な プラ ウン で は な 
く 、 キ ャ メル プラ ウン を 選択 し た の は 、 
や や 華やか に し て 、 商 品 と し て の 個性 を 








画面 サイ ズ は 最大 100 イン チ 。 空間 や 時 間 を 演出 する 、 さ ま ざ ま な アプ リ を 内 蔵 し て いる 。 
映像 を 楽し お だ け で な く 、 リ ラク セー ショ ン に も 役立ち そう 


(写真 提供 popIn) 





popln 社 長 の 程 氏 ( 左 
氏 は 、 オ ン ラ イン で 頻繁 に 打ち 合わ せ を 重ね た 


際立た せ か っ た か ら だ 。 
ヒー リン グ 機 能 の アプ リ も 内 華 


画面 サイ ズ は 最大 100 イ ンチ 。 ペ ベッ 
ド や テー ブル の 高き さ に 合わ せ 、 リ モコ ン 
で 簡単 に 角度 調整 が で きる 内 蔵 レ ンズ を 
搭載 。 ス マー ト フ ォ ン や タプ レッ ト の プ ブ 
ルー ライ ト と は 述 い 、 反 射 光 を 利用 し て 
いる た め 、 目 に 優し いと いう 。 本体 に 搭 
壇 き され て いる アプ リ 「 テ レビ ]」 を 推奨 の 
テレ ビ チ ュ ー ナ ー や 自宅 の レコ ー ダ ー と 
WiFi 接 続 す れ ば テレ ビ 番 組 や 録画 番 
組 の 再生 も 可能 。 

この ほか 、 ア プリ に は 「 愉 時 計 」「 ヒ 
ー リ ング ライ ト 」 「 美 風景 ] な ど 、 数 十 
種類 を 標準 で 搭載 。 映像 を 投影 する だ け 
で な く 、" デ ジタル イン テリ ア " と し て 
も 使え る よう に し た 。 タ イマ ー の 機能 
も ある 。 ワ イヤ レス HDMI の 「 Aladdin 
Connector (アラ ジン コネ クタ ー) | を 





な の で 、 ど こ に 置い て も 違和感 が な い 


) と Design Studio S の 柴田 文 江 


空間 を 演出 する アプ リ の ほか 、 時 間 を 演出 する アプ リ な ど を 内 蔵 し て お り 
け で な く 、 デ ジタル イン テリ ア と し て も 役立つ 。 子供 も 大 人 も 楽し め る だ 


追加 し て いく 方 針 


使用 すれ ば 家庭 用 ゲー ム 機 や DVD/ プ 
ルー レイ レコ ー ダ ー も 接続 で きる 。 ス マ 
ー ト フォ ン と 接続 し 、Bluetooth 対 応 ス 
ピー カー に も な る 。 

きら に プロ ジェ クタ ー と し て だ け で な 
く 、 上 面 か ら も 光 を 出せ る よう に し た 。 
天井 に 投射 すれ ば 間接 照明 に な り 、 入 眠 
を 促す アプ リ も 備え る 。 

「popIn Aladdin の 購入 者 に 調査 し た 
と ころ 、 ダ イソ ン や バル ミュ ー ダ 、 バ ー 
ミキ ュ ラ と いっ た 商品 も 購入 し て いる こ 









テレ ビ や 映画 を 見 る だ 
う 。 今後 アプ リ は 順次 、 


と が 分 か っ た 。 上 質 な 暮らし を 望ん で い 
る 人 が 、Aladdin Vase に も 関心 を 示し 
て いる よう だ 。 商品 の 発表 後 、 サ イト か 
ら の 先行 予約 は 上 々 の 滑り 出し を 見 せ て 
いる 」 ( 程 氏 ) 

popIn Aladdin の 売り 上 げ が 順調 に 
伸び 、 同 社 の 売り 上 げ は ハー ド 分 野 の 比 
率 が ソフ ト 分 野 と 同じ で らい に な っ て き 
21 年 内 に Aladdin Vase を 約 1 万 台 
販売 する 計画 。 国 内 の 次 は 海外 市 場 も 日 
指す 。 大 山 繁樹 











キッ チン テー ブル や 棚 の 上 、 ベ ペッ ドサ イド な ど 、 さ ま ざ ま な 室内 シー ン で も キャ メル ブラ ウン の Aladdin Vase な ら 、 溶 け 込ん で 見 える 。 後 ろか ら 見 て も 同じ デザ イン 
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「 岩 下 の 新 生姜 」 が 類似 品 対策 で パッ ケー ジ 変 更 





左 か ら 岩 下 食品 「 岩 下 の 新生 姜 ] の 旧 デザ イン 、 山 本 食品 工業 「 フ レッ シュ 新生 姜 ]、 岩 下 食品 「 岩 下 の 新 生姜 ] の 新 デ ザイ ン 


岩下 食品 (栃木 県 栃木 市 ) は 、 主力 商 
唱 で ある 生姜 (しょうが) の 酢漬け 「 岩 下 
の 新生 姜 ] の パッ ケー ジ デ ザイ ン を 2021 
年 9 月 8 日 か ら リ ニュ ー ア ル し た 。 山本 
食品 工業 (埼玉 県 行田 市 ) が 販売 し て い 
る 「 フ レッ シュ 新生 姜 ] の デザ イン と 類 
似 し て いる と の 声 が 消費 者 か ら 寄 せら 
れ 、 売 り 場 で 混同 する ケー ス も 出 て きた 
か ら だ 。 弁護 士 を 通じ て 改善 を 求め た が 
解決 に 至ら ず 、 仕方 な く 変 更 し た と いう 。 

パッ ケー ジ は 1987 年 の 発売 以来 、 貼 
着 袋 の よう に 上 部 を 旨 る デザイン を 30 
年 以上 に わた っ て 継続 し て きた が 、 平 ら 
な 袋 に 変更 。 プ ラス チッ ク の 留め 具 が な 
く な り 、 年 間 約 1 トン の プラ スチ ッ ク 使 
用 量 の 削減 に つなが る と いう 。 「 岩 下 の 
新生 姜 ] の ロゴ は 約 10 % 大 きく し 、 視 
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認 性 の アッ プ を 図っ た 。 さ ら に 同社 が 運 
営 する 「 岩 下 の 新生 姜 ミュ ー ジ アム] 内 
に ある 「 ジ ンジ ャ ー 神 社 」 の 公式 キャ ラ 
クタ ー で も ある 「 イ ワシ カ ち ゃ ん 」 を 前 
面 に あし ら っ た 。 

「 山 本 食品 工業 が 以前 か ら 当 社 と 似 た 
デザ イン の 商品 を 『 フ レッ シュ 新生 姜 」 
と し て 販売 し て お り 、 間 違っ て 購入 し た 
お 客 き さま か ら 苦 情 が 多数 寄せ られ て い 
た 。 デ ザイ ン の 変更 を 求め た が 、 開 く 耳 
を 持た な い 。 で あれ ば お 客 さ きま を 守る た 
め 、 当 社 が デザ イン を 変更 する こと を 決 
断 し た 」 と 、 岩 下 食品 社長 の 岩下 和 了 本 氏 
は リニュ ー ア ル の 背景 を 語る 。 

岩下 社長 は SNS で 情報 発信 を 続け る 
だ け で な く 、 寄 せら れる 消費 者 の 声 に も 
耳 を 傾け て いる が 、 数 年 前 か ら 「 間 違え 


て 購入 し て し まっ た 」 [紛らわしい 」 「 小 
売店 で 交換 し て も ら っ た 」 と いっ た 声 が 
届く よう に な っ て いた と いう 。 スーパー 
な どの 小売 店 に も 苦情 が 持ち 込ま れ て い 
る と 、 営 業 か ら も 報告 が あっ た 。 消費 者 
に フレ ッシュ 新生 姜 を 見 せ 、 似 て いる か 
どう か を 独自 に 調査 し た 結果 、 半 分 以上 
が 岩下 の 新生 姜 と 混同 し て いた と いう 。 

フレ ッシュ 新生 姜 の デザ イン を 見 る と 、 
岩下 の 新生 姜 と 同じ 赤 で 商品 名 が 記載 さ 
れ 、 巾 着 形 だ 。 邦 明 な 袋 の た め 、 生 姜 の 
ピン ク 色 が 目 に 入る 点 も 同じ 。 だ が 異な 
る 部 分 も ある た め 、 似 て いる か どう か の 
判断 は 消費 者 ご と に 異な る か も し れ な い 。 

そこ で 実際 に 消費 者 は どう 思っ て いる 
か を 、 フ レッ シュ 新生 姜 を 扱う スー パー 
で 同 商品 を 購入 し て いた 人 に 直接 聞い て 








類似 品 対策 と し て パッ ケー ジ 変 更 を アピール する 岩下 食品 
の サイ ト ( 閉 下 食品 の サイ ト より ) 


みた 。 す る と 岩下 の 新生 姜 と 思っ て 今 ま 
で フレ ッシュ 新生 姜 を 手 に 取っ て いた と 
いう 。 た だ し デザ イン を 混同 し て いる と 
いう より 、 新 生姜 と いえ ば 岩下 の 商品 と 
いう 宣伝 の イメ ー ジ が 強い た め 間 人 違え て 
いた よう だ 。 


山本 食品 工業 は 「 ま ね で は な い 」 と 主張 


岩下 食品 が 山本 食品 工業 に 最初 の 通知 
書 を 送付 し た の は 2019 年 11 月 。 「 (岩下 
の 新生 姜 の ) パッ ケー ジ デ ザイ ン と 複数 
の 点 で 同一 で あり () 商品 名 称 及 び パ 
ッ ケ ー ジ デザイン の 使用 停止 を 求め る 」 
と 警告 し た 。 山 本 食品 工業 か ら は 同月 中 
に 「 模 令 は し て お ら ず 、 お 客 き ま が 混 同 
する こと が な いこ と が 明らか 」 と の 回 答 
書 が 返っ て きた 。 や り 取 り は 20 年 10 月 
まで 計 5 往 復 行わ れ た 。 この 経過 は 当時 、 
一 部 メデ ィ ア で も 話題 に な っ た ほど 。 そ 
の 後 も 状況 は 進展 せ ず 、 結 局 は リニュ ー 
アル を 選択 し た 。 

「 ア ザイ ン の 類似 性 で 訴え て も 、100 
% 勝 訴 す る こと は 難し いと 弁護 士 か ら 言 
われ た 。 お客 さ きま が さま ざま な アイ デア 
を 出す な ど 背 中 を 強く 押し て くれ た こと 
で 、 デ ザイ ン の 変更 に 踏み 切っ た 。 イ ワ 
シカ ちゃ ん を アイ キャ ッ チ に する の は 
SNS に 寄せ られ た お 客 さ きま の アイ デア 
を その まま 採用 し て いる 。 出 荷 前 に 新 パ 
ッ ケ ー ジ を SNS で 公開 する と 、 分 か り 
や すく て 間違い よう が な い 、 か わい く て で 
こっ ちの ほう が いい な ど 、 変 更に 府 同 す 


QR コー ド か ら ア クセ ス 





@ こ れ ま で の 経緯 





令 和 元 年 1 月 20 日 





山本 食品 工業 の 一 部 商品 の 商品 名 称 及び パッ ケー ジ デ ザイ ン の 使用 停止 
を 求め る 旨 通 知 





令 和 元 年 1 月 28 日 





山本 食品 工業 の 新生 姜 商 品 は 、 当 社 商品 で ある 「 岩 下 の 新 生姜 を 模 條 
し て お ら ず 、 お 客 様 が 混同 する こと が な いこ と が 明らか と の 回 答 





令 和 元 年 12 月 19 日 





当社 に 寄せ られ た 、 混 同 、 誤 認 が 生じ た と の お 客 様 か ら の 声 を も と に 、 
再度 商品 の 類似 性 、 混 同 が 生ずる こと を 述べ 、 使 用 停止 を 求め る 旨 通 知 





令 和 2 年 1 月 22 日 


令 和 2 年 3 月 4 日 





消費 者 が 、 当 社 商品 と 山本 食品 工業 の 商品 と を 混同 する こと は 考え られ 
な い 旨 の 回 答 








お 客 様 より 寄せ られ た 、 お 客 様 が 損害 を 受け て いる と いう 生 の 声 に 加え 
て 、 当 社 が 新生 姜 を 開発 し 、 長 年 に わた り 世 の 中 に 広め て きた と いう 事 
実に 基づき 再度 通知 





令 和 2 年 3 月 30 晶 





お 客 様 か ら の 声 は 山本 食品 工業 に よる 模 仙 の 根拠 と は な ら な い 旨 の 回 答 、 


及び 当社 ホー ムペ ー ジ 掲載 の 警告 実施 の 告知 リリ ー ス の 削除 要求 





令 和 2 年 4 月 20 日 通知 書 送 付 @ 





小売 店 の 売場 に お いて も 当社 と 山本 食品 工業 の 商品 を 混同 する 事例 が 発 
生 し て いる 事実 、 当 社 が 権利 侵害 を 警告 し て いる 時 期 に も か か わら ず 別 
の 模 催 品 を 販売 し て いる 事実 等 を 指摘 





令 和 2 年 5 月 2 日 回答 書 受領 @ 





小売 店 の 売場 で の 陳列 方 法 に つい て 山本 食品 工業 は 関知 し な いこ と 、 及 
び 当 社 お 客 様 の 声 は 模 信 の 根拠 に は な ら な い 旨 の 回 答 





令 和 2 年 10 月 14 日 通知 書 送付 人 ⑲ 





当社 商品 と 山本 食品 工業 の 商品 の 混同 可能 性 に 関す る 第 三 者 機関 に よる 
調査 結果 に より 、 紛 れ も な く 誤 認 混 同 が 生じ て いる こと を 指摘 





令 和 2 年 10 月 30 日 回 答 書 受 領 @ 





当社 に よる 調査 結果 は 、 質 問 が 誘導 的 で あり 、 調 査 会 社 を 開示 し て いな 
いこ と な どか ら 疑 問 を 感 じ る も の で ある 旨 の 回 答 





岩下 食品 か ら 山 本 食品 工業 に は 計 5 回 も 通知 を 出し て 警告 し た 


る 声 が 多数 寄せ られ た 」 (岩下 社長 ) 

デザ イン の 権利 侵害 を 訴え る と き 根 換 
と な る 法律 は 、 商 標 法 や 意匠 法 、 著 作 権 
法 な ど が ある だ ろう 。 今回 、 担 当 し た 弁 
護 士 事務 所 か ら は コメ ント を も ら え な か 
っ た が 、 知 的 財産 の 専門 家 に 聞く と 「" 新 
生姜 " と いう 商品 名 は 一 般 名 称 で あり 、 
巾着 形 の デザ イン の 場合 で みれ ば 他社 の 
食品 で も 使用 し て いる 例 が 多い た め 、 狂 
う の は 難し い の で は な いか ] と いう 声 を 
聞い た 。 今回 、 岩 下 食品 が デザ イン の 変 
更に か けた 費用 は 数 百 万 円 の も よう 。 時 
間 と カネ を か け て 裁判 を する より 、 新 し 
い デ ザイ ン に し た ほう が いい と いう 判断 
が あっ た 。 

今回 の 件 に つい て 、 山 本 食品 工業 会 長 


サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 


(岩下 食品 の サイ ト よ り ) 


の 山本 正幸 氏 に も 開い た 。「 フ レッ シュ 
新生 姜 は 岩下 食品 より も 1 年 遅れ て 発売 
し た が 、 独 自 に デザ イン し て お り 、 ま ね 
で は な い 。 デ ザイ ン が 類似 し て いる と 向 
こう が 一 方 的 に 言っ て いる だ け 。 む し ろ 
誹謗 ( ひ ほ う ) 中 傷 で あり 、 相 手 に する 
つも り は な い ] と 言う 。 

岩下 の 新生 姜 が 新しい デザ イン に な る 
た め 、 フ レッ シュ 新生 姜 と 間違え る 例 は 
少な く な る だ ろう 。 商品 カ が 今 まで 以上 
に 問わ れる に 譜 い な い 。「 こ れ で 両者 の 違 
い が は っ きり する 。 当社 に と っ て も いい 
こと だ 」 と 山本 氏 は 言う 。 両 社 と も 売上 
高 は 100 億 円 前 後 。 デ ザイ ン の 変更 が 今 
後 、 市 場 に どう 影響 する か 。 き さら な る 動 
向 が 注目 され そう だ 。 原 武雄 = ライ ター 
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「 フ ェ ー ズ フリ ー ア ワー ド 2021」、 受賞 対 象 が 決定 


一 般 社団 法人 フェ ー ズ フリ ー 協 会 は 
2021 年 9 月 13 日 、「 フ ェ ー ズ フリ ー ア ワ 
ー ド 2021」 の 受賞 対象 を 発表 し た 。 同 
賞 は 今回 が 第 1 回 と な る 。 フ ェ ー ズ フリ 
ー と は 、「 日 常時 ] と 「 非 常時 ] と いう 2 
つの フェ ー ズ を フリ ー に する と いう 意 
味 で 、 身 の まわ り に ある モノ や サー ビス 
を 、 日 常時 だ け で な く 非 常時 に ゃ 役立つ 
よう に する と いう 考え 方 だ 。 普 段 は し ま 
っ て いて 非常 時 の み に 取 り 出 し て 使う 防 
災 用 品 な ど は 、 日常 生 活 の 中 で は 後回し 


me 
mee hr コ 


事 業 部 門 ゴー ルド 「PHASE FREE CONCEPT & GUIDEBOOK for School] (鳴門 市 教育 委員 会 ) 
(マル ティ ス )】」 (コク ヨ ) 回 事業 部 門 オー ディ エン ス 賞 地域 主 体 の 参加 型 料理 教室 支援 パッ ケー 
ファ ン デ ーション ) 回 事業 部 門 シル バー「 と し まみ どり の 防災 公園 (IKE・SUNPARK ) ] (豊島 区 ) 


ク )」 (アシ ックス ジャ パン ) 
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に され が ち だ 。 一 方 で フェ ー ズ フリ ー の 
考え 方 を 取り 入れ た モノ や サー ビス は 、 
日 常 生活 の 中 で 愛着 を 持っ て 利用 し て い 
る も の を 、 非 常時 に も 役立て る こと が で 
きる 。 いつ も の と きも 、 も し も の と きも 、 
常に 快適 に 心地 よく 活用 で きる 。 同 協会 
は こう し た フェ ー ズ フリ ー の 考え 方 の 理 
解 の 促進 と 社会 へ の 普及 を 通し 、 安 心 で 
安全 な 社会 の 実現 を 日 指し て いる 。 

フェ ー ズ フリ ー ア ワー ド は 事業 部 門 と 
アイ デア 部 門 の 2 部 門 が あり 、 そ れ ぞ れ 








業 部 門 オー ディ エン ス 賞 「 コ ン パ クト テー ブル 【MULTIS 
れ あ い の 赤 い エ プロ ンプ ロジ ェクト 」] (公益 財団 法人 味の素 
事業 部 門 ブ ロン ズ 「ASICS RUNWALK( ア シッ クス ラン ウォ ー 





審査 員 が 選ぶ ゴー ルド 、 シ ル バ ー、 プ ロ 
ンズ が 1 点 ず つと 、 一 般 閲覧 者 の ウェ ブ 
投票 に よる オー ディ エン ス 賞 2 点 ず つが 
選出 され た 。 

事業 部 門 の ゴー ルド に は 徳島 県 ・ 鳴 門 
市 教育 委員 会 の TPHASE FREE CON- 
CEPT & GUIDEBOOK for School」 
が 、 ア イデ ア 部 門 の ゴー ルド に は 、 た つ 
の ソー シャ ルイ ンク ルー ジョ ンプ ロジ ェ 
クト の 「 み ん な の まち の 役割 が 変化 する 
『 ま ち へ ん 」 」 が 選ば れ た 。 








(画像 提供 一 般 社 団 法人 フェ ー ズ フリ ー 協 会 ) 


フェ ー ズ フリ ー の 考え 方 を 具体 化 


PHASE FREE CONCEPT & GUTDE 
BOOK for School は 教員 向け の ガイ ド 
プッ ク で あり 、「 フ ェ ー ズ フリ ー」 を 学 
校 教育 に 導入 する こと の 意義 や 目的 、 実 
城 事例 な ど を 分 か りや すく 説明 し て いる 。 
例え ば 、 算 数 の 授業 で 「 速 ] を 教え る と 
き 、 津 波 の 速 さと 自分 の 50 メー トル 走 の 
速 さ の 比較 を 取り 入れ る こと で 、 全 速力 
で 走っ て も 追い つか れる こと が 具体 的 に 


oko る 


『 主 写 仙 有 」 


在宅 避難 の 備え 方 の 変化 


イメ ー ジ で きる 。 こ うし た 学習 を 取り 入 
れれ ば 、 子供 は 「 速 さ ] の 概念 を 自分 の 
実感 で 理解 し 、 学 習 の 重要 性 を 感じ られ 
る な ど 、 日 常 の 学び の 向上 に 役立つ 。 そ 
し て 非常 時 に は で きる だ け 早 く 人 逃げる 必 
要 性 を 皮 時 に 判断 で きる な ど 、 学 校生 活 
で 得 た 知識 や 体験 が 非常 時 に 役に立つ 。 
まち へ ん は コミ ュ ニ ティ ー デ ザイ ン 
の 取り 組み だ 。 こ れ に 参加 する 事業 者 
は 、 例 えば 食料 品 店 で あれ ば 「 た べ も の 
保管 庫 」、 銭 湯 で あれ ば 「 み ん な の 水 場 」 


rszwes 意味 : 役 割 med 変化 し ema 過 授 j 


新た な 言葉 と 視点 の デザ イン で す 1! 1 





な ど 、 非 常時 に 果たす こと の で きる 役割 
を 日 常 的 に 表明 する 。 そ し て それ を 店 舗 
の ステ ッ カ ー な ど で 可 視 化し 、 定 期 的 に 
開催 する 減災 イベ ント な ど を 通じ て その 
役割 を コミ ュ ニ ティ ー の 日 常に 定着 させ 
る 。 日 常 的 に は 事業 者 と 住民 の 結び つき 
が 強まり 、 災 害 時 に は 迅速 に 必要 な 助け 
が 得 ら れる 。 どちら の 受賞 対象 も 日 常時 
も 非常 時 も 役に立つ フェ ー ズ フリ ー の 考 
え 方 を 具体 的 に 実現 し て いる 。 

笹田 克彦 = デザ イン ジャ ー ナ リス ト 





回 アイ デア 部 門 ゴ ー ル ド 「 み ん な の まち の 役割 が 変化 する 「 ま ち へ ん ]」 (た つの ソー シャ ルイ ンク ルー ジョ ンプ ロジ ェクト ) 回 アイ デア 部 門 オ ー デ ィ エン ス 賞 「 フ ェ ー 
ズ フ リー 個別 化 フ ッ ト ウ ェ ア ] (慶應 義 整 大 学 SFC 研 究 所 ソー シャ ル ・ フ ァ ブ リケーション ・ ラ ボ 十 ORPHE) 回 アイ デア 部 門 オ ー デ ィ エ ンス 賞 「 も くち く の 森 」 (御手 


洗 前 建 委 設 計 事務 所 か た ちと こと ば デザ イン 使 ) 
ア 部 門 ブ ロン ズ 「 あ っ と !」 (color.) 


回 アイ デア 部 門 シル バー「 移 動 式 発電 ・ 給 電 シ ステ ム 『Moving e」] (トヨ タ 自 動車 + 本 田 技術 研究 所 ) 思 ア イデ 
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アス クル LOHACO 展 、 今 後 は 年 3 回 の オン ライ ン 開 催 





草 し く ほ っ こり 癒 や され る デザ イン を 採用 し た 花王 「 ク イッ クル ジョ アン 除 菌 ス プレ 








花王 「 キ ュ キ ュ ッ ト CLEAR 泡 ス プレ ー」 回 北欧 テイ スト の デザ イン 


を 採用 し 、 シ ンプ ル で 心地 よさ を 感じ る よう に し た 花王 「 リ セッ シュ 除 菌 EX] シリ ー ズ 回 自 立 型 ケー ス に 人 歯磨 き 粉 と 歯ブラシ が セッ ト に な っ た ライ オン 「MIGACOT] 
は 、 新 色 の カー キ と アイ ポリ ー が 話題 に な っ た 。 サ イト で は 生活 シー ン で 探す ] と いう 切り 口 を 新た に 設置 し 、 キ ッ チ ン や ダイ ニン グ と いっ た 家 の 中 に 加え 、 持 ち 運ぶ と 
いう シー ン で も 検索 可能 。「 消 費 者 に 商品 特性 が 伝わり や すい よう に し た | (マー チャ ンダ イジ ング 本 部 ブラ ンド マネ ジメント デザ イン エン ゲー ジメント 部 長 の 梅田 恵 氏 ) 


アス クル の 消費 者 向け イン ター ネッ 
ト 通 販 サ ービス 「LOHACO」 は 、 2021 
年 9 月 2 一 16 日 まで 「 く らし に より そう 
LOHACO 展 2021」 (以下 、LOHACO 
展 ) を オン ライ ン イ ベン ト で 実施 し 
た 。 LOHACO や 「LOHACO PayPay 
モー ル 店 」 の サイ ト で 、 既 存 商品 も 加 
えた 合計 40 点 を 販売 し た 。 こ の うち 
「LOHACO EC マー ケティング ラボ ] に 
参加 する ライ オン や 花王 と 開発 し た 新 商 
品 4 点 が 今回 、 ア ザイ ン を 抽 新 し た 。 

LOHACO 展 は 15 年 より 毎年 1 回 、「 暮 
らし に な じ む デザ イン 」 を コン セプト に 
開催 。 デ ザイ ン を 見 直し た 新 商品 を 一 
堂 に 集め て 発表 する リア ル な イベ ント 
の 場 だ っ た 。 だ が コロ ナ 拉 の た め 20 年 
と 同様 に リア ル な イベ ント を 諦め 、 オ 
ン ラ イン と し て 人 準備 を 進め た 。 改 め て 
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LOHACO 展 の 目的 を 再考 し た 結果 、 今 
後 は 年 に 3 回 に 分 け て オン ライ ン で 開催 
し 、 新 商品 だ け で な く 既 存 商品 も 扱う よ 
うに し た 。 リ アル な イベ ント の 場合 は 、 
準備 を 含め る と 年 に 1 回 の 開催 が 限界 で 、 
務 節 の 悩み な どの 解決 に 役立つ 商品 を タ 
イム リー に 提供 し に く か っ た か ら だ 。 

今回 は アス クル 担当 者 に よる イン ス 
タラ イブ も 実施 。 訪 問 者 数 は 約 12 万 と 
目標 の 20 万 に は 及ば な か っ た が 、 売 り 
上 ば げ 金額 は 前 回 に 比べ て 10 % 増 だ っ た 。 
「 商 品 点 数 は 前 回 と ほぼ 同 じ で 開催 期間 
は 半分 な の で 、 成 功 し た と 判断 し た 」 
(LOHACO 事業 本 部 ・ 店 舗 企画 販促 企 
画 マ ネー ジャ ー の 渡邊 友 里 恵 氏 ) 


家 の 中 だ け で な く 家 の 外 も 
今回 の テー マ は 「 家 の 中 も 家 の 外 も 、 


くら し を ラク に 楽し く 」 だ 。 事 前 に 「 募 
らし 」 と は 何 か を プロ ジェ クト メン パー 
で 議論 し た 結果 、 従 来 の LOHACO は 家 
の 中 の 暮らし を 想定 し た が 、 職 場 や 学 
校 、 通 勤 、 通 学 な ども 暮らし の 一 部 に な 
る と 考え た 。 

家 の 外 を 意識 し 、 持 ち 運 ん で 使用 する 
シー ン を 想定 し た デザ イン が ライ オン の 
新 商品 「MIGACOT ( ミ ガ コ ッ ト )」 だ 
ろう 。 コ ッ プ 付き オー ラル ケア 専用 ケー 
ス で 、 歯 プラ シヤ 歯磨 き 粉 を 組み 合わ 
せ た LOHACO 限 定 セ ッ ト と し て 販売 し 
た 。 従来 も LOHACO で 取り 扱っ て いた 
が 、 色 は ピン ク な ど 女 性 向け の イメ ー ジ 
が 強かっ た 。 今回 、 カ ー キ と アイ ボリ ー 
を 追加 し た と ころ 、 男 性 で も 使い や すい 
と し て 評判 に な っ た 。 

その ほか 新 商品 と し て 、 花 王 か ら 「 ク 


(画像 提供 アス クル ) 





イッ クル ジョ アン 除 菌 スプ レー」 「 キ ュ 
キュ ッ ト CLEAR 泡 ス プレ ー」「 リ セッ 
シュ 除 菌 EX] シリ ー ズ の 3 つが 登場 し 
て いる 。 ク イッ クル ジョ アン 除 菌 スプ 
レー と キュ キュ ッ ト CLEAR 泡 スプ レ 
ー に は 商品 名 に 「Soft DESIGN 」 と 入 
れ て お り 「 優 し く ほ っ こり 癒 や きれ る パ 
ッ ケ ー ジ デザ イン を 表現 し て いる 。 リ 
セッ シュ 除 菌 EX で も 「Comfortable 
DESIGN」 と 銘打ち 、 北 欧 テ イス ト に し 
た シン プル で 心地 よさ を 感じ る デザ イン 
を 目指 し た 。 

各 商 品 の 具体 的 な 売上 高 や 販売 数 量 は 
未 公表 だ が 、 イ ンス タラ イプ に よる 介 
も あり 、 今 回 の LOHACO 展 で 販売 し た 
商品 の 中 で キュ キュ ッ ト CLEAR 泡 ス 
プレ ー が 数 量 ペ ー ス で 一 番 売れ 行き が よ 
か っ た と いう 。 中 村 仁 美 = ライ ター 





人 


今回 LOHACO 展 で は 、 会 期中 に アス クル の 担当 者 に よる お 薦め 商品 を イン スタ ライ ブ で 紹介 。 
加 「 キ ッ チン 編 ] と し て キュ キュ ッ ト CLEAR 泡 ス プレ ー で 、 ス テン レス スト ロー が 簡単 に 洗え る こ 
と を 実演 回 日 本 製紙 クレ シア 「 ス コッ ティ ファ イン 洗っ て 使え る ペー パー タオ ル 極 厚手 ] の 使い 
方 な ど を 紹介 医 「 リ ビン グ 編 ] は リセ ッシュ 除 菌 EX シリ ー ズ の 特徴 を クイ ズ 形 式 で アピ ー ル 
回 [食べ物 編 ] で は さら に お いし く な る 食べ 方 を 提案 し た 
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NEWS & TREND | 伝統 工 革 





蔵元 が 団結 し 、 日 本 酒 や 焼酎 の 啓発 サイ ト 開 設 








画像 は 21 年 9 月 30 日 に 紹介 し た 奈良 県 桜井 市 に あ 
「 次 回 の 限定 酒 ] の 情報 や 「 過 去 の 限定 酒 ] の 情報 も ある 


一 般 社団 法人 ].S.P (ジャ パン ・ サ ケ ・ 
ショ ウチ ュ ウ ・ プ ラッ ト フ ォ ー ム 、 秋 田 
市 ) は 2021 年 8 月 26 日 、 同 団体 加盟 の 
蔵元 の 日 本 酒 や 焼酎 を 紹介 し 、 フ ァ ン を 
増やす た め サ イト 「UTAGE (ウタ ゲ ) 」 
を 開設 し た 。 週 替わり で 各 蔵 元 の 限定 酒 
を 取り 上 げ る ほか 、9 月 2 日 か ら は 毎週 
木曜 日 の 午後 8 時 に ライ プ コ マー ス を 実 
施 。 蔵 元 た ちや ゲス ト が 出演 し 、 日 本 酒 
や 焼酎 の 魅力 を 語り 合う 。 消 費 者 か ら の 
関心 は 高く 、 限 定 酒 は 毎週 、 ほ ば ぼ 完売 状 
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# 


UTAGE の トッ プペ ー ジ に は 「 今 週 の 限定 酒 ] の 情報 と 「 今 週 の 酒蔵 紹介 ] の 映像 を 掲載 し て いる 。 


る 今西 酒造 の 「 み むろ 杉 ]。 サ イト 内 に は ほか に 


態 が 続く 。 

中 川 政 七 商 店 (奈良 市 ) が サイ ト の 
UX (ユー ザー エク スペ リエ ンス ) や プラ 
ンド マネ ジメント な ど を 支援 し 、 フ ラク 
タ (東京 ・ 渋 谷 ) が サイ ト の デザ イン や 
構築 を 担当 し た 。 日本酒 や 焼酎 も 日 本 の 
伝統 工芸 の 1 つと 捉え る と 、 人 気 を 高め 
て 復活 させ る ヒン ト が UTAGE に ある 
よう だ 。 

].S.P は 、 酒 造り へ の こだわ り を 強く 
持つ 中 小 の 日 本 酒 や 焼酎 の 蔵元 た ち が つ 


くる 団体 で 、 設 立 は 20 年 12 月 。 好み の 
変化 な ど に より 日 本 酒 や 焼酎 の 消費 量 の 
減少 傾向 が 続き せ 、 さ ら に コロ ナ 摘 に よっ 
て 酒造 業界 が 打撃 を 受け る な か 、 上 蔵元 た 
ち が 連 携 。 醸造 技術 や 経営 力 、 営 業 力 な 
どの 向上 を 図る 日 的 で 立ち 上 げた 。 集 
まっ た 蔵元 は 岩手 県 か ら 席 児島 県 に も 及 
び 、21 年 9 月 末 で は 日 本 酒 が 28、 焼 酎 が 
11 の 計 39 蔵元 。 定 期 的 に オン ライ ン で 、 
勉強 会 や 酒 の 試飲 会 な ども 開い て いる 。 

新政 酒造 (秋田 市 ) 社長 で 、 ].S.P 代 表 
理事 の 佐藤 祐輔 氏 は 、「].SP の 旭 強 会 を 
続け る うち 、“ 国 酒 " と 言う べき 日 本 酒 や 
焼酎 の 魅力 を 訴求 し ファ ン を 増やす た 
め の 啓 発 活動 が 必要 だ と いう 話 に な っ た 
こと が きっ か け 」 と 、UTAGE 開 設 の 経 
締 を 語る 。 

すでに 日 本 酒 や 焼酎 の きま ざま な 情報 
を 掲載 し た サイ ト は 多い 。 た だ し 、 不 正 
確 な 情報 ああ る た め 、 蔵 元 た ち が コ ン テ 
ン ツ を つく り 、 正 し い 情 報 を 伝え た た か っ 
た と いう 。 そ ん な と き 、J.S.P に 加盟 す 
る 奈良 の 蔵元 が 以前 か ら 懇 意 に し て いた 
中 川 政 七 商 店 の 中 川 政 七 氏 に 相談 する と 
面白 い ア イデ ア が 出 て きた 。 そ れ は 「 ラ 
イプ コマ ー ス と し て 毎週 順番 に 1 つの 蔵 
元 が 限定 酒 を 出品 ・ 販 売 す る サイ ト を つ 
くる 」 と いう も の 。 さらに 蔵元 か ら は 限 
定 酒 を 紹介 する 5 分 程度 の 映像 を 制作 し 
て 流す と いう 提案 も あっ た 。 外 部 の 映像 
会 社 が つく る が 蔵元 た ち が 関 わる た め 、 
正確 な 情報 や こだわ り が 視聴 者 に 伝 わ 
る 。 限定 酒 し か 販売 し な いか ら 、 既 存 の 
流通 ルー ト を 阻害 する こと も な いよ うだ 。 


ライ ブ 配 信 も 蔵元 た ちの 手づくり 


ライ ブ コ マー ス も 蔵元 た ち が 実 施し 
て いる 。 9 月 2 日 に 放映 し た 第 1 弾 で は 、 
日 本 酒 「 仙 高 ] プラ ンド で 知ら れる 栃木 


(画像 は UTAGE の サイ ト よ り ) 


県 さく ら 市 に ある 蔵元 、 せ ん きん の 専務 
取締 役 で T.S.P の 監事 を 務め る 薄井 一 樹 
氏 や 司会 役 な ど 2 人 の 蔵元 、 ゲ スト と し 
て レス トラ ン ・ オ ー ナ ー シ ェ フ の 計 4 人 
が 出演 。 限定 酒 [NEW 仙 高 を OLD 仙 
高 」 を 製造 し て いる 映像 を 見 せ た り 、 限 
定 酒 の テイ ステ ィング を し て 感想 を 述べ 
合っ た 。 結 果 、NEW 仙 高 & OLD 仙 高 
の 200 セ ッ ト が 番組 途中 で 売り 切れ た 。 

画面 に は 視聴 者 か ら の コメ ント が 次 々 
に 書き 込ま れ 、 同 時 に UTAGE の 事務 
局 か ら ラ イプ コマ ー ス を 紹介 する 書き 込 
み が 入 っ て いた 。 番 組 で は 4 人 の 日 本 酒 
へ の 思い な どの 話 が 続き 、 捉 聴 者 の 多く 
が 最後 まで 参加 し て いた 。 

限定 酒 の 販売 数 は 蔵元 に よっ て 異な る 
が 、2 回 目 以降 も 完売 が 多い 。 各 回 の 抗 
聴 回 数 は 2500 一 5000 回 に 上 り 、 登 録 者 
数 は 9 月 末 現 在 で 約 1500 人 。 消 費 者 だ 
け で な く 、 飲食 店 の 経営 者 な ども いる と 
いう 。 人 気 の 日 本 酒 や 焼酎 の 正確 な 情報 
を 知る こと が で きれ ば 、 来 店 和 客 へ の サー 
ビス 向上 に も つなが る か ら だ 。 

「 登 録 者 数 は 順調 に 伸び て いて 、1 年 
後に 1 万 人 くら いま で 増え た らい いと 思 
っ て いる 。 た だ し UTAGE の 目的 は 限 
定 酒 の 販売 が メイ ン で は な い 。 蔵 元 た ち 
の 酒造 り に 対す る 思い を 伝え 、 フ ァ ン を 
増やす こと が 最大 の 目的 ] (佐藤 氏 )。 コ 
ロナ 補 の 収束 後 も 日 本 酒 や 焼酎 の 啓発 活 
動 の た め 、UTAGE を 続け て いく と いう 。 

ほか の 工芸 メー カー が UTAGE に 学 
ぶ べ き 最 大 の 点 は 、 外 部 企業 だ け に 任せ 
ず 、 自 分 た ちの 行動 や 言葉 で 直接 に 消費 
者 に 語り か け て いる こと だ ろう 。 番組 は 
手づくり 感 が まだ 強い が 、 そ れ だ け に 日 
本 酒 や 焼酎 に 対す る 真琴 な 思い が 伝 わ 
り 、 消 費 者 の 心 を 動 か し て いる 。 

原 武雄 = ライ ター 





ライ ブ コ マー ス 配 信 の 様子 。 上 は 21 年 9 月 2 日 の 画面 で 、 せ ん きん の 薄井 一 樹 氏 や ゲス ト の レス ト 
ラン ・ オ ー ナ ー シ ェ フ な ど が 参加 。 下 は 9 月 23 日 の 画面 で 、 司 会 役 の J.S.P 代 表 理 事 の 佐藤 祐輔 氏 
の ほか 、 蔵 元 や ゲス ト が 登場 。 手づくり 感 が 強い が 、 真 刻 さ が 伝わる 





ー UIAGE 





6o@ 


PT 


限定 酒 を 紹介 ・ 販 売 する ペー ジ 。 画面 は 三重 県 名 張 市 に ある 木屋 正 酒造 の 「 布 今 ( じ こ ん )」。 商品 の 
スペ ッ ク だ け で な く 、 ペ ー ジ を スク ロー ル す る と 酒 の 歴史 や 蔵元 か ら の コメ ント 、 映 像 な ど を 見 られ る 
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NEWS & TREND | プロ タダ クト 





新 コ ー ヒ ー メ ー カ ー 「BALMUDA The Brew 」 が 約 6 万 円 する 理由 





2021 年 10 月 7 日 発売 の 「BALMUDA The Brew」。 直販 価格 は 5 万 9400 円 ( 税 
込み ) 。 本 体 サイ ズ は 幅 140 メ 奥行 き 297 ぶ 高 さ 379 ミリ メー トル (取っ 手 含む ) 


で 、 重 さ は 約 3.4 キ ログ ラム 


シン プル な デザ イン で 特徴 的 な 機 
能 を 備え た 家電 を 多く 生み 出し た バル 
ミュ ー ダ が 、 今 度 は コー ヒー メー カー 
「BALMUDA The Brew」 (以下 、 The 
Brew ) を 2021 年 10 月 に 発売 し た 。 直販 
価格 5 万 9400 円 (税込 み ) と か な り 強 気 
だ が 、 一 見 する と 機能 は 少な い 。 ど こ に 
価値 が ある の か 、 実機 を 徹底 テス ト し た 。 

The Brew は 同社 の 製品 らし く デ ザ 
イン は と て も シン プル で お し ゃ れ だ 。 幅 
140 ミリ メー トル と コン パク ト な の で 、 
台所 や 食卓 に 出し っ 放し に し て も 気 に な 
ら な い だ ろ う 。 発表 後 の 反 故 は 大 きく 、 
21 年 9 月 8 日 の 製品 発表 か ら 約 1 週間 の 
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時 点 で 、 想 定 の 約 2 倍 の ペー ス で 予約 が 
入っ て いる と いう 。 

一 般 的 な コー ヒー メー カー は 、 そ の 都 
度 コ ー ヒ ー 豆 を ひく 機 能 (ミル ) を 備え 
た 全 自 動 タ イプ で も 2 万 円 前 後 が 主流 。 
The Brew に は ミル が 無く 、 粉 (レギ ュ 
ラー コー ヒー) に 湯 を 注い で コー ヒー を 
抽出 する タイ プ で 、 他 社 で は 1 万 円 以下 
の こと が 多い 。 業務 用 コー ヒー マシ ン も 
手掛け る デロンギ や JURA Japan な ど 
は 、5 万 円 を 超え る 家庭 用 コー ヒー メー 
カー を 販売 し て いる が 、 そ れ ら は 全 自 動 
式 な の は も ちろ ん 、 ミ ルク を 泡立て て カ 
フェ ラテ も 作れ る な どの 多彩 な 機能 を 備 





えて いる 。 た だ の ドリ ッ プ 式 コ ー ヒ ー メ 
ー カ ー で ある The Brew に 、 価 格 な り 
の 価値 は ある の だ ろう か 。 


0.2 ミリ リッ トル 単位 で 湯量 を 制御 


The Brew の 抽出 方 式 (Clear Brew- 
ing Method ) は 独特 だ 。 具体 的 に は 、 
コー ヒー の いれ 始め か ら 抽 出 終了 まで 、 
級 密 な 温度 制御 を し つつ 、0.2 ミリ リッ 
トル 単位 で 正確 に ドリ ッ プ し 、 最 後に 
「 バ パイ パス 注 湯 ] と いう 技術 で 濃度 を 調 
整 する 。 

コー ヒー を いれ る 手順 に 従っ て 、 使 
われ て いる 技術 を 説明 する 。The Brew 
に コー ヒー 粉 と 水 を セッ ト し て スタ ー ト 
ボタ ン を 押す と 、 ま ず サ ー バ ー を 温め る 
た め に 100 度 の 高温 スチ ー ム が 噴射 され 
る 。 そ の 後 、 ゆ っ くり と お 湯 の 温度 を 下 
げ な が ら コ ー ヒ ー 豆 を 燕 らし 、 ド リッ プ 
上 程 に 進ん で いく 。 

ドリ ッ プ 工程 で は 、0.2 ミリ リッ トル 
単位 で お 湯 の 量 を 計測 し な が ら 、 ゆ っ く 
り と 段階 的 に お 湯 を 落と し て いく 。The 
Brew は その た め に 温度 セ モン サー と 油 量 
セン サー を 搭載 し て お り 、「 財 程 ご と に 
設定 し た 温度 の お 湯 を その 都度 、 朋 間 的 
に 沸か すこ と で 、 級 密 な 温度 制御 を 実現 
し て いる 」 (パル ミュ ー ダ マー ケ テ ィ 
ング 部 プロ ダク トマ ー ケ ティ ング チー ム 
の 佐藤 史織 氏 )。 

通常 の コー ヒー メー カー は 、 ボ イラ ー 
で 沸か し た お 湯 を 連続 的 に 注ぐ こと が 多 
い 。 対し て The Brew は 、 温 度 を 変え 
な が ら 少 し ずつ 断続 的 に 注ぐ や 。 ハ ンド 
ドリ ッ プ の いれ 方 に 近い 。 そ し て The 
Brew の ドリ ッ パ ー に は 蓋 が な いた め 、 コ 
ー ヒ ー の 粉 が 蒸 ら き され て 膨らみ 、 抽 出 が 
進 な と ころ が 見 える 。 こ れ も コ ー ビ ヒー 好 
き に は うれ し い 。 ド リッ プ が 進む に つれ 











(写真 提供 プ バ ルミ ュー ダ ) 


て コー ヒー の 香り が 周囲 に 広がる の だ 。 

通常 の レギ ュ ラ ー モ ー ド で 抽出 する 際 
に は 、 最 後に バイ パス 注 湯 の 工程 が 入 
る 。 開発 を 担当 し た 商 部 ソフ トゥ 
ェ ア 開 発 チ ー ム の 太田 剛 平 氏 に よれ ば 、 
通常 の いれ 方 で は コー ヒー の 抽出 が 終盤 
に な る に 従っ て 、 渋 みや 雑 味 が 増え る 。 
そこ で The Brew で は 、 う まみ や コク 
が 多く 出る 前 半 に 凝 さ れ た コー ヒー を 
まとめ て 抽出 。 後 半 は コー ヒー の 抽出 を 
止め 、 第 2 の 抽 湯 口 か ら コ ー ヒ ー サ ー バ 
ー に お 湯 だ け を 注い で 、 濃 さ な ど を 整え 
る 。 こ れ に より 、 力 強 さ と 雑 味 の な い ク 
リア な 後味 の 両立 を 目指 し て いる 。 

The Brew が 高価 な の は 、 ス リム な デ 
ザイ ン を 維持 し な が ら 、 一 般 の コー ヒー 
メー カー に は 搭載 し な い セ モン サー や 、 細 
か く 温 度 制 御 す る た め の ヒ ー タ ー を 搭載 
し て いっ た か ら だ 。 


「 開 発せ ず 」 の 決定 を 開発 者 の 熱意 が 本 す 


な ぜ こ こま で 振り 切っ た 製品 を 出せ た 
の か 。 そ れ は 、 多 数 決 や 専門 家 の 意見 で 
は な く 、 開 発 責任 者 1 人 で 味 を 設計 し た 
か ら の よう だ 。 

バル ミュ ー ダ が 高級 オー プン トー スタ 
ー を 発表 し て 人 気 メ ー カ ー に な っ た の が 
15 年 。 そ れ か ら 、 電 気 ケ トル や 、 オ ー 
プン レン ジ な ど 、 様 々 な 調理 家電 を 発売 
し て きた 。 そ の 間 も 創 業者 で ある 寺尾 玄 
社長 の 口 か ら 「 コ ー ヒ ー メ ー カ ー を 開発 
し て いる 」 と いう 話 は 何 度 か 出 て いた 。 

佐藤 氏 に よれ ば 、 こ れ ま で パル ミュ ー 
ダ 社 内 で は 、 数 え 切 れ な い 数 の コー ヒー 
メー カー 企画 が 練 ち られ 、 何 度 も ハー ドウ 
エア 試作 まで 進ん だ も の の 、「 安 全 性 や 
お いし さ 、 バ ルミ ュー ダ が 製品 化す る 意 
味 な どの 条件 が そろ わ ず 、 も う コ ー ヒ ー 
メー カー は 作ら な いと いう 結論 が 一 度 は 





QR コー ド か ら ア クセ ス 
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記 


人 い 江 で 
コク の ある 昔 味 を 拉 出 





BALMUDA TNe Brew の 先生 交 と 注 温 の 一 人 (REGULAR モー ド 3 作 ) 


The Brew で の 抽出 温度 と 注 温 間 隔 の 一 例 





ー ン 


II 





亜 お 湯 は 5 本 の ノズル か ら 少 し ずつ 注 が れる 回 バル ミュ ー ダ に よる バイ バス 注 湯 の 解説 図 。 バイパス 注 湯 


で は 、 下 の コー ヒー サー バー に 直接 お 湯 を 注ぐ 


出 て いた 」 (佐藤 氏 ) と いう 。 

それ に も か か わら ず 、 半 ば 勝手 に コー 
ヒー メー カー の 研究 を 進め て いた の が 先 
述 の 太田 氏 だ 。 太 田 氏 は も と も と コー 
ヒー が 趣味 で 、「 SCA]J ア ド バ ン ス ド ・ 
コー ヒー マイ スタ ー」 の 資格 も 保有 。 自 
分 で 豆 を 嬉 前 (ば いせ ん ) する な ど 、 コ 
ー ヒ ー に 傾倒 し て いた と いう 。 そ し て 、 
こと ある ご と に 「 コ ー ヒ ー メ ー カ ー を 作 
り た い 」 と 訴え 、 業 務 時 間 以 外 に 趣味 で 
コー ヒー メー カー の 開発 を 続け て いた 。 
The Brew の スッ キリ と し た 味わい も 、 
太田 氏 が ハン ドド リッ プ で いれ る 際 に ペ 
スト だ と 感じ て いた 味 を 再現 し た も の と 
な る 。 社内 で の アン ケー ト や 試飲 は 行っ 
て いる が 、 基 本 前 に は 太田 氏 の 抽出 方 法 
を 基 に 調整 し て きた 。 

そし て ほほ 現在 の The Brew に 近い 、 
スリ ム な デザ イン の 試作 機 が で きた と こ 
ろ で 、 味 と デザ イン の 両面 を プレ ゼン レ 
て 寺尾 社長 を 説得 し 、 製 品 化 の 許可 を 得 
た と いう 。 

実際 に 使っ て みた 感想 と し て は 、The 


サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 





BALMUDA The Brew 開 発 担当 の 太田 
剛 平 ネー ジャ ー (を ) 


Brew は パル ミュ ー ダ らし い め 洗 練 さ れ た 
デザ イン と 、 シ ンプ ル な 使い 勝手 、 そ し 
て コー ヒー の お いし き を 高い 次 元 で 兼ね 
備え て いる 。 家電 の コー ヒー メー カー と 
し て みる と 高 す ぎる が 、 コ ー ヒ ー と いう 
嗜好 品 を 楽し む な ツ ー ル と 考え れ ば 、 デ ザ 
イン 性 や プロ ダク ト と し て の 精 級 き 、 ド 
リッ プ し て いる と ころ を 見 る 楽し さき など 
魅力 十分 。 コ ー ヒ ー 愛 好 家 の 心 を つか む 
可能 性 は あり そう だ 。 

コヤマ タカ ヒロ =PC& デジ タル 家電 ラ 
イタ ー 
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NEWS & TREND 


シリ コン バレ ー 


サン フラ ン シ ス コ e。 





生活 スタ イル の ミニ マル 化 で 「 極 小 住宅 ] が ブー ム 


コロ ナ 摘 の 米国 で は 「 極 小 住宅 ] が 注 
目 さ れ 始 め た 。 茂 格 な 定義 は な いも の 
の 、 お お むね 総 床 面積 が 500 平方 フィ ー 
ト ( 約 46 平 方 メー トル ) 以下 の 住宅 と さ 
れ て いる よう だ 。 こ の 中 に キッ チン や バ 
スル ー ム 、 寝 室 、 リ ビン グル ー ム が 造り 
込ま れ て いる 。 日 本 の 住宅 事情 で いえ ば 
2DK ぐら い の 広 き と い える が 、 米 国人 
に は 極小 住宅 な の だ ろう 。 

一 般 に 米国 の 住宅 は 広い 。2019 年 に 
建て られ た 新築 住宅 の 平均 総 床 面積 は 
2531 平方 フィ ー ト ( 約 235 平方 メー ト 
ル ) で 、1975 年 と 比べ て 約 2 倍 (統計 の 
出所 は https://bit.ly/3AG82Ub ) 。 大 
きく な る 住宅 が ある 一 方 で 、 床 面積 が 5 
分 の 1 ほど の 極小 住宅 が 人 気 と な っ た 理 
由 は 何 か 。 


TnyHouse capm 





TINY HOUSES 


「 | 目 肖 
ーー 


裕 _- 








1 つ は コロ ナ 福 前 か ら あ る 住宅 の 高騰 
だ 。 都市 部 は アパ ー ト の 賃貸 料 も 高く 、 
住む 場所 を 確保 むす る た め に シェ アハ ウス 
と 並行 し て 極小 住宅 や 「 極 小 ア パー ト 」 
も 登場 し た 。 も う 1 つ は 、 余 計 な も の を 
持た な い 「 生 活 の ミニ マル 化 」 だ ろう 。 地 
球 環境 に 優し い 生活 ス タイ ル と いう イメ 
ー ジ が あり 、 若 い 世代 で は な る べく 所 有 
せ ず 、 車 きえ 持た な い 人 々 が 多く な っ た 。 
極小 住宅 も ミニ マル 化 の 一 環 の よう だ 。 


ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 に も 


極小 住宅 に は いろ いろ な タイ プ が 出 て 
き て いる 。 建築 家 が クラ イア ント の た め 
に デザ イン する 住宅 も あれ ば 、 住 宅 メ ー 
カー や トレ ー ラ ー メ ー カ ー が 手がけ る 住 
宅 も ある 。 住宅 用 だ け で な く 、 別 荘 用 や 






移動 休暇 用 な ども ある 。 図 面 だ け を 売る 
企業 も 出 て きた 。 コ ロナ 袖 で 注目 を 集め 
た の は 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス を 確保 
する 日 的 で 極小 住宅 を 集め て レン タル を 
する サー ビス 。 自治 体 が 借り 、 ホ ー ム レ 
ス 用 に 提供 する ケー ス も ある 。 

た だ し 課題 も ある 。 当 た り 前 だ が 、 狭 
過ぎ る こと 。 家族 が 2 人 以上 に な れ ば 、 
息苦し いと いう 声 も ある 。 限ら れ た 収納 
スペ ー ス し か な いた め 、 服 な ど は どこ に 
し まう の か 、 と いう 現実 的 な 問題 も 問わ 
れ て いる 。 ト レー ラ ー 式 の 極小 住宅 の 場 
合 は 大 型 車 が 必要 に な り 、 地 球 に 優し い 
と は いえ な い 。 極小 プー ム は いつ 
まで 続く の か が 、 最 近 の 米国 で は 話題 の 
1 つと な っ て いる 。 

瀧口 男子 = ジャ ー ナ リス ト W 








山上 


TelPrie 


山 由 IINH 
Aiecure Competton 


娘 シ リコ ン パ レー 


回 四 世 界 の デザ イナ ー や 建築 家 が 極小 住宅 の 図面 を 提供 する サイ ト 「DEN]。 「A フ レー ム 型 | な ど 、 さ ま ざ ま な タイ プ の 住宅 を 見 られ る 。 自分 で 建て る こと も で きる が 、 
エン ジニ ア や 建設 会 社 に 依頼 し て 建て て も ら う こと も 可能 (出所 :https://denoutdoors.com/) 回 米 タ ンプ ブル ウィード は 、 環 境 に 配慮 し た 極小 住宅 を 売り に する 。 主 に 
車輪 付き の 住宅 で 、 米 国 に よく ある トレ ー ラ ー で 旅行 に 利用 し 、 好 き な 場 所 に 設置 する こと が で きる (出所 :https://www.tumbleweedhouses.com/) 回 キー マウ 
ン テ ィ ン タイ ニー ホー ムズ は 、 極 小 住宅 と 図面 の 両方 を 販売 する 。 住 宅 の 場合 は 、 注 文 し て 部 屋 の レイ アウ ト 、 建 材 な ど に つい て 細か く や り と り し な が ら 図 面 を 完成 さ 
せ て 建築 する (出所 :https://rockymountaintinyhouses.com/) 回 極小 住宅 の 国際 コン ペ も ある 。 米 イ ン バ クト が 主催 する この デザ イン コン ペ で は 、25O 平 方 フィ ー ト 
( 約 23 平 方 メー トル ) の 2 人 用 の 極小 住宅 が テー マ 。 屋外 と 屋内 の 関係 や 、 住 人 や 周り の 屋 境 の 変化 に 対応 する よう な イノ ベー ティ ブ な 極小 住宅 の アイ デア を 募集 す 
る 。 登録 締め 切り は 2021 年 12 月 17 日 (出所 :https://impactcompetitions net/) 回 極小 住宅 に 関す る 情報 サイ ト も 数 々 ある 。 米 タ イニ ー ホ ー ム ビル ダー ズ の サイ ト は 、 
自分 で 極小 住宅 を 建て る 人 に 向け た も の 。 オ ン ラ イン ワー クシ ョ プ を 開催 し た り 図面 の 見 本 が 見 られ た りす る 。 リ サー チ の た め の リ ンク や マー ケッ ト プ レ ー ス も そろ えて い 
る (出所 :https://Www.tinyhomebullders.com/ ) 
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を 展 誠 する 身 品 計画 が 、2024 年 8 月 期 まで の 中 期 経営 計 画 を 


発表 。9 月 1 日 付け で 社長 に 就任 し た 元 フ ァ ー ス トリ テイ リン グ の 堂前 


宣夫 氏 は 、「 第 二 創 業 ] を キー ワー ド に 事業 の 大 転換 を 図る 。 地 域 に 根 計 


差し 、 地 域 の 課題 解決 や 街 づ くり へ 貢献 赤 る 「 土 着 化 」] は 、 出 店 戦略 の 
大 き な 柱 に な る 。 無印 良品 が 目指 す 新しい 未来 の 次 を 占う 。 
(佐々 木 淳 之 、 森 岡 大 地 、 大 山 繁 樹 、 廣川 淳哉 、 西 山 薫 ) 
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MUJIZU 


無印 良品 “第 二 創業 ” の 戦略 


] 
4 


鮮魚 を 売り 、 地 域 の 悩み を 聞く 。 「 第 二 創 業 ] で 掲げ る 新 戦略 と は 32 
Interview @ 新 社長 に 聞く 堂前 宣夫 氏 良品 計画 社長 
「 わ け あ っ て 、 安い 。」。 創業 期 の 原点 に 立ち 返る 34 
間 相 科 改 
無印 の 切り 札 [地域 事業 部 制 」、" 草 分 け " の キー バー ソン が 語る 真意 37 
「 無 印 良品 東京 有明 」 
無印 の 未来 を 担う 旗艦 店 を 解剖 、 物 販 に と ど ま ら な い 新 サー ビス 続々 40 
| 「 無 印 良品 港南 台 パ ー ズ 」 
| 生鮮 分 野 に 本 格 参入 、 調 理 実演 や 移動 販売 も 44 
| 「 押 印 良品 道 の 駅 な みえ ] 
復 輸 ・ 浪 江 の 中 心 に 無印 あり 、 道 の 駅 に 出店 し 来場 者 20 % 増 に 48 
[無印 良品 東 下 動 物 公園 駅 前 」 

「 暮 らし の 編集 学校 ] で 地域 の 課題 を 発掘 、 解 決 で きる 人 材 を 育成 52 
column @「MUJI 新 宿 ] 無印 良品 新宿 」 

廃棄 物 削減 な ど 目指 し 、 東 京 ・ 新 宿 の 2 店 舗 を リニュ ー ア ル 56 


column @ 冷凍 食品 売り 上 げ ラ ン キ ング 
冷凍 食品 は 2 倍 に 伸長 、 便 利 さ より 豊か さと 満足 度 を 追求 58 
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UEFT1 明 に ある 商品 受取 
ロッ カー。 ネット 注 文 や 取り 寄せ し 
た 商品 を ロッ カー 受け 取れ る 











コロ ナ 補 の 店 舗 休業 の 影響 で 、2020 
益 が 169 億 
が 、 巣 ご も 
り 上 げ が 好 


体制 " に 社内 外 
まっ て いる 。 
を どう 発展 
きせ て いく か 。 そ の 将来 像 が 明文 化 され 


(写真 提供 良品 計画 ) 
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ン )、 経 営 方 針 な ど 、 今 後 、 良 品 計画 が 
何 を 目指 すか が 書か れ て いる 。 
良品 計画 が 30 年 に ある べき 姿 と し て 


無印 良品 の 各店 舗 の 店 長 や 社員 が 主役 と 
な り 、 店 舗 が 自律 し と いう 
こと 。 無印 良品 の 最大 の ミッ ショ ン は 利 

求 で は な く 「 地 域 貢 献 」 地域 の 
課題 は 千 差 万 別 で 、 そ れ ら に 本 部 で 対応 
する こと は 非 現 : 現場 で 判断 し 、 行 
政 や 他 の 事業 者 を 巻き 込み な が ら 動く こ 
と が 必要 と な る た め 、 個 店 経営 を 実践 す 


也 


る と 中 期 経営 計画 で は 言 

例え ば 、 20 年 12 月 
印 良品 東京 有明 ] で は 、「 く らし な ん で 
も 相談 所 」 を 開設 。 開 業 1 年 前 か ら 地 域 
の 住民 に イン タビ ュー を 行い 、 聞 き 出 し 


っ た りす る 。 そ の 他 に 

に リサ イク ル 活 動 を 行 

品 を 売る だ け で な く 、 地 

域 課題 の 解決 や 地元 に 密着 し た コミ ュ ニ 
ED り に し て い 」 








無印 良品 に 鮮魚 が 並ぶ 


また 、21 年 5 月 に 全面 開業 し た 横浜 市 
の 「 無 印 良品 港南 台 パ ー ズ 」 で は 、 食 品 
売り 場 に 何と 鮮魚 が 並ぶ 。 ス ー パ ー の ク 
イー ンズ 伊勢 丹 や 鮮魚 専門 店 と 組ん だ 大 
型 食品 売り 場 で 、 地 元 の 神奈 川 県 産 を 中 
心 と し た 青果 や 食肉 な ど 数 多く 取り そろ 
えて いる の が 特徴 だ 。 

きら に 道 の 駅 へ の 出店 も 広げ て いる 。 
21 年 3 月 、 福 島 県 員 江 町 の 「 道 の 駅 な み 
え 」 に 無印 良品 が 出店 。 運営 は 地元 の 一 
般 社 団 法人 「 ま ち づ く りな みえ 」 が 行う 








SN 


東 京 有 明 に ある 「 く らし な ん で も 相談 所 」。 相 談 を 受け た 整理 収納 アド バイ ザー が 実際 に 客 の 自宅 を 訪問 し て 持ち 物 を 整理 し 
た り 、 部 屋 の 収納 の 改善 を 行っ た りす る と いう 回 無印 良品 港南 台 バ パー ズ の 食品 売り 場 に は 、 地 元 産 の 鮮魚 な ど が 並ぶ 回 道 
の 駅 な みえ に 出店 し た 無印 良品 。 道 の 駅 へ の 出店 は 全国 初 と な る 


な ど 、 地 元 を より 豊か に 魅力 的 に 再生 ・ 
復興 させ る こと を 目的 と し て いる 。 

こう し た 地域 密着 型 の ミッ ショ ン を 実 
現す る 目的 で 、 良 品 計画 が 新た に 立ち 上 
ば た の が 「 地 域 事 業 部 」。 当初 は 「 京 都 ・ 
奈良 ・ 南 大 阪 ] 「 千 葉 ・ 会 津 」 「 横 浜 南 
「 北 海道 ] な ど 12 の エリ ア で あら ゆる 施 
全 を 実践 し 、 収 益 性 を 担保 し な が ら 地 域 
に 合っ た モデ ル を 構築 し て いく 。 

中 期 経営 計画 に ある 地域 密着 型 事業 モ 
デル の イメ ー ジ は 、 人 口 60 万 人 当たり 
に 、 全 て の 商品 や サー ビス を 提供 する 
「 く らし の 全部 店 ] を 1 店 舗 、 食 品 スー パ 


ー の 隣接 地 な どの 生活 閣 に 標準 店 を 6 店 
人 科 、 さ ら に 駅 前 店 や コン ビニ 販売 な ど を 
組み 合わ せ た も の 。 こ うし た フォ ー マ ッ 
ト を 各地 域 で 開発 し 、 全 国 に 広げ る 。 

こう し た 出店 攻勢 に より 、 中 期 経営 計 
画 の 最終 年 度 の 24 年 に は グロ ー バ ル の 
店 舗 数 を 現在 の 980 店 か ら 1300 店 に 増 
や し 、 売 上 高 を 21 年 8 月 期 の 4900 億 円 
(見 通し ) か ら 24 年 8 月 期 に は 7000 億 円 
に まで 拡大 きせ る 計画 だ 。 

高い 理想 と 強気 な 出店 戦略 一 一 。 堂 前 
氏 は どん な 思い で 、 こ うし た た 野心 的 な 計 
画 を 立て た の か 。 そ の 真相 を 直撃 し た 。 
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堂前 宣夫 


良品 計画 社長 


「 無 色 良 品 が 目指 し た い の は 、 


町 の コミ ュ ニ ティ ー セ ンタ ー」| 


どう まえ ・ の ぶ お 人 2021 年 
9 月 に 良品 計画 の 社長 に 就任 
し た 堂前 宣夫 氏 。 マッキン 
ゼー・ ア ンド ・ カ ン パ ニー・ イ 
ンク ・ ジ ャ パン や ファ ー ス ト 
リテイリング な ど を 経て 、19 
年 に 良品 計画 に 入社 し た 

( 尽 真 高山 透 ) 





新 社長 に 聞く 


「 わ け あ っ て 、 安 い 。」。 創 業 期 の 原点 に 立ち 返る 


ーー 2021 年 7 月 に 発表 し た 中 期 経 営 計 
画 は 、 理 念 や 方 針 が 明確 に 打ち 出さ れ 、 
実現 する た め の 具体 策 に まで 踏み 込ん だ 
非常 に 骨太 の 内 容 で し た が 、 ど の よう な 
思い で 作ら れ た の で し ょ うか が か 。 

堂前 宣夫 氏 (以下 、 堂 前 ) コロ ナ 宰 と な 
り 、「 社 会 や 生活 その も の が この まま で い 
い の か 」 と 多く の 人 が 本 質 的 な こと に 目 
を 向け よう と 変化 し て き て いる 。 我 々 も 、 
誕生 か ら 約 40 年 た っ た 無印 良品 の 存在 意 
義 は 何かと いう こと を 徹底 的 に 話し 合っ 
て 、 再 定義 すべ き 時 期 を 迎え て いる と 感 
じ て い た 。 そ れ も 、 中 期 経営 計画 の よう 
な 短い スパ ン で は な く 、100 年 先 を 見 据 
えて 本 質 や 根本 の 部 分 を 決め よう と いう 
こと で 、 20 年 10 月 に 議論 を スタ ー ト し た 。 


(写真 提供 良品 計画 ) 
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ーー 一 中 期 経営 計画 は 本 部 や 経営 層 主 導 で 
決め た の で し ょ うか 。 

堂前 最初 の た た き 右 は 私 を 中 心 に 作っ 
た が 、 そ れ を 毎月 、 全 国 の 店 長 約 500 人 
が 集まる オン ライ ン の 店 長 会 で 示し 、 出 
て きた 意見 を 反映 し な が ら 、 少 し ずつ 修 
正 し 、 肉 付け し て いっ た 。 最 准 に 全国 
の 店 長 た ちの 考え や 思い が 入っ た 中 期 経 
営 計 画 に な り 、 彼 ら も 自分 た ち が 作っ た 
も の と いう 自負 が ある と 考え て いる 。 自 
分 た ち で 決め た こと だ か ら や り 抜 く と い 
う 動 機 付 け に も な っ て いる 。 


ーー 一 中 期 経営 計画 に は 、 今 の タイ ミン グ 
が 「 第 二 創 業 ] と 書か れ て いま す 。 そ の 
意味 は 何で し ょ う 。 







































































堂前 そもそも 無印 良品 は 「 わ け あ っ て 、 
安い 。] を キャ ッ チ コピ ー に 、 環 境 や 社会 
に 配慮 し た 商品 と し て 生ま れ た の が 始ま 
り 。 そ の 創業 期 の 原点 に 立ち 返る と 同時 
に 、 今 の よう な 時 代 の 転換 点 で それ を 再 
定義 する と どう な る の か を 突き 詰め 、 再 
スタ ー ト を 切る と いう 思い を 込め た 。 


ー 一 企業 理念 で は 目指 すべ き 会 社 の 姿 を 
明確 に 打ち 出し て いま す 。 

堂前 簡単 に 言え ば 、 人 と 自然 と も の の 
調和 が と れ た 社会 が いい 社会 で あり 、 商 
品 や サー ビス 、 店 舗 、 活 動 を 通じ て 、 そ 
うし た 「 感 じ 良い 暮らし と 社会 ] の 実現 
に 貢献 で きる 会 社 に な ろう と いう こと 。 
無印 良品 も 良品 計画 も 、 今 まで そう し た 





2030 年 に 実現 し た いこ と 


日 常 生活 の 其 本 を 担う : 


日 常 生活 に 無く て は な ら な い 存 在 と な っ て いる 。 


呈 地域 へ の 土着 化 : 


その 実現 に お け て 、 


押印 良品 は 、 晶 常 生活 の 基本 と な る 衣 廊 性 の 商品 群 ・ サ ービス 笑 で 起 起 宇 No1 と な っ て お り 、 全国 津々 
浦 々 どこ で も 、 手 軽 に 、 良い 商品 と 良い サー ビス を 入手 で きる 、 店 舗 細 、 供 給 綱 が 完成 され 、 生 活 者 に と っ て 


無印 良品 は 、 地域 で 震 ら す 人 々 が 、 地 に 足 の つい た 、 生き 生き と し た 、 良質 な 生活 を 送る こと が で きる よう 、 


地域 に 巻き 込ま れ 、 地 域 課題 の 解決 や 町 づく り に 買 献 し て いる 。 

















こと を や っ て きた が 、 明 文化 で き て いな 
か っ た 。 今回 きち ん と 文章 に する こと で 、 
改め て 決意 し 、 共 有 で きた こと は 大 きい 。 


ーー 一 そう し た 企業 理念 を 踏ま え 、 再 定義 
し た ミッ ショ ン と は 何で し ょ う 。 

豊前 ッ シ ョ ン は 2 つ あ る 。 一 つ は 生 
活 の 基本 を 支え る 商品 や サー ビス を きち 
ん と 提供 する こと 。 そ し て 、 も う 一 つ 
が 、 そ れ と 同じ レベ ル で 地域 、 社 会 の 活 
性 化 、 発 展 に 貢献 する こと 。 こ の 2 つ を 
や る こと で 、 よ い 社 会 を つく る と いう 存 
在 意義 を 達成 で きる と 考え て いる 。 





ー 一 地域 や 社会 へ の 貢献 を 第 一 に 活動 し 、 
同時 に 高 収益 化 も 図 ろ うと し て いま す 。 
堂前 社員 一 人 ひと り が も うけ る た めで 
は な く 、 社 会 を よく する た め 、 地 域 の 暮 
らし に 役立つ た め に 活動 する 。 ど うい う 


ふう に 世の中 に 貢献 し た いか 。 社会 に 頁 
献 し た ら 、 自 然 と 後 か ら 利益 が つい て く 
る 。 貢献 と コス ト の 差 が ある の が 利益 。 
も うけ る の が 目的 で は な く 、 社 会 の た め 
に な る の が 会 社 や 事業 の 存在 意義 。 社 会 
頁 献 し て いな けれ ば 利益 が 出る は ず が な 
い 。「 お 金 を 渡す ] と いう こと は 「 あ り が 
と う 」 の 意思 表明 だ と 考え て いる 。 
コミ ュ ニ ティ ー セ ンタ ー に な る 

一 一 各 店 の 店 長 や 社員 が オー ナー シッ プ 
を 持ち 、 そ れ ぞ れ の 判断 で 活動 する 「 個 
店 経営 ] の 打ち 出す 理由 は 何で し ょ うか 。 
堂前 それ も 、 ミ ッ シ ョ ン で ある 地域 貢 
献 の た め の 仕 組み 。 社 会 や 地域 へ の 貢献 
は 、 会 社 が 命令 し て 行う よう な 類 い の も 
の で は な く 、 地 域 を よく し た いと いう 個 
人 の 思い と 活動 が 軸 に な る 。 そ う で あれ 
ば 会 社 の 経営 方 針 も 、 社 員 一 人 ひと り が 





| 四 中 期 経営 計画 で 示さ れ た 「2030 年 に 実現 し た いこ と 」。 

「 日 向 生 活 の 薄 本 を 担う ] こと と 、[ 地 域 へ の 土 半 化 ] を ミッ 
ショ ン と し て いる 。 眼 品 計画 中 期 経営 計 画 資料 より 自 出 
店 戦略 の イメ ー ジ 。 く らし の 全部 店 を 中 心 と し 、 ス ー パ ー 横 
や 駅 前 な どの 生活 囲 の 立地 に 標準 規模 の 店 舗 が 数 多く 配置 
され る 回 無印 良品 は 、「 わ け あ っ て 、 安 い 。] を キャ ッ チコ 
ビー と する 商品 の 企画 か ら 始 まっ た 


地域 貢献 の た め に 自律 的 に 動け る 組織 体 
に な る こと を 目指 さき ない と 成り 立た な い 。 


一 一 食品 スー パー の 隣 へ の 積極 的 な 出店 
を 計画 する 理由 は 何で し ょ うか 。 

堂前 各地 域 に は 地元 住民 か ら 厚 い 信 
を 得 て い る スー パー が ある 。 そ うし た ス 
ー パ ー を 押し の け て まで 無印 良品 の 店 を 
出店 する の は 意味 が な く 、 地 域 の た め に 
な ら な い 。 も むし ろ 横 に 出店 し て 、 食 品 ス 
ー パ ー が そろ える の が 難し い 商 品 を 無印 
良品 が 提供 する こと で 、 協 業 し な が ら 地 
域 の 役に立つ こと を 目指 す 。 例 えば 、 生 
活用 品 や 衣服 な ど は グロ ー バ ル サ プ ライ 
チェ ー ン の 力 が 必要 で 、 当 社 の 得意 分 野 
で も ある 。 競合 する の で は な く 協 業 し 、 
互い に 買い 回 りす る 補完 関係 を 築く こと 
が ベス ト 。 地域 に 根付 いて いる も の は に 壊 
き な い の が 基本 だ 。 
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良品 計画 社長 の 堂前 宣夫 氏 は 、 店 舗 を 町 の コミ ュ 
ニニ ティー センター と し て 機能 きせ た いと 語る 
(写真 高山 透 ) 





ーー 一 地域 に 貢献 で きる 店 を どの よう に 広 
げ て いく の で し ょ うか が 。 

堂前 まず は 、 新 設 し た 地域 事業 部 が ひ 
な 型 を つく る 。 具体 的 に は 、 横 浜 や 千葉 
な ど 12 の 事業 部 の 店 舗 で 、 生 活 の 基本 
を 支え る 商品 を 売っ て 、 自 発 的 に 様々 な 
地域 貢献 も 同時 に 行う 成功 事例 を 生み 出 
し て いく 。 本 部 が 机上 の 空論 で 考え る の 
で は な く 、 実際 に 現場 を 動か し な が ら ペ 
スト プラ クティ ス を つく っ て いく 。 そう 
し て で きた ひな 型 を 参考 に 各地 域 に 活動 
を 広げ 、 将 来 的 に 全て の 店 舗 で ミッ ショ 
ン を 達成 する の が 目標 だ 。 


ーー こう し た 店 は 、 地 域 住 民 に と っ て ど 


ん な 存在 に な り ま すか 。 
堂前 目指 す の は 、 店 舗 を 町 の コミ ュ ニ 
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MDO 四 


9 


左 / 子 供 が 遊べ る 木製 の お も ちゃ や 、 座 っ て 休め る レス ト 
スペ ー ス な ど を 用 意 し た 店 舗 も (写真 は 無印 良品 東京 有明 ) 
右 地 域 を 回 る 移動 販売 バス を 展開 する 店 舗 も ある (写真 は 


ティ ー セ モン ター と し て 機能 させ る こと 。 
あく まで も 想像 だ が 、 無 印 良品 の 店 に 行 
け ば 、 衣 食 住 の 商品 が 手 に 入る だ け で な 
く 、 例 えば 健康 チェ ッ ク を し て 薬 を 受け 
取る こと も で きれ ば 、 子供 た ち が 勉 強 す 
る 場 も あり 、 高 齢 者 が 井戸 端 会議 を する 
場所 も ある と いっ た イメ ー ジ 。 さ きら に 
は 、 ヨ ガス タ ジ オ な ど ち ょ っ と し た 運動 
を 行う 機能 も 確保 きれ て いる よう な も の 
を 考え て いる 。 地域 の 高齢 者 が 昼食 を 食 
べた 後 は 、 共 働き 家庭 の 子供 た ち が 学 音 
の 代わ り に 来 て 、 高 齢 者 が 勉強 の 面倒 を 
見 る 。 夕 方 に は 子供 を 親 が 迎え に 来 て 、 
食材 を 買っ て 家 に 帰る よう な 場所 。 コ ミ 
ュ ユニティー セン ター と し て 、 ど ん な も の 
を 提供 で きる か は 地域 事業 部 で も 考え 、 
成功 事例 を どん どん つく っ て いき た い 。 


ーー 一 地域 事業 部 以外 に 開発 ・ 生 産 部 も 新 
設 し ます が 、 役 割 は 何で し ょ うか 。 

堂前 商品 の 開発 か ら 生 産ま で を 自前 
で きち ん と で きる 体制 を 整え る と いう こ 
と 。 今 ま で は 商品 の 仕様 書 や サン プル を 
作る こと か ら そ の 人 後 の 生産 管 理 まで を 自 
社 で 行っ て は いた が 、 十分 で は な か っ た 。 
設計 か ら 工 場 の ライ ン や 生産 管理 まで 踏 
み 込 ん で や っ て いく と いう の が 、 今 回 の 
取り 組み の ポイ ント だ 。 さ ら に 、 開 発 ・ 
生産 部 は 、 ど ん な も の を 開発 し 、 生 産 す 
れ ば その 町 、 そ の 国 が 豊か に な る か も 考 
える 地域 頁 献 の 提 点 も 持つ 。 町 や 国 の 住 





民 が 工場 で 労働 し 、 給 料 が 出 て 、 生 活水 
準 が 上 が っ て 、 発展 する と ころ まで 見 越 
し て 開発 、 生 産 す る の が 同 部 の 役割 だ 。 


ーー さら に 、 空 間 設計 事務 所 も 立ち 上 げ 
ます ね 。 

堂前 従来 も 、 一 般 向け 住宅 で ある 「 舞 
印 良品 の 家 ] を 設計 し て いる 社員 や 、 店 舗 
の 設計 を 行っ て いる 社員 、 あ る い は 、 法 
人 担当 で オフ ィ ス 設計 を 請け 負っ て いる 
社員 は いた 。 だ が 、 各 部 に 人 材 が 散ら ば 
っ つて いる の が 現状 だ 。 そ れ を 一 元 化し て 、 
力 を 高め る の が 狙い 。 こ れ に よっ て 、 よ り 
大 規模 な 設計 も 社内 で 担える 組織 に する 。 
例え ば 、 古 く な っ た 大 規模 団地 全体 の リ 
ノ ベ ー シ ョ ン 、 廃 校 に な っ た 小学 校 が あ 
る 町 の 空間 設計 な ど 。 こ れ も 地 域 の 課題 
で あり 、 設 計 の 力 に よっ て 貢 献 で きる 。 


一 一 様々 な 施策 が 目白 押し で す が 、 課 是 
は あり ます か 。 

堂前 今 は 人 材 の 採用 に 尽き る 。 通年 で 
会 社説 明 会 を 行い 、 店 長 候補 を 、 新 卒 
第 二 新 卒 を 含め 、 毎 年 150 人 採用 し て い 
く 予 定 だ 。 開発 ・ 生 産 部 や 情報 シス テム 、 
ある い は EC 関連 の デジ タル 分 野 な ど 、 
専門 性 の 高い 分 野 で は 中 途 採 用 も 積極 的 
に 進め た い 。 地域 頁 献 、 社 会 課題 の 解決 
に 100 % 沿 っ て 動く こと が で きる 新しい 
形態 の 会 社 で 、 働 きた いと 素直 に 思え る 
人 材 を 広く 集め た い 。 


組織 改革 


無印 の 切り 札 「 地 域 事 業 部 制 ]、 





「 第 二 の 創 業 ]。2024 年 8 月 期 を 最終 
年 度 と し た 中 期 経営 計画 を 発表 し た 「 無 
印 良品 ] を 展開 する 良品 計画 。2030 年 に 
ある べき 姿 と し て 、「 日 常 生活 の 基本 を 
担う 」「 地 域 へ の 土着 化 ] を 掲げ 、 新 中 期 
計画 の 最終 年 度 の 24 年 8 月 期 に は 「1300 
店 舗 、 売 上 高 7000 億 円 ]、30 年 8 月 期 に 
は 「2500 店 舗 、 売 上 高 3 兆 円 ] の 達成 を 
目指 す と いう 野心 的 な 計画 だ 。 

21 年 9 月 、 こ の 構想 を 実現 させ る た め 
の 根幹 と な る 組織 が 日 本 各地 で 誕生 し 
た 。 そ れ が 、「 地 域 事 業 部 ] だ 。 

地域 事業 部 と は 、 住 民 や 行政 と 交流 ・ 
連携 を し な が ら 生 活 閣 へ の 出店 を 推進 し 
て 、 地 域 密着 型 の 事業 モデ ル を 確立 する 
た め に 設置 され た 新 組織 。 第 1 弾 と し て 
は 、「 京 都 ・ 奈 良 ・ 南 大 阪 ] 「 千 葉 ・ 会 津 」 
「 横 浜 南 ] [広島] 「 北 海道 ] な ど 、12 エ リ 
ア に 設置 きれ た 。 収 益 性 を 担保 し な が 


"草分け" 


ら そ れ ぞ れ の 地域 に 合っ た モデ ル を 構築 
し 、 出 店 を 加速 さす せ て いく た め の 実 行 部 
隊 。 それ ぞ れ の エリ ア の トッ プ に は 、 地 
域 に 強い 熱意 の ある 人 材 が 指名 され 、 地 
域 の 取り 組み 全体 に 責任 を 負う 。 

無印 良品 と いえ ば 、 統 一 感 の ある アザ 
イン や 商品 性 が 魅力 で 、 全 国 ど こ で も 同 
し 「MUII」 の 世界 を 体験 で きる こと が 
強み で も あっ た 。 そ ん な 中 、 今 回 の 地域 
事業 部 は 、 地 域 独自 の 活動 を 自ら 発案 
し 、 行 動 し て いく こと を 盾 と し て いる 。 


草の根 活動 が つなが り を 生む 


「 土 着 化 ] へ 大 きく アク セル を 路 み 始 
め た 無印 良品 だ が 、 実 は 数 年 前 か ら 着 々 
と 地域 攻略 の 布石 を 打っ て いた 。 そ の 急 
先 称 (せん ぼう ) が 、 各 地 に 配属 され た 
「 コ ミュ ニテ ィ マ ネー ジャ ー」 だ 。 

18 年 3 月 、 当 時 世界 最大 の 店 舗 無印 


の キー パー ソン が 語る 真意 


ュ ジ ャ ー と な り 、 現 在 は 京都 ・ 
奈良 ・ 南 大 阪 事業 部 の 
務め る 枝 氏 。 


農家 を 回 り 、 足 で 区 流 を 深め 
て いっ た 


眼 品 イオ ン モ ー ル 堺 北花田 」 ( 吉 市 ) の 
開業 を 機 に 初め て 設置 され た ポス ト で あ 
り 、 地 域 住民 や 生産 者 と 交流 する 役割 を 
担う 。 同 店 で は 、 無 印 良品 と し て は 初め 
て 地域 生鮮 を 本 格 的 に 扱う 食品 売り 場 を 
設け た こと も あり 、 地 域 で の 交流 の 絢 化 
を 図る べく 、 誕 生 し た 。 

その 初代 コミ ュ ニ ティ マネ ー ジ ャ ー に 
就 い た の が 、 松枝 展弘 氏 だ 。 現在 、 京都 ・ 
奈良 ・ 南 大 阪 事業 部 の 部 長 と な っ た 、 ま 
き に 地域 戦略 の キー パー ソン と いえ る 。 

そもそも 松枝 氏 は 本 社 で 堺 北花田 の 店 
舗 企 画 を 担当 し て いた 。 食 品 売り 場 を 設 
置 する な ど 、 地 域 に 溶け 込む 新 スタ イル 
の 店 舗 の 構築 を 主導 。 そ ん な と き 、 会 長 
の 金井 政明 氏 と 話 を する 中 で 、 金 井 氏 か 
ら 「 自 分 で 現場 に 行っ て や っ て みた ら ど 
うだ 」 と 言わ れ 、 初 の コミ ュ ニ ティ マネ 
ー ジ ャ ー に 指名 され る こと に な っ た 。 


(写真 提供 "良品 計画 ) 
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「 と て も 実験 的 な ポジ ショ ン で 、 前 例 も 
な く 手 探り で 仕事 を 開拓 し て いっ た 」。 そ 
う 語る よう に 、 松 校 氏 は 体 当 た り で 地域 


と 向き 合っ て いっ た 。 地元 生産 者 を 回 っ 
て 話 を し て 一 緒 に ご 飯 を 食べ る 。 地元 の 
事業 者 と 交流 を 繰り 返し 、 地 域 発 の 良い 
商品 の 取り 扱い を 広げ る 。 行政 と も 連携 
し な が ら 、 生 産 者 や 事業 者 と 一 緒 に イベ 
ント を 企画 する 。 ま さ に 草の根 の 活動 を 
繰り 返し 、 少 し ずつ 信頼 を 得 て い っ た 。 
時 が た つ に つれ 、 松 枝 氏 の 活動 は きら 
に 広がっ て いく 。 店 舗 に 集客 する だ け で 
な く 、 よ り “ 外 " に 出 て 行く よう に な る 。 
例え ば 、 地 元 農家 の 畑 の 近く で イベ ント 
を 実施 し た り 、 農 家 の 活動 を 支援 し た 
り 、 ま た 地域 の 行事 に も 積極 的 に 参加 す 
る な ど 、 枚挙 に いと ま が な い 。 さら に は 、 
子供 食堂 を 支援 し た り 、 周 辺 地 域 へ の デ 
リバ リー を 強化 し た りす る な ど 、 地 域 全 
体 の 活性 化 へ と 活動 は 拡大 し て いっ た 。 
コミ ュ ニ ティ マネ ー ジ ャ ー 職 が 誕生 し 
て か ら 3 年 以上 が た ち 、 地 域 と の 協業 を 
コン セプト と する 店 舗 が 増え 、 各 地域 の 
店 長 が まさ に 同様 の 動き で 活動 で きる よ 
うに な っ た 。「 私 が ひと こぎ 目 に な っ た 
が 、 今 は 各地 で 若い マネ ー ジ ャ ー た ち 
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が 新しい 取り 組み を 続々 と 生み 出し て い 
る 」 (松枝 氏 )。 

ある 地域 で 生ま れ た 取り 組み が 、 ま た 
別 の 地域 で も 取り 入れ られ 、 全 国 へ 広 が 
っ て いく 。 そ ん な ボトム アッ プ の 動き も 
広がっ て いる 。 

地域 密着 の イベ ント と し て 象徴 的 な の 
が 、「 つ な が る 市 」。 地元 農家 に 加え 、 伝 
統 産 業 の 事業 者 、 そ の 地域 で 店 舗 を 営む 
人 な ど に 集まっ て も ら う マル シェ 形式 の 
イベ ント だ 。 堺 北花田 や 京都 山科 (京都 
市 ) で は 、 物 販 だ け で な く 、 店 舗 ス タッ 
フ に よる 産地 取材 リポ ー ト の 公開 、 写 
真 展 な ども 組み 合わ せ て 、「 地 域 に ある 
スト ー リ ー を 発掘 ・ 共 有 し て いく ( 松 
枝 氏 )。 17 年 10 月 に 「 無 印 良 品 有楽 町 ] 
(18 年 12 月 閉店 ) で スタ ー ト し た つなが 
る 市 は 、 各 地域 で それ ぞ れ の 形 で 季節 ご 
と に 自主 的 に 開催 され る よう に な っ た 。 

「 最 初 は と に か く が むし ゃ ら に いろ ん 
な 方 に 声 を か け 、 地 域 の 役 に 立 と うと 動 
いて きた 。2 年 、3 年 と 経過 し て きた と 
き 、 気 づけ ば 周り の 人 が 盛り 上 げ て くれ 
た り 、 育 て て くれ た り 、 自 分 た ち だ け で 
店 を 運営 し て いる 感覚 で は な く な っ て き 
て いる 」 と 、 松 枝 氏 は 実感 を 語る 。 こ の 


地元 農家 に 協力 を 得 て ト ー 
クイ ベン ト な ども 実施 


地道 で 泥臭い 取り 組み の 積み 重ね が あっ 
て こそ の 、 満 を 持 し て の 地域 事業 部 制 へ 
の 移行 と いう わけ だ 。 


店 舗 フ ォ ー マ ッ ト の 開発 も 進め る 


地域 事業 部 の 主 な 役割 は 、 前 述 の よう 
に 出店 戦略 を 含め た 地域 密着 型 の 仕組 み 
を 新た に 事業 と し て 構築 する こと だ 。 中 
期 計 画 で は 、 人 口 60 万 人 当たり 、 フ ル 
スペ ッ ク の 2000 坪 程度 の 「 く らし の 全部 
店 1 店 舗 を 核 に 置き 、 食 品 スー パー 横 に 
標準 と な る 600 坪 程度 の 店 を 6 店 舗 、 駅 
前 店 、 コ ン ビ ニ 販 売 、 宅 配 サ ービス な ど 
を 組み 合わ せ て 、 収 益 性 を 確保 し な が ら 
地域 の 生活 を サポ ー ト し て いく こと を 一 
つの 指針 と し て いる 。 地域 事 業 部 で は 、 
様々 な 店 舗 フ ォ ー マ ッ ト を 開発 し な が 
ら 、 ベ スト な 組み 合わ せ を 探っ て いく 。 

松枝 氏 が 率い る 京都 ・ 奈 良 ・ 南 大 阪 エ 
リア で は 、 ま ず は 堺 北花田 と 京都 山科 を 
核 に 、 地 域 と の 交流 を 強化 する 。 必 要 に 
応じ て きら に 大 型 の 2000 坪 クラ ス の 出 
店 も 検討 。 加 えて 、500 一 600 坪 の 標準 
店 の スー パー 横 な ど 生 活 圏 へ の 出店 を 
加速 し て いく 。「 京 都 や 奈良 エリ ア で は 、 
中 山間 地域 の 小売 店 が 希 注 な エリ ア も 多 
く 、 お 世話 に な っ て いる 生産 者 さん の 幕 
ら す 地域 に も 事業 と し て 新しい 出店 モデ 
ル を 含め 、 共 同 商品 開発 や 産業 支援 が で 
きる よう に 考え て いく 」 (松枝 氏 ) 

「 従 来 の 都市 部 中 心 の 小売 り モ デル で 
は 、 人 が 集まる 好 立 地 に 出店 し て いく こ 
と が 中 心 。 商 業 施設 側 か ら 出店 依頼 が 来 
る こと が 多い 。 だ が 、 地 域 の 人 を 支え て 
いく た め に は 、 生 活 者 の 視点 を 持っ て 
品ぞろえ や サー ビス を 見 直し 、 社 会 の 
未来 を 現場 が 考え て いけ る よう に な り た 
い 。 採算 性 は も ちろ ん 重要 だ が 、 必 要 な 
と ころ に どの よう な 店 舗 や サー ビス で あ 
れ ば 提供 で きる の か を 考え て いく 」 ( 松 






四 堺 北花田 で スタ ッ フ の 発案 か ら 生 まれ た 「 南 大 阪 カレ ー 研 究 会 ]。 情 報 発信 
の ほか 、 交 流 イ ベン ト や 販売 イベ ント な ども 開催 
ログ や スマ ホ ア プ リ 「MUJI passport」 で も 発信 。 ア プリ に は 店 舗 を フォ ロー する 
仕組 み が あ り 、 つ な が っ た ユー ザー に は 直接 ニュ ー ス を 届け られ る よう に な っ て い 
る 。 堺 北花田 と 京都 山科 は 、 既 に それ ぞ れ 10 万 人 以上 が フォ ロー を し て お り 、 地 四 





域 と の 強い つなが り を 生ん で いる 


校 氏 )。 出 店 方 法 は 従来 と 180 度 送 の 考 
え 方 に な る 。 良品 計画 は 地域 活性 化 の た 
め 、 道 の 駅 へ の 出店 や 廃校 と な っ た 学校 
の 活用 と いっ た 取り 組み も 行っ て いる 。 
自治 体 な ど と も 協力 を し な が ら 小 規模 商 
圏 に も アプ ロー チ を し て いく 計画 だ 。 


地域 の つなが り を 象徴 する 「 食 」 を 強化 


店 舗 開発 に 加え 、 松 枝 氏 が 強化 し て い 
こう と 考え て いる こと が 2 つ あ る 。 1 つ 
は 、 堺 北花田 や 京都 山科 で も 積極 的 に 取 
り 組 ん だ 「 食 ] の 分 野 の 強化 だ 。 

無印 良品 が 地域 性 を 強く 打ち 出し て い 
る の は 、「 従 来 の 均質 化し た 都心 型 の ラ 
イフ スタ イル に 居心地 の 悪 き を 感じ て い 
る 人 が 増え て いる の で は な いか 」 (松枝 
氏 ) と いう 課題 感 が 発端 。「 み ん な 同じ 
と いう 旧来 の 価値 観 が 薄れ て き て いる こ 
と は 、 売り場 に いて も 感じ て いた 」 と 松 
枝 氏 は 話す 。 グ ロー バル 化 が 進む こと 
で 、 均 質 化 、 統 一 化 は 進ん で きた 。 そ の 





店 舗 の 活動 は 、 店 舗 ブ 


アン チ テ ー ゼ と し て 、 地 域 ご と の 多様 な 
ライ フス タイ ル へ と 日 が 向い て いる 。 そ 
の 多様 性 、 地 域 性 の 象徴 と いえ る の が 
「 食 ] な の だ 。 

一 部 店 舗 で は 地元 産 の 生鮮 食品 を 扱っ 
て お り 、 さ きら に 品ぞろえ を 強化 。 ま た 、 
地元 企業 と 共同 で の 商品 開発 も 加速 させ 
て いく 。 加 えて 、 既 に 堺 北花田 や 京都 山 
科 で 行っ て いる よう に 、 地 元 の 食品 メー 
カー や 小売 店 の 店 舗 内 出店 も 積極 的 に 
進め て いく 。「 地 元 の 店 が ここ に 出 た い 、 
そう 思っ て も ら え る よう な コミ ュ ニ ティ 
ー モ セン ター と 呼べ る 場 を つく っ て いく ]」 
(松枝 氏 ) 

も う 1 つが 、 従 来 の 店 舗 を 地域 の 交流 
の 場 と する た め に 、 ス タッ フ と 地元 住 
民 が 一 緒 に 行う 「 活 動 ] を 生み 出し て い 
く こ と だ 。「 ス タッ フ は 、 地 域 事業 の 要 」 
(松枝 氏 ) と いう よう に 、 一 人 ひと り が 
自ら の 意思 で 積極 的 に 地域 と つなが り 、 
活動 し て いく こと が 重要 に な る 。 当然 だ 
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が 、 ス タッ フ も 地元 の 人 で ある 場合 が 多 
く 、 地 域 の 地域 に よる 地域 の た め の 活 動 
が 自然 発生 的 に 生ま れる こと で 、 ス タッ 
フ も 地域 住民 も 一 緒 に な っ て 、 大 き な 動 
き へ と 昇華 され て いく 。 

その 活動 の 一 例 と し て 松枝 氏 が 挙げ る 
の が 、「 南 大 阪 カレ ー 研 究 会 ] だ 。 現 北 
花田 の スタ ッ フ の 発案 で 生ま れ た 部 活動 
の よう な も の で 、 カ レー に 関す る 情報 発 
信 を 店 舗 プ ログ な ど で 行 っ て いる 。 

情報 発信 だ け で は な い 。 地元 の 出版 社 
で ある LLC イン セク ツ と 共同 で イベ ン 
ト を 実施 する な ど 、 積 極 的 に 交流 も 行 
う 。 地元 企業 を 巻き 込み 、 地 域 住民 を 呼 
び 込 ん で いる 。 そ の 他 、「 堺 も の づく り 
研究 会 [京都 健 康 研究 会 ] な ど 、 様 々 な 
テー マ の 活動 が 既に 勃 異 し て いる 。 

地域 事業 部 の ボトム アッ プ の 小さ な 取 
り 組 み 、 小 き な 成 功 が 、 無 印 の 未来 を 切 
り 開 いて いく 。 地 域 事業 部 に よる 取り 組 
み は ま さき に その 第 一 歩 に な る 。 
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「 無 印 良品 東京 有明 ] 
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無印 の 未来 を 担う 旗艦 店 を 解剖 、 物 販 に と ど ま ら な い 新 サ ービス 続々 


広大 な 売り 場面 積 を 持ち 、 無 印 良品 が 
持つ すべ て の 商品 ・ サ ービス を 提供 する 
巨大 店 舗 一 一 。 良品 計画 が 中 期 経営 計画 
で 掲げ た 「 く らし の 全部 店 ] は 、 人 口 60 
万 人 規模 の 商 閣 ご と に 配置 され る 、 エ リ 
ア の 核 と な る 店 舗 。 食 品 ス ー パ ー の 横 
と いっ た 生活 閣 に 出店 する 標準 店 や 駅 
前 店 、 コ ン ビ ニ 販 売 な ど と 組み 合わ せ 、 
人 々 の 日 常 生活 を サポ ー ト する こと を 日 
指す 。 





"無印 史上 初 "が 目白 押し 


くら し の 多 部 店 の “第 1 号 店 "と され 
る の が 、2021 年 12 月 3 日 に 開業 し た 旗 
艦 店 無印 良 品 東京 有明 」 (以下 、 東 京 
有明 ) だ 。「 地 域 密 着 ] や 「 土 着 化 |「 社 
会 課題 の 解決 ] な ど を キー ワー ド と し た 
"無印 史上 初 ' と な る サー ビス や 取り 組み 
が 目白 押し で 、 第 二 創 業 を 掲げ る 良品 計 
画 の 未来 の 次 が 垣間見 える 店 舗 と も い 
える 。 


(写真 高嶋 一 成 ) 
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東京 有明 が オー プン し た の は 、 江 東 区 
に ある 「 有 明 ガ ー デ ン 」。 東 京 国際 展示 
場 「 東 京 ビッ グ サ イト 」 に ほど 近い 場所 
に あり 、200 以 上 の テナント や 8000 人 
を 収容 で きる 劇場 の 他 、 温 浴 施設 や ホテ 
ル 、 タ ワー マン ショ ン な ど を 擁する 巨大 
複合 施設 だ 。 そ の モー ル & を スパ の 1 階 か 
ら 3 階 の フロ ア に 東京 有明 が 出店 し た 。 

1 階 に ある エン トラ ンス か ら 店 内 に 入 
る と まず 視界 に 飛び 込ん で くる の が 、 千 
葉 県 や 共 城 県 、 北 海道 な ど 各地 の 生産 者 
か ら 直 接 取り 寄せ た 野菜 が 並ん だ 青果 売 
り 場 だ 。 併 語 し た キッ チン カウ ンタ ー で 
は 、 週 末 ラ イプ キッ チン (調理 実演 ) を 
実施 し て レシ ピ を 提案 する ほか 、 採 れ 
た ば か り の 旬 の 野菜 を 販売 する 「 句 採 市 
場 」 も 不定 期 で 開催 し て いる 。 

青果 売り 場 の 邊 に は レト ルト カレ ー 
を 一 同 に そろ えた 売り 場 や 、 無 印 良品 
が 力 を 入れ る 冷凍 食品 を 陳列 し た 大 型 
冷凍 庫 が 並ぶ 。 そ の 他 に も 、 ベ ペー カリ 


ー「MUJI Bakery」 や カフ ェ 「Cafe & 
Meal MUJI」 な ど を 併設 。 東京 有明 の 
店 長 で ある 松橋 上 氏 が 「 市 場 の に ぎわ い 
を 目指 し た 」 と 言う よう に 、1 階 は カラ 
フル な 野菜 や 料理 の 匂い な ど 五 感 を 刺激 
きれ る 構成 が 印象 的 だ 。 

東京 有明 な ら で は の 新しい 取り 組み の 
一 つが 食品 の 量り 売り 。 菓子 の 量り 売り 
は 他 店 舗 で も すでに 始め て いた が 、 東 京 
有明 で は コー ヒー や ドラ イフ ルー ツ 、 ナ 
ッ ツ な ど 約 50 種類 の 食品 を グラ ム 単 位 
で 購入 で きる 。「 食 品 の 量り 売り は 環境 
問題 へ の 取り 組み と し て 始め た 。 食べる 
量 や 使う 量 は 人 や その 時 々 に よっ て 倍 
う 。 必 要 以 上 に モノ を 持た な い “ 食 の コ 
ン パ クト ライ フ " の 提案 は 、 こ れ か ら の 
くら し の 全部 店 が 役割 と し て や っ て いか 
な けれ ば いけ な い 領域 だ と 考え て いる ] 
(松橋 氏 )。 計 量 し た 食品 は 紙袋 な どの 簡 
易 包装 に ラベ ル を 貼っ て 持ち 帰る 仕組 み 
だ 。 日 々 使う 食材 を 欲し い 量 だ け その 都 


度 買 える の は 、 日 常 的 に 東京 有明 に 通い 
や すい 、 地 域 住民 に 向い た サー ビス と い 
える 。 

スタ ッ フ が 自宅 まで 来る 


有明 ガー デン モー ル & を スパ の 3 フロ 
ア を 占有 する 無印 良品 だ が 、 東 京 有明 
が 最も 力 を 入れ て いる の が 2 階 の 売り 場 
だ 。「2 階 は "住ま う " を テー マ に 、 商 品 
か ら サ ービス まで 全 方 位 で カバ ー す る こ 
と が コン セプト 。 “スプ ー ン か ら 家 まで " 
を キー ワー ド に 、 家 の 中 で 使う 小物 か 
ら 、 そ れ ら が 収まる 家 ま で あら ゆる 物 を 
用 意 し て いる 」 (松橋 氏 ) 

東京 有明 で 最大 の フロ ア と な る 2 階 に 
は 、 キ ッ チ ン 用 品 や 家電 、 収 納 用 品 、 寝 


| ロ 色 と り と どり 
の 剖 庫 が 並ぶ 冷食 売り 場 は 圧 閥 だ 回 ナ 


の 量り 売り コー ナー。 ダ イヤ ル を ひね っ て 、 好 き な 量 だ 
け 買え る 階 の フロ ア 奥 に まる ご と 建て られ た 「 陽 の 


加盟 面 に 複数 の 商品 を 陳列 する な 


記 洗 っ て いる 回 円 形 の カウ ンタ ー 


ーー 動 
! は 
| 


U 


具 ・ 家 具 が ジャ ン ル ご と に 区 切ら れ た ゾ 
ー ン に 並ぶ 。 圧巻 な の が フロ ア の 奥 に そ 
び え る 「 陽 の 家 」 だ 。 無印 良品 が 提案 す 
る 、 庭 の スペ ー ス を 生か し た 平屋 の 原 二 
大 モデ ル ハ ウス で 、 ウ ッ ド デッキ や 室内 
の リビン グ 、 キ ッ チ ン の 使い 勝手 を 体験 
で きる 。 フ ロア の 天井 を 抜い て 建て られ 
て いる た め 、3 階 か ら 陽 の 家 の 全 体 を 見 
下ろ せる の も 面白 い 。 

コロ ナ 摘 を きっ か け に 、 陽 の 家 や 「 無 
印 良品 の 小屋 ] の 需要 は 高まっ て いる 。 
松橋 氏 は 、「^ も う 通 勤 し な く て いい " と い 
う 生 活 スタ イル の 変化 が 引き 金 に な っ て 、 
実際 に 東京 有明 で も 陽 の 家 が 売れ 始め て 
いる 」 と 話す 。 同じ フロ ア に ある 、 マ ン 
ショ ン の 一 室 を まる ご と 模 し た リノ ベー 


も 相談 所 」。 近隣 住民 の 悩み を 及 : 、 
を 開発 し た 茹 DIY コー ナー で は 塗装 体験 会 な ども 行わ 
れ て いる 





ショ ン の ショ ー ル ー ム 「MUII INFILL0 
(イン フィ ル ・ ゼ ロ ) 」 も 人 気 だ 。 

地域 密着 を 目指 す 東京 有明 を 象徴 する 
存在 が 2 階 に カウ ンタ ー を 構え る 「 く ら 
し な ん で も 相談 所 」 だ 。 無 印 良品 で は 、 
「MUJI SUPPORT (ムジ サポ ー ト ) 」 
と し て 、 イ ン テ リ ア や 収納 の 相談 な ど を 
これ まで も 受け 付け て き て いる が 、 く ら 
し な ん で も 相談 所 は 、 そ れ ら を 包含 し 、 
きら に 一 歩 先 を 行く 内 容 。 例 えば 片付け 
の サポ ー ト で は 、 整 理 収納 アド バイ ザー 
が 実際 に 客 の 自宅 を 訪問 し て 持ち 物 を 整 
理 し た り 、 部 屋 の 収納 の 改善 を 行っ た り 
する 。 そ の 他 、 専 門 ス タッ フ が 不用 品 を 
引き 取る 、 掃 除 の アド バイ ス を 行う と い 
っ た こと に も 対応 。 基 本 的 に 相談 料 は 無 
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料 だ 。 

松橋 氏 は 「 開 業 する 1 年 前 か ら 、 有 明 
エリ ア に 住む 方 に イン タビ ュー や アン ケ 
ー ト を 何 度 も 行い 、 集 まっ た 暮らし の 
悩み 事 を 基 に サー ビス を 開発 し た 」 と 話 
す 。 特 に 多い の が 収納 に つい て の 相談 。 
そこ で 整理 収税 の アド バイ ス だ け で な 
く 、 寺 田倉 庫 (東京 ・ 品 川 ) が 行う クラ ウ 
ドス トレ ー ジ 「minikura」 と 連携 する 預 
か り サ ービス も 東京 有明 限定 で 始め た 。 

住 空間 に 関す る 商品 や サー ビス が 並ん 
だ 2 階 は 印 良品 全店 の 商品 ディ スプ 
レー や 店 舗 演出 な ど を 行う VMD (ビジ 
ュ ユア ル ・ マ ー チ ャ ンダ イジ ング ) に これ 
まで 携わっ て きた 松橋 氏 が 最も 力 を 入れ 
た レイ アウ ト だ 。「 や や 細長 い フ ロア で 
も 、 い か に 他 き ず に 奥 ま で 歩い て も ら う 
か 。 動 線 や 仕 器 (じゅ うき ) の 配置 を 引 
密 に 練り 、 演 出 を 考え た 」 (松橋 氏 )。 フ 
ロア 全体 の 形 に 対し て 斜め の 通路 な ど が 
あり 、 や や 迷い 込む よう な 印象 を 感じ る 
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レイ アウ ト だ が 、 商 品 を 見 る うち に 自然 
と 歩い て し まい 、 フ ロア の 奥 に た どり 着 
く と 視界 いっ ぱい に 陽 の 家 が 登場 する と 
いっ た 塩梅 (あんばい ) だ 。 

そう し た 演出 が 施さ れ た 2 階 に 対し 
て 、 最上 階 に 位置 する 3 階 は 、“ ザ ・ 無 印 " 
と いっ た 印象 の レイ アウ ト 。 衣類 や 文 房 
具 、 生 活 雑 貨 な ど が 収まっ た 仁 器 (じゅ 
うき ) が 整然 と 並び 、 普 段 使っ て いる 商 
品 を 迷う こと な く 見 つけ られ る よう 、 分 
か りや すく カテ ゴ ラ イ ズ さ れ て いる 。 ま 
た 、 洗 剤 は 食品 と 同様 に 量り 売り に 対 
応 。 東京 有 明 限定 の サー ビス で 、 空 の 容 
器 や ペッ ト ボ トル を 持ち 込め ば 、 衣 類 
用 、 バス 用 、 ト イレ 用 、 食 器用 の 4 種 や 、 
アル カリ 電解 水 ク リー ナー を 100 ミ リリ 
ッ ト ル 単位 で 必要 な 分 だ け 購 入 で きる 。 








不用 品 の 回 収 で 地域 課題 を 解決 


約 4600 平 方 メー トル の 売り 場 に 並べ 
られ た 圧倒 的 な 数 の 商品 群 を 見 て いる だ 





け で は 分 か り に くい が 、 東 京 有明 で は モ 
ノ を 売る だ け で な く 、 環 境 に 配 成 し た き 
ま ぎ ざま な リサ イク ル 活 動 も 行っ て いる 。 
「 今 、 地 球 で 最も 深刻 な の は 環境 問題 。 
商品 を 売っ て いる 以上 、 無 印 良 品 と し て 
は それ ら を 最終 的 に ご み に し な い 均 任 が 
ある 」 (松橋 氏 )。 開 業 前 に 行っ た 地域 住 
民 へ の イン タビ ュー で も 、 不 用 品 の 処分 
に 困っ て いる 声 が 多かっ た と いう 。 

そこ で 東京 有明 限定 の サー ビス と し て 
まず 行っ て いる の が 本 や CD、DVD の 回 
収 だ 。 2 階 の 書籍 売り 場 の 近く に 巨大 な 
回 収用 ポス ト を 設置 。 集 まっ た 不用 品 は 
提携 する 古本 買い 取り 業者 の 「 パ リュ ー 
プ ブックス]」 (長野 県 上 田 市 ) に 送ら れ 、 人 査 
定 金額 分 の 絵本 が 江東 区 の 幼稚 園 や 保育 
施設 に 寄付 され る 。 地域 住民 の 課題 解決 
と 地域 半 献 を 同時 に 実現 で きる 仕組 み だ 。 

衣類 を 販売 し て いる 3 階 の フロ ア に 
設置 し た の は 「 十 着 回 収 ス テー ショ ン 」。 
無印 良品 で は 同社 の 衣料 品 を 対象 と し た 


回 収 プ ログ ラム 「 BRING ] を すでに 行 
っ て いる が 、 東 京 有明 で は その 他 の 衣料 
品 の 回 収 も 受け 付け て いる 。 回 収 き れ た 
古着 は リサ イク ル 施 設 に 運ば れ て 再 利用 
され た り 、 再 生 原 料 と し て 使わ れ た りす 
る 。 古着 を 持ち 込む と 、 リ サイ クル 素材 
で 作ら れ た 軍手 を も ら え る 。 

家庭 で 余っ た 食品 を 回 収 す る 「 フ ー ド 
ドラ イブ ]」 も 東京 有明 が 初め て チャ レン 
ジ し た 取り 組み だ 。1 階 に ある 回 収 ボッ 
クス に 来店 客 が 入れ た 食品 は 、 フ ー ド バ 
ンク 団体 を 通じ て 、 食 べ 物 を 必要 と し て 
いる 福祉 団体 や 施設 な ど に 送ら れる 。 取 
材 時 、 透 明 の 回 収 ボ ックス に は 新 し そう 
な レト ルト 食品 や 缶詰 、 イ ンス タン ト 食 
品 な ど が 数 多く 入っ て いた 。 東 京 有 明 で 
販売 し て いる 商品 か と 思い き や 、 こ れ ら 
は すべ て 来店 客 が 持ち 込ん だ も の だ と い 
うか ら 驚 きだ 。 

松橋 氏 は 、「 十 着 や 食品 な ど 、 当 初 の 
想定 以上 に 回 収 品 が 集まり 、 人 々 が 持 


つ 環境 意識 の 高き を 改め て 感じ た 」 と 話 
す 。 買い 物 の つい で に 不用 品 を リサ イク 
ル で きる よう な 環境 を 近所 に 用 意 す れ ば 
人 々 の 行動 を 後押し で きる こと に も 気 づ 
いた と いう 。 こ うし た 古着 や 食品 の 回 収 
は 、 実 は 江東 区 と 東京 有明 が 提携 し て 行 
っ て いる 事業 。 良 品 計画 が 中 期 経営 計画 
で 掲げ る 「 自 治 体 と の 連携 ] が 具現 化し 
た 一 つの 例 と いえ る 。 

同じ く 地 域 や 社会 の 課題 解決 と し て 
21 年 8 月 か ら 始 め た の が [無印 良品 東京 
有明 の こども 食堂 ] だ 。「 食 品 を 回 収 す 
る フー ドド ライ ブ の 取り 組み を 通し て さ 
ま ざ ま な 人 に 話 を 聞く と 、 こ ども 食堂 の 
活動 を 求め て いる 人 が 非常 に 多い こと 
が 分 か っ た 。 何 か の 解決 の 糸口 に な れ ば 
と 、 手 探り 状態 な が ら も 試験 的 に 始め て 
みた 」 (松橋 氏 ) と 言う 。 将 来 的 に は 、 店 
内 の ベー カリ ー や カフ ェ な ど で 余 っ た 食 
材 な ど を うま く 利 用 し 、 地 域 に 役立つ 活 
動 に 育て て いく 。 こ ども 食堂 は 、 毎 月 第 





田 3 階 の フロ ア に は 衣類 や 文房具 な ど 
が 整然 と 並ぶ 回 真っ 直ぐ な 通路 が 
フロ ア を 横切り 、 商 品 が 整然 と 並べ ら 
れ て いる 田 3 階 に ある 洗剤 の 量り 売 
り リコー ナー。 ト イレ 用 、 バ パス 用 な どの 
洗剤 を 100 ミリリットル 単位 で 購入 で 
きる 四 3 階 か ら は 隅 の 家 を 上 か ら 見 
下ろ せる 臣 較 に な っ た 古着 
を 入れ る 回 収 ス テ 








秀明 の 回 収 箱 に 来店 客 が 持ち 込ん だ レ 
トル ト 食 品 な ど が 入っ て いた 


4 水曜 日 に 定期 的 に 行わ れる 予定 だ 。 

店 舗 が 地域 の コミ ュ ニ ティ セン ター と 
し て の 役割 を 持ち 、 多 様 な 地域 課題 に 取 
り 組 む 一 一 。 良 品 計画 が 中 期 経営 計画 で 
掲げ た 使命 の 一 つ だ 。 無印 良品 の 商品 や 
サー ビス を 展開 し な が ら も 人 々 と の コミ 
ュ ニ ケー ショ ン か ら ニ ー ズ を 掘り 起こ 
し 、 ま さき に “ 士 着 化 " を 進め る 東京 有明 。 
「 単 に 商品 を 売っ て いる だ け で は 、 こ れ 
か ら 先 の 成長 戦略 は 描け な い 。 地 元 に 根 
づい た 新しい 無印 良品 の 姿 を 、 地 域 の 人 
や 自治 体 と 一 緒 に 考え な が ら つ くっ て い 
きた い ]」 と 松橋 氏 は 話す 。 
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無印 良品 港南 台 パ ー ズ 」 


生鮮 分 野 に 本 格 参入 、 調 理 実演 や 移動 販売 も 


地下 1 階 の キッ チン カウ ンタ ー で 、 毎 日 2 回 、 調 理 の デモ ンス トレ ーション を 実施 。 そ の 様子 を Instagram で ライ ブ 配信 し て いる 


2021 年 春 、 横 浜 市 の JR 港南 台 駅 前 に 
ある 商業 施設 「 港 南台 パー ズ 」 に 、 無印 
良品 の 新店 舗 が オー プン し た 。 地 下 1 階 
に は スー パー マー ケッ ト な ど 食 材 を 扱う 
エリ ア が 広がり 、 大 き な キ ッ チ ンカ ウン 
ター で は 毎日 、 販 売 す る 食材 を 使っ た 調 
理 の デモ ンス トレ ーション を 実施 。 食 を 
中 心 に 、“ 第 二 創 業 " を 掲げ る 中 期 経営 計 
画 で も 明示 きれ た 、 地 域 の 活性 化 や 課題 
解決 に 取り 組む 新 タ イプ の 無印 良品 だ 。 

「 無 印 良品 港南 台 パ ー ズ (以下 、 港南 
台 パ ー ズ 店 ) 」 は 、21 年 4 月 に 生活 在 貨 
や 衣料 品 な ど を 扱う 1 階 の フロ ア を 、5 月 
に 食品 を 扱う 地下 1 階 の フロ ア を オー プ 
ン し た 。 2 フロ ア で 合計 約 5000 平方 メー 


(写真 名 児 耶 洋 ) 
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の の まみ テン 


トル の 店 舗 は 、 関 東 地方 の 無印 良品 で 最 
大 と な る 。 そ の 広 さ を 生か し 、 無 印 良品 
の 商品 を ほほ フル ライ ン ア ッ プ で 取り そ 
ろ え る 。 

港南 台 バ ー ズ 店 の 大 き な 特 徴 が 、 関 東 
地方 初 と な る 「“ 食 " の 大 型 専門 売り 場 」 
に ある 。 地下 1 階 に は 、 ス ー パ ー マ ー ケ 
ッ ト を 中 心 に 食品 売り 場 が 広がっ て お 
り 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の クイ ー ン ズ 伊 
勢 丹 と 、 築 地 に 本 社 を 置き 鮮魚 を 扱う 中 
鳥 水産 (東京 ・ 中 央 ) と の 協 挟 フロ ア に 
な っ て いる 。 


品 と ミッ クス し た 売り 場 づ くり 
港南 台 パ ー ズ 店 で は 、2 社 と の 協業 に 





よっ て 食材 を 本 格 的 に 扱う こと に 成功 。 
無印 良品 だ け で は 難し か っ た 売り 場 づ 
くり を 実現 し て いる 。 例 えば 、 節分 や 父 
の 日 、 土 用 の 葵 (うし ) の 日 と いっ た 季 
節 ご と の 行事 な ど に 合わ せ て 、 食 品 と 生 
活 雑 貨 を ミッ クス し た 販促 が 可能 に な 
っ た 。 

21 年 6 月 に は 、 梅 の 収穫 時 期 に 合わ せ 
て 概 酒 づく り を テー マ に 特別 コー ナー を 
設け た 。 梅 を 漬け る 無印 良品 の ガラ ス の 
容器 と 共に 、 神 奈川 県 や 和歌 山県 な どの 
きま ざま な 産地 の 梅 、 氷 砂 精 と いっ た 食 
材 を 並べ て 販売 し た 。 こ の 期間 、 果 実 酒 
用 の ガラ ス の 容器 は 、 全 国 の 無印 良品 の 
店 舗 の 中 で 港南 台 バ パー ズ 店 で 最も 数 が 売 


れ た と いう 。 ほ か に も 、 無 印 良品 の 人 気 
商品 と し て 知ら れる レト ルト カレ ー と 、 
タイ ー ン ズ 偽 勢 丹 で 販売 する レト ルト 
カレ ー を 一 緒 に 販売 する 「 夏 の カレ ー 祭 
り 。」 も 人 気 だ っ た 。 

無印 良品 が 本 格 的 に 食分 野 を 強化 し 
た 例 と し て 、18 年 3 月 オー プン の 「 無 印 
良品 イオ ン モ ー ル 堺 北花田 」 (大 阪 府 堺 
市 )、19 年 11 月 オー プン の 「 無 印 良品 
京都 山科 」 (京都 市 ) の 2 店 舗 が ある 。3 
店 舗 目 と な る 港南 人 台 パ ー ズ 店 は 、 無 印 良 
品 の 食べ へ の 取り 組み を さら に 発展 させ る 
役割 を 担っ て いる 。 


神奈 川 県 産 の 食材 や 足柄 和牛 も 


港南 台 バ ー ズ 店 は 、「 地 産地 消 ] に カ 
を 入れ る 。 地元 で 生産 し た も の を 地元 で 
消費 し よう と いう 考え 方 だ 。 食品 売り 場 
に は 、 神 奈川 県 で 取れ た 野菜 や 横須賀 や 
江の島 か ら 直 送 し た 鮮魚 、 神 奈川 県 の 銘 
柄 生 で ある 走 柄 生 が 並ぶ 

総業 コー ナー に も 足柄 邊 を 使っ た 弁当 
や メン チカ ツ が 並ぶ ほか 、 地 元 の アル コ 
ー ル 類 も 多数 用 意 す る な ど 、 商 品 の 3 害 
以上 を 神奈 川 県 産 に する こと を 目指 し て 
いる 。 

港南 吾 バー ズ が ある 港南 台 駅 周辺 に 
は 、「 相 鉄 ロ ー ゼ ン ] や 「 イ オン フー ドス 
タイ ル 」| な どの スー パー マー ケッ ト が あ 
る 。 港 南台 パ ー ズ 店 は 、 単 に 価格 の 安さ 
を 追求 する の で は な く 、 地 産地 消 を 軸 
に 、 品 質 が 高く 、 商 品 情報 が 明確 な 食材 
を 扱う の が 特徴 だ 。 

店 内 の 通路 は 、 近 陸 の スー パー マー ケ 
ッ ト と 比較 し て も 広く ゆとり が ある 。 こ 
こ に は 、 六 客 に 商品 を じっくり 見 て も ら 
うと いう 意図 が ある 。「 品 質 や 価格 を 確 
か め て いた だ き な が ら 、 広 い ス ペー ス で 
ゆっ た り 買 い 物 を し て も らい た い 。 港南 
台 パ ー ズ 店 が 、『 わ け の ある も の 」 を 販 





神奈川 産 の 野菜 や 魚 
充実 し て いる 


魚 、 神 奈川 の : 


Sa 


銘柄 


ジ 『 
の ホル モン や 総菜 、 地 元 の 日 本 酒 、 ク ラフ トビ ー ル も 
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回 *nopーtcts 


ni 
回 キッ チン カウ ンタ ー で 重 2 回 、 放 の 実演 を 行う Instagram の ライ ブ 配 信 や 、 店 内 に 約 20 
機 ある モニ タ し 出す 回 キッ チン カウ ンタ ー 脇 に は その 日 の レシ ピ を 大 きく 掲示 し て いる 。 こ の 
日 の 「 本 日 の レシ ピ ] は 「 牛 肉 の カレ ー し ぐれ 煮 」 
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売 し て いる と 実感 し て も ら え た ら 」 ( 良 
品 計画 営業 本 部 横浜 南 事 業 部 長 三品 
正洋 氏 ) 


毎日 2 ク 回 イン スタ ライ ブ を 開催 


食 に 力 を 入れ る 港南 台 バ ー ズ 店 の 象徴 
的 な 場所 が 、 地 下 1 階 に ある 大 き な キ ッ 
チン カウ ンタ ー だ 。 キ ッ チ ンカ ウン ター 
は 、 無 印 良品 イオ ン モ ー ル 堺 北花田 や 
無印 良品 京都 山科 に も ある が 、 無 印 良 
唱 初 と な る 港南 台 バ ー ズ 店 独自 の 取り 組 
み が 、 毎 日 午前 11 時 、12 時 の 2 回 、 こ 
の キッ チン カウ ンタ ー を 舞台 に 行う ライ 
プ 配 信 だ 。 

その 日 の お 廊 め レシ ピ を 実際 に 調理 す 
る デモ ンス トレ ーション の ライ ブ 喘 像 
は 、Instagram に 加え 、 店 内 に 20 ほ ど 
ある モニ ター に も 喘 し 出す 。 も ちろ ん 、 
実際 に キッ チン カウ ンタ ー を 訪れ 、 調 理 
の 様子 を 間近 に 眺め る こと も で きる 。 

港南 台 バ ー ズ 店 が 目指 す の は 、 大 き な 
売り 場 で 食材 を 販売 する だ け で な く 、 食 
材 の 背景 や 調理 法 を 含め て 深く 伝え る こ 
と 。 ほ か に も 、 食 材 の 生産 者 を 招 いた イ 
ペ ベント を 実施 する な ど 、 キ ッ チ ンカ ウン 
ター や 店 舗 を 、 生 産 者 と 住民 が 交流 する 
場 と 位置 付け て いる 。 


地域 の 人 の 「 お 困り ご と 」 を 探る 


港南 台 バ ー ズ 店 が 大 き な 食品 売り 場 を 
設け た の は 、 そ れ が この 土地 に 暮らす 
人 々 の 要望 と し て 大 きか っ た た め だ 。 オ 
ー プ ン 前 の 20 年 10 月 ご どろ か ら 、 三 品 氏 
は 近 陸 の きま ざま な 場所 を 訪れ 、 聞 き 込 
み を 重ね た 。 そ こ で 見 えて きた の が 、 以 
前 、 港 南台 バー ズ に あっ た 高島 屋 港南 台 
店 に 代わ る 、 質 の 高い 食品 を 扱う 店 に 対 
する ニー ズ だ っ た 。 

聞き 込み か ら 分 か っ た 地域 の 「 お 困り 
ご と 」 は ほか に も あっ た 。 そ れ が 、 近 陸 


に ある 大 規模 団地 の 高齢 化 問題 だ 。 店 舗 
か ら 徒歩 痴 内 に ある 「 野 庭 (の ば ) 団地 
は 横浜 市 内 最大 級 の 団地 で 、 建 設 開始 
か ら 50 年 が 経過 。 住 民 の 高齢 化 が 進み 、 
高低 差 が 大 きい 道 を 徒歩 で 駅 前 まで 買い 
物 に 出かけ る の が 困難 な 買い 物 弱 者 が 多 
く 生 まれ て いた 。 

そこ で 、 港 南台 バー ズ 店 は 週 に 1 回 、 
ミニ バン で 野 庭 団地 を 訪れ 、 出 張 販売 を 
行っ て いる 。 開始 当初 は 、 無 印 良品 の 商 
品 だ け を 販売 し て いた が 、「 こ の 菓子 が 
欲し い ] な どの 住民 の リク エス ト を 受け 
付け 、 ニ ー ズ に 合致 する 商品 ライ ン ア ッ 
プ に 変え つつ ある 。 

出張 販売 は 野 庭 団地 の 人 々 に 好評 で 、 
「 ま ず は サー ビス の 提供 を 優先 し て いる 
が 、 今 後 は 順次 、 収 支 も 見 合う よう に 改 
普 し て いき た い ] (三品 氏 ) と いう 。 


自治 体 と 連携 し 地域 課題 を 解決 


21 年 5 月 、 港 南台 パー ズ 店 の オー プン 
に 合わ せ て 、 銀 品 計画 は 横浜 市 と 「" 感 
じ 良 い 幕 らし と 社会 の 実現 に 向け た 包 
括 連 携 協定 ] を 結ん だ 。 収益 性 を 維持 し 
な が ら 、 地 域 の 人 々 の 役に立つ 地域 審 着 
型 店 舗 の 新た な モデ ルケ ー ス が 、 こ の 港 
南台 パー ズ 店 な の だ 。 


左 / 良 品 計画 営業 本 部 横 
浜 南 事業 部 長 三品 正洋 氏 
右 高 齢 化 が 進む お 野 庭 団 
地 に 出張 販売 。 消 費 者 と の 
対話 を 通じ て 品ぞろえ を 更 
新 し て いく (画像 提供 / 良 
品 計 画 ) 


= 





地下 1 隊 の 食品 売り 場 は 、 ク イー ンズ 伊勢 及 や 中 人 水産 と の 協業 で 実現 し 


無印 良品 で は 、 地 域 の 問題 解決 を 含め 
た 出店 が 相次ぐ 。20 年 に オー プン し た 
新潟 県 上 越 市 の 直江 津 店 は 、 地 域 活性 化 
に 向け た 包括 連携 に 関す る 協定 を 上 越 市 
な ど と 締結 。 福 鳥 県 浪江 町 や 千葉 県 鴨川 
市 で は 道 の 駅 に 出店 し 、 山 形 県 酒田 市 の 
「 く らし ラボ 酒田 ] な ど 複数 の 店 舗 で 出 
張 販売 を 実施 し て いる 。 “第 二 創 業 " で 目 


指す 、 地 域 に 根差し た コミ ュ ニ ティ ー セ 
ンタ ー の よう な 店 舗 づ くり は 、 着 実に 進 
ん で いる 。 

「 横 浜 市 南部 は 高齢 化 が 進む な など 、 こ 
ん な 都会 で も 、 た くさ ん の お 困り ご と が 
ある 。 こ うし た 問題 を 一 つ ひ と ひつ 解決 
し 、 今 後 、 全 国 に 広げ て いき た い 」 ( 三 
晶 氏 ) 
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「 無 印 良 品 道 の 駅 な みえ 」 


復興 ・ 浪 江 の 中 心 に 無印 あり 、 道 の 駅 に 出店 し 来場 者 20 % 増 に 





四 2020 年 8 月 に オー プン し た 商業 施設 「 道 の 駅 な みえ ] の 中 に 無印 良品 の 店 舗 が ある (写真 提供 良品 
計画 ) 回 無印 良品 の 店 舗 に は 、 も と も と コン ビニ が 入る 予定 だ っ た 回 店 内 の 様子 。 日 用 品 や 衣類 な 
ど を 主 に 販売 し て いる 。 無印 良品 の 標準 的 な 店 舗 で の 取り 扱い アイ テム 数 は 約 7500 アイ テム だ が 、 道 
の 駅 な みえ で は 約 400 アイ テム を 置い て いる 。 無 印 良品 の 店 舗 で は 小さ い 部 類 に な る 回 カレ ー や バウ 
ムク ー ヘ ン と いっ た 無印 食品 な ら で は の 食品 も 人 気 回 住民 の 要望 を 貼る 伝言 板 回 地元 日 本 酒 の 酒 提 
(さか だ る ) を 商品 の 陳列 に 活用 騙 廃 校 に な っ た 小学 校 か ら 譲り 受け た 椅子 と 机 が あり 懐か し い 思い も 


(回 回 回 四 罰 の 写真 提供 良品 計画 ) 
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全国 の さまざま な 地域 に 無印 良品 の 店 
舗 を 出店 し よう と 計画 し て いる 良品 計画 
に と っ て 、 地 域 の 課題 を 解決 し 、 地 域 を 
活性 化 き せな けれ ば 、「 第 二 創 業 ] に は 
つなが ら ず 、 今 後 は 先細り に な る だ ろ 
う 。 こ うし た 状況 を 解消 し よう と し た 好 
例 が 、 福 島 県 浪江 町 に ある 道 の 駅 に 出店 
し た プロ ジェ クト だ 。 

福島 県 浪江 町 は 、2011 年 の 東日本 大 震 
炎 で 発生 し た 福島 第 一 原子 力 発電 所 事故 
の 影響 で 、 全 住民 が 避難 を 余儀 な くさ れ 
た 。 19 年 に 一 部 エリ ア の 避 難 指示 が 解除 
され 、 住 民 は 次 第 に 戻り つつ ある 。 食品 
スー パー や 飲食 店 、 病 院 や 警 欠 ・ 消 防 と 
いっ た イン フラ も 整い 、 事 故 前 に いた 約 
2 万 1000 人 の 住民 の うち 、21 年 8 月 末 ま 
で に 約 1700 人 が 戻っ て き て いる 。 浪江 
町 の 面積 の 約 7 割 が まだ 帰 避 が 困難 な エ 
リア だ が 、 今 後に 期待 が か か り そ う だ 。 

浪江 町 の 復興 計画 の 一 環 で 、20 年 8 月 
に オー プン し た 商業 施設 が 「 道 の 駅 な み 
え 」 だ 。 一 般 社団 法人 まち づく りな みえ 
が 運営 。 地元 の 野菜 や 海産 物 、 日 本 酒 な 
ど を 販売 する ほか 、「 な みえ 焼 そば 」 「 し 
ら す 丼 」 と いっ た ご 当地 グル メ も 味わえ 
る 。 国道 6 号線 と 国道 114 号 が 交差 する 
場所 に あり 、 以 前 は 田 ん ほ だ っ た 土地 を 
造成 。 浪江 町 の 復興 の シン ボル と 位置 付 
けた 。 

復興 を 支援 する た め 、 良 品 計画 は 肖 江 
町 と 20 年 に 連携 協定 を 締結 。 無 印 良品 
の 店 舗 を 出店 する な ど 、 地 域 振興 や 復 尋 
促進 、 産 業 ・ 観 光 振興 な どの 分 野 で 協力 
する と し た 。 江 町 が 活用 する 総務 省 の 
地域 活性 化 プ ログ ラム [地域 お こし 企業 
人 ] 制度 (21 年 度 か ら 「 地 域 活性 化 企業 
人 に 名 称 変更 ) より 、 良 品 計画 の 社員 
1 人 を 浪 江 町 役場 に 21 年 2 月 に 派遣 。 店 
舗 運 営 の 支援 の ほか 、 地 域 産品 の 販路 拡 
大 や 認知 度 向上 な ど を 目指 し た 。 そ し て 


21 年 3 月 に 新店 舗 [無印 良 品 道 の 駅 な み 
え 」 を フラ ンチ ャ イズ 形式 で 出店 し た 。 

「 単 に 観光 客 を 呼び 込む た め だ け で な 
く 、 帰 量 し た 住民 が 集まる 場所 を つく 
り 、 住 民 の 生活 を 支援 する こと も 道 の 駅 
な みえ の 目的 だ っ た 。 そ こ で 無印 良品 の 
商品 力 や プラ ンド カ に 注目 し 、 道 の 駅 な 
みえ だ け で は 用 意 し に くい 商品 を 販売 
する よう に し た 。 無印 良品 の 出店 後 、 道 
の 駅 な みえ の 来場 者 数 は 約 2 割増 に な っ 
た 。 親子 連れ や 30 一 40 代 の 女性 が 来る 
よう に な り 、 隣 町 か ら 訪れ る 人 も いる ]」 
と 江 町 役場 産業 振興 課 商工 労働 係 副 主 
査 の 大 柿 光史 氏 は 話す 。 


廃校 に な っ た 小学 校 の 黒板 を 伝言 板 に 


無印 良品 の 店 舗 と し て は 小 規模 な 部 類 
に な る だ ろう 。 入る と すぐ 右 に 小さ な 黒 
板 が あり 、 来 店 客 が 自分 の 要望 を 付箋 に 
書い て 、 伝言板 の よ うに 貼れ る よう に し 
て いる 。 こ ん な 商品 が 欲し い 、 こ ん な 商 
唱 を 仕入れ て くだ さい 、 と いっ た 内 容 が 
書か れ た 付箋 に は 「 今 後 、 仕 入れ ます 」 
な ど 店 員 が 書い た 付 美 が 重ね て 貼ら れ て 
いた 。 そ の 黒板 は 廃校 に な っ た 浪江 町 の 
小学 校 か ら 議 り 受け た も の 。 そ の 場 で 付 
美 に 書け る よう に 店 内 に 置い た 小さ な 机 


と 椅子 も 、 小 学校 に あっ た も の を 生か し 
た 。 住民 に と っ て は 懐か し い 思 い に な り 
そう だ 。 ほ か に も 、 地 元 日 本 酒 の 酒 梅 
(きか だ る ) を 商品 の 陳列 に 利用 する な 
ど 、 江 町 に ある 店 舗 な ら で は の 内 装 の 
工夫 が 随所 に ある 。 

良品 計画 に と っ て は 、「 感 じ 良 いく ら 
し と 社会 」 の 実現 を 目指 し 、 各 自治 体 や 
住民 が 主役 と な り 、 良 品 計画 が 巻き 込ま 
れる 形 で 地域 を 活性 化し て いく さま ざま 
な 取り 組み の 一 環 。 道 の 駅 と し て は 初 の 





店 舗 に な る 。 一 方 、 汎 江 町 に と っ て は 、 
帰 避 し た 住民 の 生活 を 支え を て ほし いと い 
う 願 刻 が あっ た 。 無印 良品 が 扱う 衣料 品 
や 日 用 品 、 文 具 と いっ た 商品 を 販売 する 
店 舗 が 、 当 時 の 浪江 町 に は ほとん ど な か 
っ た か ら だ 。 

な ぜ 無 印 良品 を 選ん だ の か 。 良品 計 
画 と 協定 を 結ぶ 前 、 大 柿 氏 は 千葉 県 
鴨川 市 に ある 「 里 の MUJI みん な み の 
里 」 (以下 、 み ん な み の 星 ) を 視察 し た 
と いう 。 ここ は 無印 良品 の 店 舗 の ほか 、 
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回 「 里 の MUJI みん な み の 里 ] に は 無印 良品 の 店 舗 
の ほか 、「 Cafe&Meal MUJI」、 地 元 の 農産 物 な 
どの 販売 所 も ある 回 みん な み の 里 も 住民 が 集 ま 
る 地域 の "ハブ" と し て 重視 され て いる 





「Cafe&Meal MUII」、 地 元 の 農産 物 な 
どの 販売 所 も ある 、 今 まで の 無印 良品 と 
は 異な る 商業 施設 だ 。 地 元 の 交流 を 生み 
だ し 地域 課題 を 解決 する 拠点 と し て 、17 
年 に 良品 計画 と 鴨川 市 が 協定 を 締結 。 同 
施設 を オー プン し た と ころ 、 今 で は 多く 
の 来場 者 で に ぎわ っ て いる 。 

「 コ ン ビ ニ が 入居 する 計画 が 白紙 に な 
り 、 方 向 転換 を 迫 ら れ た 。 そ ん な と き 、 
みん な み の 里 の 成功 例 を 聞い て 訪問 し 
た 。 道 の 駅 で は な い が 、 地 域 の 活性 化 と 
いう 目指 す 方 向 性 は 、 道 の 駅 な みえ と 同 
じ 。 無印 良品 の た め と いう より 、 住 民 の 
た め に 多く の 施策 を 行っ て いる 印象 が あ 
り 、 そ うし た 姿勢 を 高く 評価 し た 」 (大 
柿 氏 ) 


(回 回 皿 中 の 写真 提供 良品 計画 ) 
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無印 良品 を 住民 の 出会い の きっ か け に 


道 の 駅 な みえ は 、 良 品 計画 の ソー シャ 
ル グ ッ ド 事 業 部 が 担当 し た プロ ジェ クト 
だ 。 同 事業 部 は 18 年 に 発足 。 地域 と の 関 
係 性 を より 深め る こと で 、 無印 良品 の 出 
店 を 推進 し て いる 。 単に 商圏 の 人 口 だ け 
を 見 て 出店 し よう と し て も 、 高 齢 化 や 人 
日 減少 で 出店 候補 地 は どん どん 少な く な 
る だ ろう 。 そこ で 各地 域 の 課題 を 解決 し 、 
地域 を 活性 化す る こと で 出店 に つなげ る 
よう に し た 。 み ん な み の 里 も ソー シャ ル 
グッ ド 事 業 部 が 手がけ た 事例 だ っ た 。 

「 み ん な み の 里 は 、 店 舗 と いう より 
人 々 が 集まる 地域 の "ハブ プ " と し て 機能 
し て いる 。 地域 が 活性 化し な いと 、 将 来 
は 先細り に な る 。 そ こ で 人 と 人 と の 関 
係 、 人 と も の 、 人 と 自然 と いっ た 、 さ きま 
ざま な 関係 性 を 提 え 直し 、 地 域 に 貢献 で 
きる 商業 施設 に し た 」 と 話す の は 、 道 の 
駅 な みえ の 開発 に も 携わり 、 か つて 執行 
役員 ソー シャ ル グ ッ ド 事 業 部 長 だ っ た 生 
明弘 好 氏 だ (9 月 か ら 執 行 役員 千葉 ・ 会 
津 事業 部 長 )。 い まや 都心 や 地域 に か か 
わら ず 、 無 印 良品 の 各店 舗 は 地域 の 課題 
を 解決 し よう と 同様 に 行動 し て いる 。 ソ 
ー シ ャ ル グ ッ ド 事 業 部 は 、 そ れ ら の 先駆 
け と な る 存在 と いえ る 。 

道 の 駅 な みえ に 出店 する 際 、 社 内 か ら 
不安 の 声 も あっ た と いう 。 浪 江 町 の 人 品 
は まだ 少な く 、 決 し て 大 き な マ ー ケ ッ ト 
で は な い 。 た だ 、 周 辺 地 域 に 大 規模 な 店 
舘 が ほとん ど な い た め 、 チ ャ ンス が ある 
の で は と 判断 。 地元 の ニー ズ を 踏ま えて 
品ぞろえ を 衣料 品 や 日 用 品 、 文 具 に 絞り 
込ん だ 。 無印 良品 で 人 気 の カ レー や バウ 
ムク ー ヘ ン な ども 置い た 。 販売 施策 が 当 
た り 、 こ れ ら を 購入 する た め 出 店 後 は 半 
径 30 キロ メー トル の エリ ア か ら も 来店 
客 が いる ほど 。 道 の 駅 な みえ 自体 が 、 か 


つて の 知り 合い に 会 え を る 、 い わ ば コミ ュ 
ニニ ティー センター の よう な 場所 だ け に 、 
無印 良品 の 店 舗 が 出会い の きっ か け に な 
る な ら 、 単 に 商品 を 販売 する 以上 に 重要 
な 存在 と いえ る に 人 違 いな い 。 

浪江 町 に 派遣 され 、 店 舗 運 営 や 地域 の 
活性 化 を 支援 し て いる 良品 計画 の 社員 が 
「 温 江 町 地域 お こし 企業 人 ] の 肩書 を 持つ 
佐々 木 陽子 氏 だ 。 着 任 早々 、 地 元 の 人 を 
紹介 し て も ら う な ど 、 地域 に 根差し 、 課 
題 を 聞き な が ら 、 解 決 和 葉 を 一 緒 に な っ て 
考え て きた 。 無印 良品 の 品ぞろえ で 対応 
する だ け で な く 、 地 元 の 産品 が 販路 で 困 
っ て いる 場合 が あれ ば 、 東 京 の 無印 良品 
の 店 舗 で 売れ な いか な ど と 出口 を 探っ て 
いく 。 佐々 木 氏 は 「 浪 江 町 の た め に 何 が 
で きる か を 考え 、 地 域 の 人 た ちと 会 話 を 
し な が ら 、 自 由 に 行動 きせ て も ら っ て い 
る 」 と いう 。 地 元 に 溶け 込む た め 、 住 民 
の ラジ オ 体 操 に も 参加 し て いる そう だ 。 

地域 の 活性 化 を 推進 する 際 、 良 品 計 
画 の 社員 は 「 相 手 を 巻き 込む ] で は な く 、 
「 無 印 良 品 が 巻き 込ま れる 」 と いう 言い 
方 を する 。「 巻 き 込む ] と する と 良品 計 
画 が 「 主 」 で 、 巻 き 込 まれ る 対象 が 「 従 」 
と な り 、 押 し つけ に な っ た り 、 主 が いな 
く な る と 取り 組み が 継続 し な く な っ た り 
する 可能 性 が ある た め だ 。「 感 じ 良 いく 
らし と 社会 ] を 実現 する に は 、 各 自治 体 
や 住民 が 主役 と な り 、 そ れ に 無印 良品 が 
巻き 込ま れる 形 で 取り 組み を 進め る よう 
に し て いる 。「 一 緒 に つく り 上 げ て いく 」 
と いう 意味 で 、「 巻 き 込 まれ る 」 と いう 
表現 を 使用 し て いる と いう 。 地域 に と っ 
て 良品 計画 は 、 い わ ば 「 よ そ 者 」 に すぎ 
な い だ ろ う 。 だ か ら こ そ 、 巻 き 込 まれ る 
と いう 姿勢 を 重視 し て いる よう だ 。 こ の 
バラ ンス が 、 さ ま ざ ま な イベ ント を 積極 
的 に 仕掛 け て “巻き 込 も やう" と する 他社 
に は 、 ま ね で き な い 点 だ 。 






21 年 9 月 4 日 の 土曜 日 に は 、 防 災 の た 
め の ワ ー ク ショ ッ プ を 道 の 駅 な みえ に あ 

会 議 室 で 実施 し た 。 江 町 役場 が 防災 
の イベ ント を 考え て お り 、 佐 々 木 氏 が 手 
伝っ た 格好 だ 。9 月 1 日 の 防災 の 日 に 絡 
め て ハザード マッ プ を 示し た り 細 芝 居 を 
行っ た り し て 、 住民 な ど 数 十 人 が 集まっ 
た 。 無印 良品 の 店 舗 で も 防災 グッ ズ を 置 
いて いる が 、 販 促 が 目的 で は な い 。 面白 
い イ ベン ト が あれ ば 、 さ ら に 多く の 人 が 
集まり 、 人 と 人 を つなげ る こと が で きる 
か ら だ 。「 今 後 、 も ちっ と ワー クシ ョ ッ プ 
を や っ て いき た い 」 と 佐々 木 氏 は 言う 。 

新しい 体制 に 当たり 、9 月 か ら 執 行 役 
員 ソ ー シ ャ ル グ ッ ド 事 業 部 長 に 就任 し た 
河村 玲 氏 は 、 次 の よう に 話す 。「 店 舗 を 
し っ か り と 経営 し 地域 課題 を 理解 し て 役 
に 立っ て いく こと を ペー ス に 、 イ ノ ベ ー 
ショ ン を 実現 し 、 無 印 良品 の 価値 を 最大 
に し て いく 。 環境 負荷 、 地 域 活性 化 、 街 
づく り と いっ た 18 年 か ら 3 年 や っ て き 
た 方 向 性 を きら に 押し 進め る 。 大 き な 社 
会 課題 は 変わ ら な い が 、 地 域 で の 課題 は 
違う 。 我 々 が 役に立て る こと は 何 か を 判 
断 し な が ら 進 め た い 」 





皿 人 が 集まれ ば 、 無印 良品 の 店 舗 を 知っ て も ら う きっ か け に な る 田 道 の 駅 な みえ に は 、 土 産 売り 場 や ヤフー 
ドコ ー ト な ども ある 。 地元 の 産品 を 購入 で き 、 ご 当地 グル メ も 味わえ る 。 観光 客 だ け で な く 住 民 も 訪れ る 場 
所 だ 回 執行 役員 ソー シャ ル グ ッ ド 事 業 部 長 と し て 道 の 駅 な みえ の プロ ジェ クト に 携わっ た 生 明 弘 好 氏 (9 
月 か ら 執行 役員 千葉 ・ 会 津 事業 部 長 ) 中 9 月 か ら 執行 役員 ソー シャ ル グ ッ ド 事 業 部 長 に 就任 し た 河村 麗 氏 

(中田 の 写真 丸 毛 ) 
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「 無 印 良 品 東武 動物 公園 駅 前 」 


「 暮 らし の 編集 学校 ] で 地域 の 課題 を 発掘 、 解 決 で きる 人 材 を 育成 


東武 動物 公園 駅 (埼玉 県 宮代 町 ) の 西口 に ある [無印 良品 東武 動 物 公園 駅 前 」。 


で 出店 






we 
左 か ら 、 無印 良品 東武 動物 公園 駅 前 の 店 長 、 松 崎 
隼人 氏 と 、 つ な ぐ ば 家 守 舎 社長 の 小嶋 直 氏 
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「 土 着 化 ] を 進め る 良品 計画 に と っ て 、 
重要 な 役職 が 「 コ ミュ ニテ ィ マ ネー ジャ 
ー」 だ 。 地 域 に 溶け 込ん で コミ ュ ニ ティ 
ー を つく り 、 地 域 の さま ざま な 課題 を 地 
元 の 人 た ちと 一 緒 に な っ て 考え て 解決 し 
て いく こと が 役目 と いえ る 。 地元 の 状況 
を 探索 する と いう 意味 で は 、 マ ー ケ ティ 
ング 活動 の 一 環 と いえ る か も し れ な い 。 
だ が 、 人 口 や 男女 比 、 年 齢 構成 や 職業 と 
いっ た マー ケティング デー タ だ け で 地域 
を 提 え ず 、 地 元 の 人 た ちと の 交流 を 重視 
する 姿勢 は 、 ほ か の 小売 店 に は 見 られ な 
い だ ろ う 。 地域 が 活性 化し な けれ ば 、 無 
印 良品 の 店 舗 戦略 に も 未来 は な い 。 既存 
の “売れ る 地域 " に 出店 する の で は な く 、 
地域 を 活性 化す る こと で “売れ る 地域 " 


東武 スト ア が 運営 する スー パー マー ケッ ト 「 東 武 スト ア 東武 動物 公園 前 店 ] と の 協業 





を つく り 出 し て いく わけ だ 。 

コミ ュ ニ ティ マネ ー ジ ャ ー を 育成 する 
に は どう する べき か 。 人 と 人 の 交流 が ポ 
イン ト に な る だ け に 、 教 科 書 で 学ぶ だ け 
で は 分 か り に くい 。 こ の と き 役 立つ の 
が 、 良 品 計画 が 2018 年 か ら 開催 し て い 
る 「 暮 らし の 編集 学校 ] と 呼 記 新 し い 研 
修 プ ログ ラム だ ろう 。 コ ミュ ニテ ィ マ ネ 
ー ジ ャ ー の 育成 だ け を 狙っ た 研修 で は な 
い が 、 地 域 の 課題 を 発掘 し 、 解 決 で きる 
人 材 の 育成 に 活用 し て いる 。 愉 体 的 に 何 
を 行っ て いる か を 、21 年 9 月 16 日 に オ 
ー プ ン し た 「 無 印 良品 東武 動物 公園 駅 
前 ] の 例 で 見 て みよ う 。 東武 スト ア ( 東 
京 ・ 板 橋 ) が 運営 する スー パー マー ケッ 
ト 「 東 武 スト ア 東武 動物 公園 駅 前 店 ]」 と 








協業 し て 出店 し た ケー ス で 、 地 元 の 埼玉 
県 宮代 町 や 隣接 する 杉戸 町 と いっ た 地域 
の 活性 化 に つなが る 店 舗 を 目指 し た 。 


合宿 る 行い 、 地 域 の 理解 に 努め る 


暮らし の 編集 学校 は 「 最 良 の 生活 者 を 
探求 する ] と いう 無印 良品 の 感性 を 持っ 
て 地域 の 暮らし と 社会 を 結び 付け 、 同 社 
が 表現 する “暮らし の 編集 者 " の 育成 が 
狙い 。 座 学 に よる 研修 プロ グラ ム で は な 
く 、 実 際 の 出店 時 に 開催 する 場合 が ほ と 
ん ど 。 出 店 を 前 提 に 地域 の 人 と 交流 する 
た め 、 実 践 的 で 生き た コミ ュ ニ ティ ー づ 
くり を 学べ る 。 該 当 する 店 舗 ス タッ フ 以 
外 に 、 多 く の 社 員 が 自主 的 に 参加 。 岐 息 
市 柳ケ瀬 や 山形 県 酒田 市 、 新潟 県 直江 津 


市 に お ける 出店 時 に 開催 し て 事前 に 地元 
の 課題 を つか み 、 店 舗 の 品ぞろえ や サー 
ビス に 反映 させ て きた 。 

4 回 目 の 今回 は 、 東 武 動物 公園 駅 前 の 
出店 に 先立つ 20 年 秋 に 開催 。 社 内 公募 
で 集まっ た 良品 計画 の 社員 に 加え て 東武 
鉄道 や 東武 スト ア の 社員 、 宮 代 町 役場 の 
職員 の 合計 22 人 が 参加 。 地 元 で コミ ュ 
ニテ ィ ー を 運営 する 人 の 指導 も 受け 、 チ 
ー ム に 分 か れ て 現地 の 視察 や ワー クシ ョ 
ッ プ な ど を 重ね た 。 

こう し た 活動 の 背景 に は 、 地 域 の コミ 
ユニ ティ ー デ ザイ ナー の 存在 が 大 きい 。 
例え ば 、 シ ェ ア ア トリ エ 「 つ な ぐ ば ぱ ば] を 
運営 する 、 つ な ぐ ぱ 家 守 舎 (埼玉 県 草加 
市 ) 社長 の 小 内 直 氏 も 、 そ の 1 人 だ 。 研 


東 起動 物 公園 駅 の 出店 プロ 
ジェ クト に 先立っ て 行わ れ 
た 「 暮 らし の 編集 学校 ] の 欄 
子 。3 チ ー ム に 分 か れ た メ 
ン バ ー た ち は 地 域 の さま ざ 
な 場所 に 出かけ 、 人 に 会 い 、 
合宿 も 行い な が ら 地域 を 理 
解 し 、 課 題 を 解決 し よう と 


修 の 講師 と し て 地域 の 光 力 を 伝え た り 、 
地域 で 活躍 する 人 を 紹介 し た り し た 。 地 
域 の 人 か ら は 「 毎 日 の よう に 地域 を 訪 
れ 、 地 域 に 根 碁 そ うと 熱心 に 活動 する 良 
品 計画 の 姿勢 に 共感 し た 」 と 話す 声 が あ 
っ た ほど 。 そ れ だ け 地 域 か ら の 信頼 感 は 
強い よう だ 。 

東武 鉄道 か ら 研修 に 参加 し た 、 生 活 サ 
ービス 創造 本 部 まち づく り 推 進 統括 部 大 
規模 開発 担当 主任 の 長妻 治 輝 氏 は 、「 た 
くさ ん の 時 間 を か け て 地域 を 知り 、 本 当 
に 必要 な サー ビス は 何 か を 考え る と いう 
姿勢 は 参考 に な っ た 」 と 話す 。 研修 で は 、 
良家 を 訪問 し て 稲刈り を 体験 し た こと も 
あっ た と いう 。 

地域 の 理解 に 努め 、 合 宿 も し な が ら 地 
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四 皿 「 み ん な の 広場 ] で は 、 マ ル シ ェ を 了 開催 する な ど 地域 の イベ ント の 場 に な る 。 沿線 の 人 も 含め 、 さ ま ざ ま な 交流 の きっ か 


域 の 課題 を 発見 し 、 最 終 的 に は 解決 策 と 
し て 無印 良品 の 店 舗 が 役立つ た め の 事業 
プラ ン を 討議 。20 年 11 月 に 地元 の 日 本 
工業 大 学 を 会 場 に 、 良 品 計画 や 東武 側 
の 経営 幹部 の 前 で プレ ゼン テー ショ ン 
を 行っ た 。 1 つ 目 の チー ム は 「 働 き 方 デ 
ザイ ン - 新 事業 - 町 を 動か す 主 役 を 増 や 
す 」 が テー マ 。 地 域 に 点 在 す る さま ざま 
な 活動 を つなげ る た め 、 得 意 な こと や 情 
熱 を 持っ て 活動 し て いる 地元 の 人 が 気軽 
に 働き 、 活 躍 で きる 仕組 み づ く り を 提案 
し た 。2 つ 目 の チ ー ム は 、「 あ る も の を 
活か す 『 農 と 食 ] これ ぞ 宮 代 を 生み 出す 」 
が テー マ 。 地元 の 農産 物 を 活用 し た マー 


54 NIKKEI DESIGN 特集 還 MUJ20 


ケッ ト や 料理 体験 教室 な ど を 一 体 化し た 
事業 プラ ン を 考案 。 「 集 う (Come)」「 感 
謝 す る 」 「 か む 」 こと が で きる 「 み や し ろ 
カム (Come ) 語 祭 」 を 発表 し た 。 3 つ 日 
の チー ム は 、 マ ル シ ェ の 開催 や 移動 販売 
の 実施 な ど で 人 と 人 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン を 深め る 「connect TOBUKO」 と 呼 
ぶ プ ラン を 打ち 出し た 。 地域 の 魅力 を 紹 
介し 、 ほ か の 地域 か ら 来 た 人 の 滞在 時 間 
を 増やす た め だ 。 こ うし た プレ ゼン 内 容 
も 踏ま え 、 今 回 の 店 舗 づ くり に 生か し た 。 


シェ アキ ッ チ ン や レン タル スペ ー ス も 
結果 、「 地 域 と な に か を 生み 出す 場所 」 


し て いく 回 「 み ん な の 台所 ] と 呼ぶ シェ 
アキ ッ チ ン 。 店 を 開き た い 人 な ど 、 人 々 の 活動 拠点 に な る 回 店 舗 内 に は 、 東 武 動物 公園 駅 に ちな ん で 、 動 物 を モチ ー フ に し た 商品 も ある 





を コン セプト に 、 日 常 的 に 買い 物 を 楽し 
め る 品ぞろえ に 加え 、 顔 の 見 える 交流 で 
地域 に 根差し た 店 舗 を 目指 す と し た 。 店 
舘 で は 商品 の 売り 場 の ほか に 、 人 と 人 の 
コミ ュ ニ ティ ー づ くり に つなが る 、 さ きま 
ざま な 施設 を 用 意 し て いる 。 

「 こ れ ま で 宮代 町 や 杉戸 町 で フィ ー ル 
ド ワ ー ク を 実施 し 、 両 町 の 可能 性 や 課題 
に 目 を 向け て きた 。 都心 か ら 1 時 間 ほど 
の 場所 に あり な が ら 、 自 然 が 豊か で 文化 
的 な 活動 も あり 、 住 民 同士 の 顔 が 見 え 
る 関係 性 が 魅力 と 分 か っ た 」 と 無印 良品 
東武 動物 公園 駅 前 店 長 の 松崎 隼人 氏 は 
話す 。 一 方 、 世 代 間 の 交流 が 希薄 化し 、 


回 回 東武 スト ア 東武 動物 公園 駅 前 店 は 食品 が メイ ン 。 地域 の 産品 な ども 人 気 だ 。 


同社 の 移動 スー パー「 と くし 丸 ] も 推進 太 店 舗 で 使用 する 


の 約 3 分 の 1 に 対 


応 す る ソー ラー パネ ル を 屋根 一 面 に 設置 し て いる 回 東武 鉄道 ・ 生 活 サ ービス 人 造 本 部 まち づく り 推進 統括 部 大 規模 開発 担当 主任 の 長 奏 治 


新た な 産業 を 生み 出す 土壌 が 整備 きれ て 
いな いな ど 、 人 や も の 、 活 動 と いっ た 地 
域 の “資源 " を 生か せな いと いっ た 課題 
も あっ た 。「 こ うし た 地域 の 資源 を 循環 
で き な い か と 考え た 」 (松崎 氏 ) 

例え ば 、 地域 と 生み 出し 育て る シェ ア 
キッ チン を 掲げ る 「 み ん な の 右 所 ] で は 
飲食 店 の 営業 や 菓子 の 製造 ・ 販 売 と いっ 
た 活動 を 経験 する こと が 可能 。「 い つか 
店 を 開き た い 」 「 地 域 の 方 に 手作り の お 
葉子 を 食べ て ほし い ] 「 食 を 通し た 学び 
を 提供 し た い 」 な どの 思い を 形 に する 場 
に し た 。 自由 に 使い 方 を 考え 、 学 ん だ 
り 体験 し た り で きる レン タル スペ ー ス 


「O0pen MUJI 学び 舎 ] も ある 。 絵本 の 
読み 聞か せ や 地域 の 農家 に よる 食 育 トー 
クイ ベン ト 、 学 生 に よる 作品 展示 会 の ほ 
か に 、 無印 良品 が 主催 する イベ ント や ワ 
ー ク ショ ッ プ も 行う 予定 。 地域 の 情報 発 
信 拠点 と し て の 「 ま ちの 案内 所 ] も つく 
っ て いる 。 宮代 町 や 杉戸 町 と 連動 し た 最 
新 の 観光 情報 や ヤ イ ベン トス ケ ジ ュ ー ル の 
発信 も 行う 。 店 舗 の 目 の 前 に 大 きく 広 が 
る 「 み ん な の 広場 ] は 誰 も が 訪れ 、 休 憩 
が で きる 。 マ ル シ ェ を 開催 する な ど 、 地 
域 の イベ ント の 場 と し て 使っ て も ら う 。 
沿線 の 人 も 含め 、 さ ま ざ ま な 交流 の きっ 
か け に な る 場 づ くり に し た いと いう 。 








東武 動物 公園 の ホワ イト タイ ガー の ぬい ぐる み が 
出迎え る な ど 、 店 舗 に は 動物 の 姿 を 生か し た 楽し 
い 仕掛 け も ある 
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古 SETTTG 識 「MUJI 新 宿 」「 無 印 良品 新宿 


廃棄 物 削減 な ど 目 指し 、 東 京 ・ 新 宿 の 2 店 舗 を リニュ ー ア ル 





リニューアル オー プン 後 の 「MUJI 新宿 ] の 店 内 。 一 度 販 売 し た 商品 を 
集め 直し 、 新 た な 価値 を 持つ 商品 に 再生 させ た 「 ReMUJI] と 呼ぶ 商品 の 
売り 場 と し て は 無印 良品 で 最大 。 新宿 エ 





全国 の 食材 を 提供 する 地元 の 店 舗 「 バ ス あ いのり 3 丁目 TERRACE」 と コ 
ラボ レー ショ ン し 、MUJl 新宿 で 商品 を 販売 回 アー ト や デザ イン 人 性 が 高 
い 食 器 や 家具 な ど を 扱う 「IDEE」 の 売り 場 と し て は 無印 良品 で 最大 規模 
回 MUJI 新 宿 は リユース 、 リ サイ クル 、 リ ベア を キー ワー ド に サー ビス を 展 
開 。 複 数 の 衣服 を つなぎ 合わ せ て 再生 させ た 「 つ な が る 服 ] も ある 


(回 回 陣 回 の 写真 提供 良品 計画 ) 





地域 に 根差し た 店 舗 づく り は 地方 だ け 
で は な い 。 都心 に ある 店 舗 で も 進ん で 
いる 。 例 と し て 2021 年 9 月 10 日 に リ 
ニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 「MUJI 新 宿 ] 
と 「 無 印 良品 新宿 ] の 両 店 舗 を 見 て みよ 
う 。 い ずれ も 東京 ・JR 新 宿駅 東口 の 新 
宿 3 丁目 付近 に ある 店 舗 だ 。 ス タッ フ た 
ち は リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン に 先立ち 、 地 
元 の 新宿 区 役所 や 大 手 百貨 店 、 商 店 街 の 
人 々 と 話し 合い を 重ね て きた と いう 。 オ 
ー プ ン 後 も 定期 的 に 地元 の 人 た ちと ワー 
クシ ョ ッ プ を 実施 する な ど 、 地 域 と の 連 
携 を 進め て いる 。 地域 の 課題 を 解決 する 
た め に 地域 に 溶け 込 も うと する 姿勢 は 、 
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地方 で も 都心 に ある 新宿 の 店 舗 で も 同 
じ 。 今後 、 新 宿 と いう 地域 を 活性 化し て 
いく た め 、 ま ず は 店 舗 が ある 新宿 3 丁目 
付近 か ら 推進 し て いく 。 

「 新 宿 に 住む 人 や 働く 人 に と っ て の 感 
じ 良 い 暮らし や 社会 を 実現 する た め に は 
どう し た らい いか を 、 地 域 の 人 た ちと 一 
緒 に 考え て いる 」 ( MUJI 新 宿 店 長 の 永 
戸 順 也 氏 ) 

品 計画 の 考え に 葵 同 する 地元 企業 
も 多く 、 今後 は 連携 し な が ら イ ベン ト な 
ど に 取り 組ん で いく 方 針 と いう 。 具体 的 
な 動き は これ か ら だ が 、 新宿 と いう 地域 
を どう 変え て いく の か 。 今後 に 期待 が か 








か り そ う だ 。 

リニュ ー ア ル に 当たっ て は 新宿 の 地域 
特性 を 考慮 し 、 両 店 の 品ぞろえ を 分 け 
た 。MUJI 新 宿 は 社会 課題 に 注目 する 店 
舗 と し て 、 廃 棄 物 削減 の 解決 に 向け た さ 
ま ざ ま な 商品 や サー ビス を 提供 し て い 
る 。 未来 に 目 を 向け る きっ か け づ くり を 
目指 し た 。 

無印 良品 新宿 は 、 地 元 で 生活 する 人 
向け の 普段 の 暮らし を 支え る 商品 や サー 
ビス に 特 化 。 化 粧品 や 掃除 用 品 、 冷 凍 食 
品 、 日 替わり 弁当 な ど 、 日 用 品 を 拡充 し 
た 。 品ぞろえ は 他社 に 比べ て も 新宿 エリ 
ア で 最大 規模 に な る と いう 。 





目 「 無 印 良品 新宿 ] の 1 階 に は 店 外 か ら 24 時 間 利 用 可能 
な 無印 良品 の 自動 販売 機 を 5 台 設置 。 軽 食 や 飲み 物 、 マ 
スク や 歯ブラシ な どの アメ ニテ ィ ー、 折 り 畳 み 傘 まで 購入 
で きる 回 冷凍 食品 や 日 替わり 弁当 、 セ ルフ サー ビス の 
コー ヒー も 導入 し 、 食 品 の 品ぞろえ を 拡大 「 化 粧品 」 
「 キ ッ チ ン 用 品 ] 「 掃 除 ・ 洗 濯 用 品 ] [収納 用 品 ] な ど は 新宿 
エリ ア で 最大 規模 の 品ぞろえ を 誇る 回 衣類 を 充実 させ 、 
靴下 や 肌着 な どの 売り 場面 積 は リニュ ー ア ル 前 の 2 倍 に 
拡大 し た 回 左 か ら MUJI 新 宿 の 店 長 、 永 戸 順 也 氏 と 、 
無印 良品 新宿 の 店 長 、 白 演 臣 氏 





November 2021 NIKKEI DESIGN 57 








Ei 





冷凍 食品 売り 上 げ ラ ン キ ング 


冷凍 食品 は 2 倍 に 伸長 、 便 利 さ より 豊か さと 満足 度 を 追求 





「 第 二 創 業 ]」 を 掲げ 、 出 店 を 加速 する 
良品 計画 に と っ て 重要 性 が 増し て いる の 
が 食品 だ 。 特 に 、2018 年 9 月 か ら 販 売 
し て いる 冷凍 食品 の 売れ 行き は 絶好 調 。 
21 年 3…8 月 の 売り 上 げ は 、 前 年 同期 
比 約 2 倍 に 伸長 。 発売 当初 は 冷凍 食品 を 
扱う 店 舗 は 4 店 舗 の み だ っ た が 、 現 在 は 
約 90 店舗 。 品 数 は 50 品目 か ら 、 約 90 
品目 に 増加 し て いる 。「 国 内 に ある 無印 
良品 の 約 450 店 舗 の 中 で 、 大 型 の 冷凍 
庫 を 設置 で きる 店 舗 か ら 導 入 し た 。 既存 
店 は 店 舗 の 改装 の タイ ミン グ に 合わ せ て 
導入 する こと が 多い 。 新規 の 大 型 店 の 出 
店 で は 、 冷 凍 食品 コー ナー を 設け る こと 


(写真 提供 良品 計画 ) 


無印 良品 で 冷凍 食品 の 取り 扱い を 開始 し た 2018 年 9 月 か ら 販売 し て いる 「 キ ン バ (韓国 風 
の り ま き ) 」。 予想 以上 に 売れ 行き を 伸ばし て お り 、 今 で も 一 番 人 気 の 商品 だ 


を 前 提 に 設計 し て いる ]」。 良 品 計画 食品 
部 調味 加工 担当 カテ ゴリ ー マ ネ ー ジ ャ ー 
の 鈴木 美智 子 氏 は こう 説明 する 。 


彩り や 切り 方 で 差 を 付け る 

無印 良品 で は 17 年 ご ろか ら 、 某 子 や 
嗜好 品 だ け で な く 、 生 活 全 般 に 役立つ 食 
品 を 提供 で き な い か 検討 し て いた と い 
う 。 そ こ か ら 冷 凍 食品 と いう アイ デア が 
自然 と 生ま れ た 。 本 格 的 に 開発 に 向け て 
動き 出し た の は 18 年 3 月 、 同 社 初 の 食 
品 専門 売り 場 を 設け た 「 無 印 良 品 イオ 
ン モ ー ル 堺 北花田 ] を リニュ ー ア ルオ ー 
プン し た 頃 だ っ た と いう 。 


無印 良品 の 冷凍 食品 が 最も 重視 し て い 
る の は 、 便 利 さ より も 食事 の 豊か さや 満 
足 度 だ と いう 。 一 般 的 に 冷凍 食品 と いえ 
ば 、 解凍 し た り 、 電 子 レ ンジ で 温め た り 
する だ け で 食べ られ る 「 便 利 な も の ] だ 。 
た だ 、 便 利 が ゆえ に 、 冷 凍 食品 を 活用 し 
過ぎ る と 「 料 理 の 手 を 抜い て いる | と い 
う イ メー ジ を 持つ 人 も いる だ ろう 。 そ 
の 背景 に ある の が 「 本 当 は ひと 手間 か け 
た 料理 が し た い 、 だ けど 忙し く て で き な 
い ] と いう 生活 者 の 本 音 だ 。 

無印 良品 は 、 そ ん な 生活 者 の 気持 ち を 
くみ 取り 、 冷 凍 食品 を 頻繁 に 使っ て も 後 
ろ め た い 気持 ち に な ら な い 、 む し ろ 積 極 
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人 @ 無 印 良 品 冷凍 食品 売り 上 げ ラ ン キ ング (2021 年 5 一 8 月 ) 





「 キ ン パ (韓国 風 の り まき ) 」 


1 本 (8 切れ ) 490 円 (税込 み 、 以 下 同 ) 





「 も ち 才 ご は ん の 枝豆 塩 昆布 お に ぎり 」 
400 グ ラム (80 グ ラム X5 個 ) 490 円 





「 チ キン と ほう れん 草 の キッ シュ 」 
1 個 490 円 





「 素 材 を 生か し た アイ ス ジャ ー ジ ー 和 牛乳 」 


1 個 290 円 





「 井 と うじ か ら あ げ ] 
240 グ ラム 350 円 





的 に 使い た く な る 工夫 を 随所 に ちり ば め 
て いる 。 

例え ば 、 無印 良品 の カッ ト 野菜 の 魅力 
は 、 便 利 な だ け で な く 、 料 理 に ひと 手間 
か けた 気分 に な れる こと だ 。 カ ボ チ ャ や 
ニン ジン な ど 野 菜 を さい の 目 に カッ ト し 
た 「 す ぐ 使 える スー プ の 野 葉 ] や 、 カ 
ラフ ル な パプ リカ 入り の 「 す ぐ 使 える 
グリ ル 野 菜 ] な ど は 、 料 理 の 具 材 と し て 
使っ た と き の 見 栄え や 彩り が 良く 、 作 っ 
て いる と きも 食べ る と きも 満足 度 が 高 
い 。 野菜 くら い 自 分 で 切れ ば いい の に 、 
と 思う 人 も いる だ ろう が 、 彩 り の 良い 野 
葉 を 自分 で 多種 類 そ ろ え る の は お 金 も 手 
間 も か か る 。 それ を 省け る だ け で 時 短 に 
な り 、 料 理 を 楽し お 余 容 に こも つなが る と 
いう 考え だ 。 


世界 の お いし い 料 理 を 手軽 に 
無印 良品 の 冷凍 食品 の 「 無 印 ら し さ 」 
は 、 メ ニュ ー の 独自 性 に も ある 。 一 番 人 
気 の 「 キ ン パ (韓国 風 の り まき ) ] を は じ 
め 、「 カ ムジ ャ タン (韓国 風 豚肉 と じゃ 
が いも の 煮込み ) 」 や 「 バ ク テ ー (マレ ー 
シア 風 豚肉 の 煮込み ) 」 な ど 、 一 般 的 な 
スー パー の 冷凍 食品 コー ナー で は 見 か け 
な い 商品 も 多く 扱っ て お り 、 世 界 の お 








eeUA ア イス 
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冷凍 食品 の パッ ケー ジ デ ザイ ン は 、 で きる だ け 中 身 が 見 える よう に 透明 な 包 材 を 使 
用 。 中 身 を 見 せる パッ ケー ジ に する こと は 、 無印 良品 の 基本 的 な 方 針 で 、「 大 手 食品 
メー カー の よう に 、 ア ルミ の 包 材 を 採用 する 発想 は 、 最 初 か ら な か っ た ] (鈴木 氏 )。 
ご み を 減ら す た め に 最小 限 の 包 材 で 、 ト レー な ども で きる 限り 使わ な い 
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写真 は 、2020 年 12 月 に 
オー プン し た 無印 良品 東 
京 有明 」 の 冷凍 食品 コー 
ナー。 幅 1.2 メー トル の 冷 
凍 庫 を 7 台 設 置 し て いる 


「 サ ム ゲ タ ン (韓国 風 鶏 の スー プ 
炒 込 み )」 160 グラ ム (1 食分) 
390 円 


いし い 料 理 を 自宅 で 手軽 に 食べ られ る 。 
「 ト レン ド で は な く 、 無 印 良 品 らし く 料 
理 を 通じ て 世界 の 文化 を 紹介 し て いく た 
め に 、 商 品 開発 は 現地 の 味 を 学ぶ こと か 
ら 始め る 。 そ の 考え 方 は 、 ど の 食品 の 商 
品 開 発 で も 同様 だ (鈴木 氏 ) 

マー ケティング に つい て は 、 市 場 の 動 
向 よ り も 、 身 近 な 人 た ちの 声 を 参考 に し 
て いる と いう 。「 市 場 の ボリ ュー ム の 大 
き さ か ら 『 こ こ を 狙 お う 」 と いっ た 開発 
の 仕方 は し て いな い ] と 鈴木 氏 。 具体 的 
に は 、 身 の 回 り の 生活 を 自分 た ちの 目 で 
点検 し な が ら 、 日 ご どろ か ら チ ー ム 内 で 意 
見 交換 し て いる そう だ 。 生 活 者 視点 で の 
探究 は 、 無 印 良品 の 理念 の ー つ 。「 ど と ん 


「 チ キン の フォ ー] 214 グラ ム 
350 円 


「 フ ライ バン で つく る ミー ルキ ッ ト 





SS、 


「 あ ん クロ ワッ サン ] 2 個 390 円 


た こと ブロ ッ コ リー の ア ヒ ー ジ ョ ] 
115 グ ラム (1 人 前 )350 円 


な も の が あっ た ら 便 利 で 、 生 活 が 豊か に 
な る か 、 と に か く 考 え 尽 くす 。 無印 良品 
で 一 緒 に 働く 仲間 に も ヒア リン グ を し な 
が ら 、 こ ん な 商品 が あっ た らい いな 、 と 
思う も の を 開発 し て いる ] (鈴木 氏 ) 


価値 に 合っ た 適正 価格 
価格 に つい て は 、 価 値 に 見 合っ た 適正 
価格 を 真剣 に 考え て いる と いう 。「 オ リ 
ジ ナ リティ ー の 高い 商品 だ か ら と いっ 
て 、 価 格 が 高く て も いい と は 思っ て いな 
い 。 ナ ショ ナル ブラ ンド の 食品 メー カー 
と は 作り 方 も 量 も 違う の で 、 特 に 意識 は 
し て いな い ] (鈴木 氏 ) 
売り 方 に つい て は 、 試 行 錯誤 し て い 





る と いう 。 冷凍 庫 内 に 陳列 し て いる た 
め 、 来 店 客 が 自ら 扉 を 開け て くれ る の を 
待つ し か な い 。「 店 舗 で の 売り 方 は 、 商 
品 を 知り 尽く す 販売 の スタ ッ フ に 託し て 
いる 。 ス タッ フ が 納得 で きる お いし い 商 
品 で あれ ば 、 お 客 さん に 必ず 伝え て くれ 
る ] (鈴木 氏 ) 

自社 の オン ライ ン シ ョ ッ プ で も 販売 し 
て いる が 、 店 舗 で 帳 入 す る 人 の ほう が 多 
いと いう 。「 具 体 的 な 数 字 は 出し て いな 
い が 、 ス ー パ ー に 隣接 し た 店 舗 の 来店 償 
度 は 上 が っ て いる 。 冷凍 食品 を 始め た 狙 
い の 一 つ は 、 来 店 否 度 を 高め る こと 。 生 
活 者 に と っ て も っ と 身近 な 存在 に な り た 
いと 思っ て いる ] と 鈴木 氏 は 話す 。 
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REPORT 


ミラ ノ サ ロー ネ 


ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク 報 告 


ン (6 万 8520 平 方 メー トル ) 
021 年 の supersalone 
サロ ー ネ )」。4 月 か ら 9 月 へ 
を 変更 し 、 規模 は 5 分 
『、 新 た な 時 代 へ の 挑戦 と も 
える イベ ント と な (写真 Andrea 
Mrlani、Salone del Moblle.Milano ) 


山 I 





2 年 ぶり に 開催 し た イベ ント 
規模 の 縮小 を 逆手 に 新た な 挑戦 


2021 年 の 「 ミ ラノ サロ ー ネ 国 際 家具 見 本 市 ] は 、 新 型 コ ロナ の 影響 で 会 期 を 9 月 へ と ずら し 、 
名 称 を 「supersalone (スー パー サロ ー ネ ) ] に 変更 。 今回 限り の “特別 展 " と し て 実施 し た 。 
同時 期 開催 の 「 ミ ラノ デザ イン ウイ ー ク 」 に つい て も 取材 し た 。 (高橋 美礼 / デ ザイ ンジ ャ ー ナ リス ト ) 


従来 な ら ば 、20 以上 の パビリオン に 
国際 的 な プラ ンド の 巨大 プー ス が 立ち 並 
ん で いた ロー・ フ ィ エ ラミ ラノ 会 場 の 規 
模 は 、5 分 の 1 ほど まで 縮小 。 4 つの パ ビ 
リオ ン に 限定 し た スペ ー ス に 出展 し た の 
は 425 プラ ンド で 、 そ の 16 % が イタ リ 
ア 国 外 か ら の 参加 だ っ た 。9 月 5 一 10 日 
まで の 会 期中 の 来場 者 総数 は 6 万 人 を 上 
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回 り 、 そ の うち 30% が 113 カ 国 ・ 地 域 か 
ら の バイ ヤー や 貿易 業者 で 占め られ た 。 
1800 以上 の 出展 者 数 と 、6 日 間 で 181 
カ国 ・ 地 域 か ら 38 万 6000 人 以上 の 来場 
者 を 記録 し た 19 年 の ミラノ サロ ー ネ に 比 
べ る と 、 数 の 上 で は こぢんまり と し た 印 
象 が 残る 。 し か し 、「 ス ー パ ー サ ロー ネ 」 
で は 新た な 国際 見 本 市 の 在り 方 を 模索 


し 、 積極 的 な 挑戦 が いく つも 見 られ た 。 
混雑 し な い 会 場 作り を 実現 


国際 的 な 見 本 市 で ある 性 質 上 、 ま ず 注 
目 き れ た の は 、 出 展 者 と 来場 者 に 対す る 
組織 的 な 感染 拡大 の 防止 策 だ っ た 。 

マス ク の 着用 と ソー シャ ルディ スタ ン 
ス の 確保 は 当 こと な が ら 、 会 場 へ 立 








ョ 、 還 電 


回 ミラ ノ サ ロー ネ 代 表 の マリ ア ・ ポ ボッ ロ 氏 (中 央 )、 イ ベン ト 全 体 を ディ レク ショ ン し た ステ ファ ノ ・ ボ エリ 氏 ( 左 )、 イ タリ ア 家 具 工業 連盟 会 長 の クラ ウデ ィ オ ・ フ ェ ルト リン 氏 ( 右 ) 


(写真 プ Francesco Marinelll、Flllppo Gobbato ) 還 会 場内 は 各 ブ ラン ド が 独自 に 趣向 を 背 ら す 従 来 の よう な ブー ス 形 式 で は な く 、 統 一 し た 構造 物 の 使用 を 出展 者 に 義務 付け た 。 
接 落 剤 や 塗料 を 使わ な いこ と で 、 会 期 後 は 分 解 し て 再 利用 する と いう 新た な 試み だ 回 ロー・ フ ィ エ ラミ ラノ 会 場 の 入り 口 に は 植木 を 配置 し て 、 来場 者 が 自然 に 列 を な す 動 線 を 
工夫 し た 。 荷物 検査 と 同時 に 、「 グ リー ン パ ス (ワク チン 接種 証明 書 ) 」 な どの 提示 が 必須 で 、4 カ所 ある ゲー ト 付 近 に は 即席 の 抗原 検査 ステ ーション を 設置 し 希望 者 は 22 ユー 
口 で 受け る 体制 を 整え た (回 回 写真 Andrea Mrlanl、Salone del Moble.Mlano ) 回 ミラ ノ 在 住 の アザ イナ ー で 建築 モ ギ ラー と し て も 弄 い て いる 後藤 司 氏 は 、 世 界 中 か ら 集 まっ た 
セル フ プ ロ デ ュ ー ス の デザ イナ ー に よる 作品 を 特集 し た 「Makers Show」 カテ ゴリ ー に 参加 。 ガ ラス ボトル の 表面 に 傷 を つけ て 表情 を 加え た 作品 と 、 木 の 丸 棒 を 1 点 で 接合 し 
て か ら 9 次 元 に 成形 し た 木工 作品 の 2 シリ ー ズ を 展示 し た 。 「 大 量 生産 を 目指 す よ り も 、 手 を 動か し て 出 て くる 形 を 生か す プ ロ セ ス を 重視 し た も の づく り を 続け た い ] と 話し た 








ち 入 る 全員 に 課さ れ た の は 、 イ タリ ア で 
「 グ リー ン パ ス 」 と 呼ば れる ワク チン 接 
種 証明 書 、 あ る い は 過去 6 カ月 以内 に ウ 
イル ス か ら 完 全 に 回 復 し た 証明 書 、 ま た 
は 48 時 間 以 内 に 受け た 検査 の 陰性 証明 
書 の いずれ か 。 会 場 入り 口 で の 検温 と 同 
時 に 入場 する た びに 毎回 、 提 示し な けれ 
ば な ら な い 。 こ れ は 現在 、 イ タリ ア 全 土 
の 飲食 店 や 公共 施設 で 共通 し て いる 対策 
で も ある 。 会 場 構成 に も 、 来 場 者 が 密 に 
な ら な い 動 線 が 工夫 され た 。 ミ ラノ サロ 
ー ネ と いえ ば 毎回 、 各 プラ ンド が 新作 を 
発表 する た め に 魅力 的 に 作り 込む 独自 の 
展示 方 法 が 話題 と な る が 、 ス ー パ ー サ ロ 


ー ネ で は 展示 方 法 を 、 あ えて 画 一 化 。 通 
路 を 挟ん で 両側 に 壁面 と 展示 台 の み を 配 
置 す る シン プル な 構成 で 統一 し た 。 同 一 
素材 を 用 い 、 製 品 を 際立た せる 設計 に よ 
っ て 、 空 間 は 開放 的 に な っ た 。 実際 に 歩 
く と 非常 に スム ー ズ に 見 て 回 る こと が で 
き 、 人 の 流れ が お の ず と 定まる の で 立ち 
止ま っ て 混雑 する 心配 も 少な か っ た 。 
各 プ ラン ド の 展示 エリ ア に 加え 、 ラ ウ 
ンジ や 会 場内 の フー ドコ ー ト な ど 大 型 の 
構造 物 に 活用 きれ た の は 、100 % 再 生 木 
材 か ら 作っ た チッ プ ポ ボー ド パ ネ ル だ 。 組 
み 立 て や 固定 に 際 し て も 塗料 や 接着 剤 を 
使用 せ ず 、 会 期 後 は 分 解 し て 再 利用 する 





と いう 。 か つて の ミラ ノ サ ロー ネ で は 共 
通 認識 が 示さ れ な いま まだ っ た 、 こ うし 
た “持続 可能 性 ・ 再 利用 ・ リ サイ クル ・ 循 
環 性 " の 問題 も また 、 ス ー パ ー サ ロー ネ 
が 掲げ た 大 き な テ ー マ の 1 つ で ある 。 
キュ レー ショ ン を 担っ た 建築 家 の ス テ 
ファ ノ ・ ボ エリ 氏 は 、「 困 難 な 時 代 に 、 勇 
気 、 、 明確 な 目的 の 組み 合わ せ が 、 
世界 を 変え られ る 手段 で ある こと を 示し 
た 」 と コメ ント し た 。 イ タリ ア 家 具 工 業 
連盟 の クラ ウデ ィ オ ・ フ ェ ル トリ ン 会 長 も 
「 名 実 と も に "スーパー" な サロ ー ネ に な 
っ た 。 こ れ ま で の 芝 力 に 見 合っ た 最高 の 
満足 感 が ま 得 ら れ た 」 と 手応え を 得 て い る 。 
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目 「 サ ロー ネ サテ リ テ 」 と 呼ば れ て いた 若手 デザ イナ ー が 出展 する エリ ア は 、 特 別 展 「The Lost Graduation Show ( 幻 の 卒業 制作 展 ) ] と し て 開催 国 The Lost Graduation 
Show で は 、 サ ロー ネ サテ リ テ の よう に パビリオン を 分 けず 、 各 ブラ ンド と 並ぶ よう に 配置 され た 。22 カ 国 ・ 地 域 に ある 48 の デザ イン スク ー ル か ら 170 の プロ ジェ クト が 参 
加 す る 中 に は 、 武蔵 野 美術 大 学 工芸 工業 デザ イン 学科 の 卒業 生 ・ 修 了 生 の 7 作品 も 選出 され た 


物理 的 な 接 了 で と 滞在 時 間 を 減ら す 


会 期 に 合わ せ て スー パー サロ ー ネ が 公 
開 し た スマ ー ト フォ ン 向 け の 新 ア プリ 
は 、 会 場内 の 潮 在 時 間 や 、 人 同士 また は 
物 を 介し た 接 態 を 、 効 果 的 に 減ら す 役 害 
を 果たし て いた 。 各 展示 に は 、 製 品名 や 
新作 デザ イン に つい て の 解説 文 が 全く な 
い 。 来場 者 は 、 各 自 の スマ ー ト フォ ン で 
各 プ ラン ド が 掲示 し て いる QR コー ド を 
読み 取っ て 情報 を 得る 。 プ ブック マー ク と 
し て 保存 し た 情報 は 自分 の アカ ウン ト で 
管理 で きる の で 、 会 場 を 出 て か ら ゆ っ く 
り 読 むこ と も で きる 。 混雑 する 会 場内 で 
資料 を や り 取 りす る こと も 、 大 勢 の 担当 
者 が 対応 する 状況 も ない 。 展示 の 方 法 と 
同じ く 、 全 出展 者 が この 新しい 方 法 を 徹 
底 し た か ら こ そ 、 デ ジタル プラ ッ ト フ ォ 
ー ム が うま く 機 能 し た に 違い な い 。 会 其 
最終 日 まで に 、 新 アプ リ で 2 万 2000 以 
上 の QR コー ド が スキ ャ ン さ れ 、 公 式 サ 
イト は 150 万 ビュ ー を 記録 し た 。 

「 最 初 の 、 し か し 決定 的 な 1 歩 を 踏み 
出す こと が で きた 」。 21 年 に ミラ ノ サ ロ 
ー ネ の 代表 に 就任 し た マリ ア ・ ポ ッ ロ 氏 
は 、 そ う 語 っ た 。「 短 期間 で の 準備 は 困 
難 だ っ た が 、 参 加 プ ラン ド の 展示 の 品質 
を 保ち 、 国 際 的 で あり 続け る こと が 重要 
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だ っ た 。 ス ー パ ー サ ロー ネ は 特別 企画 で 
ある と し て も 、 こ こ で 取り 組ん だ サス テ 
ナブ ル の 考え 方 は 継続 すべ きも の だ と 考 
えて いる 。 次 の 開催 へ 向け て エン ジン を 
か けた と ころ だ 、 と 言い た い 」。 世 界 的 
な 感 上 拡 大 に 気 が 抜 け な い 状況 え ふ まえ 
つつ 、 次 の 第 60 回 ミラ ノ サ ロー ネ に 向 
けた 新た な 取り 組み を 始め よう と し て い 
る 。 次 回 22 年 の 開催 は 再び 会 期 を 春 へ 
と 戻し 、 4 月 5 日 か ら 10 日 まで の 予定 だ 。 

新型 コロ ナウ イル ス 対 策 と し て 会 場 の 
構成 を 厳し く 規 制 し た た め 、 知 名 度 の 低 
い 新 プ ラン ド が 有名 プラ ンド に 埋もれ る 
こと な く 対 等 に 発表 の 場 を 得 ら れ た こと 
は 、 縮 小 化し た 今回 の 見 本 市 が 残し た 成 
果 の 1 つと いえ る 。 日 本 か ら 唯 一 、 出 展 
し た ポー タブ プル 照明 プラ ンド 、 ア ン ビ エ 
ン テ ッ ク (横浜 市 ) は その 好例 だ 。 

アン ビエ ン テ ッ ク は 、 ミ ラノ サロ ー ネ 
家具 見 本 市 と 例年 同時 期 に 開催 きれ る 
「 ミ ラノ デザ イン ウイ ー ク 」 で 、15 年 に 初 
め て 市 内 の セレ クト ショ ッ プ 「 ロ ッ サ ー 
ナ ・ オ ル ラ ン デ ィ 」 に て 個展 を 行っ た 。 欧 
州 較 で の 販売 を 展開 する 足がかり を 整え 
る きっ か け と な っ た 展示 だ 。19 年 に 3 回 
目 の 出展 を 果たし た と きす で に 、2 年 後 
の ミラ ノ サ ロー ネ で は 「 エ ウロ ルー チェ 」 
( 同 会 場 に て 隔年 で 行わ れる 、 照 明 デ ザ 


イン に 特 化し た 見 本 市 ) へ の 出展 を 目指 
そう と 決め 、 準 備 を 進め て いた 。 し か し 、 
新型 コロ ナウ イル ス の パン デミ ッ ク ( 世 
界 的 大 流行 ) に よっ て 、 見 本 市 その も の 
の 計画 が すべ て 白紙 に 戻さ て て し まっ た 。 

創業 者 で あり 社長 の 久野 義 写 氏 は 、 
「 エ ウロ ルー チェ に 単独 で 出展 し て いる 
日 本 の 照明 プラ ンド は 1 社 も な い 。 照明 
製品 を 発表 する な ら 、 幅 広い 層 の 誠 客 に 
見 て も ら え る 欧州 で 認め られ た い 。 そ の 
気持 ち は 変わ らち な か っ た の で 、 ど うい う 
形 に な っ て も 出展 で きる 可能 性 が ある な 
ら 参 加 す る と 決断 し て いた 」 と 話す 。15 
年 の 参加 以降 、 ロ ッ サ ー ナ ・ オ ル ラ ン デ 
ィ の ショ ッ プ で は 同社 の 製品 が 販売 され 
て お り 、 デ ザイ ン と 製品 の 品質 面 で 、 す 
で に 確か な 評価 を 受け 始め て いる 。 


E リ ルー ル で 長く 使え る デザ イン 


アン ビエ ン テ ッ ク は スー パー サロ ー ネ 
の 会 場 で 、 既 存 の コレ クシ ョ ン を 含む 全 
ライ ン ア ッ プ を 披露 し た 。 

会 期 と 同時 に 国内 外 で 発売 し た 
「hymn (と ヒム) ] は 、 空 間 デ ザイ ナー 吉 
添 容 人 氏 の 新作 。 ミ ラノ サロ ー ネ 内 の 若 
手 デ ザイ ナー に よる 自主 出展 エリ ア 「 サ 
ロー ネ サ テリ テ 」 に 参加 し て いた 吉 添 氏 
の プロ ト タ イ プ に 久野 氏 が ほれ 込み 、 開 





廊 「 ス ー パ ー サ ロー ネ 」 に 日 本 企業 と し て 唯一 出展 し た 、 ポ ー タ ブル 照明 ブラ ンド の アン ビエ ン テ ッ ク 。 サ ロー ネ は 初 参加 で あり な が ら 、 新 作 を 加え た 全 コレ クシ ョ ン は 、 連 日 、 
多く の バイ ヤー や 質 易 業者 、 建 築 家 の 注目 を 集め た 。 会 期 と 同時 に 一 般 販売 を 開始 し た 「hymn」 は 空間 デザ イナ ー 吉 湊 容 人 氏 の 新作 。2 年 間 の 開発 期間 を 経て 、 火 の 揺らぎ 






を 思わ せる 繊細 な 光 の 動き を 完成 し た 。「hymn Black」 は 2 万 7500 円 (税込 み 、 以 下 同 )、「hymn Gold] は 2 万 9700 円 (写真 提供 プア ン ピ エ ン テ ッ ク ) 回 デザ イナ 田村 奈生 
氏 に よる 「TURN] (写真 右 ) は 19 年 ノ で 発表 し て 以来 、 同 社 を 代表 する コー ドレ ステ ー ブ ル ラン プ と な っ た 。 同じ く 田 村 氏 が デザ イン を 手がけ 21 年 4 月 に 発売 し た ば か り 
の 「TURN] (写真 左 ) も スー パー サロ ー ネ 会 場 で 話題 と を っ た プロ ダク ト の 1 つ 。「TURN] が 3 万 1900 円 か ら 、「 TURN 十 」 が 3 万 9600 円 か ら 回 アン ビエ ン テ ッ ク は 、 イ 
ン テ リ ア 業 界 に お いて 欧州 を 中 心 に 最大 規模 の ネッ トワ ー ク を 持つ アー キ プ ロ ダ クツ 社 を 海外 展開 の ハブ と し て いる 。 ミ ラノ 市 内 の ショ ー ル ー ム で は 、 上 厳選 され た 国際 的 な ブラ 


ンド と コー ディ ネー ト さ れ た 空間 を 一 般 公開 し た (回 写真 Gluseppe De Francesco) 


発 に 2 年間 を か け て 製品 化し た 。 精 級 な 
デザ イン に つい て 吉 添 氏 は 「 レ ンズ と 振 
り 子 の 仕組 み が 一 体 と な っ た パー ツ の 下 
部 か ら 光 を 投射 する と 、 屈 折 と 動き の 効 
果 で 先端 が 光る 。 さ ら に 磁力 の 繊細 な 動 
き に よっ て 炎 の 播 ら ぎ を 表現 し た 」 と コ 
メン ト 。 播 ら ぐ 光 が キ ャ ンド ル を 吹き 消 
す と き の よ うに 瞬き な が ら 消 える 様子 
に 、 多 く の 来場 者 が 驚き 、 足 を 止め て 見 
入っ て いた 。19 年 に 発表 し た 「TURN 
(ター ン ) 」 と 21 年 4 月 に 発売 し た ば か り 
の 「TURN + (ター ンプ ラス ) 」 も また 、 
久野 氏 が デザ イナ ー の 田村 奈穂 氏 に 直接 
依頼 し て 実現 し た プロ ダク ト だ 。 一 貫 し 
て コー ドレ ス LED 照明 を 追求 し 、 金 属 


の 削り 出し や 手 磨き に よる 仕上 げ 、 繊細 
な 光 の コン トロ ー ル 機能 を 採用 する な 
ど 、 大 量 生産 に 不向き な 製造 方 法 に な る 
場合 も 少な く な い 。 だ が 、 製 品 の 寿命 を 
長く 考え れ ば 当然 の 作り 方 だ 。 

「 長 く 使 い 続け りら れる ライ ト を 生み 出 
し て いき た い 。 そ の た め に 、 分 解 し て パ 
ー ツ が 交換 で き 、 修 理 し や すい 設 
て いる 。 既存 の 成長 戦略 と は 違っ て くる 
が 、 美 し いと 感じ た も の を 手入れ し な が 
ら 愛 用 する 感性 は 、 歴 史 的 な 価値 を 重 ん 
じ る ヨー ロッ パ で も 共有 で きる 」 と 久野 
氏 は 確信 する 。 国内 で は 、 ガ ラス 
部 分 の 破損 や バッ テリ ー の 交換 な ど 細 か 
い 修理 を 自社 で 請け 負っ て いる 。 欧 州 を 








は じ め 米 国 や 北欧 と 広く 展開 を 目指 す ア 
ン ビ エン テッ ク に と っ て 、 現 地 で 修理 で 
きる 人 材 の 確保 が 課題 と な る よう だ 。 

折 し も 20 年 11 月 、 欧 州 議会 に お いて 、 
消費 者 の 「 修 理 する 権利 ] を 支持 する 規 
定 案 が 採択 きれ た ば か り 。EU (欧州 之 
合 ) で 製品 を 販売 する 家電 メー カー は 、 
製品 の 修理 を 10 年 間 受 け 付 ける こと が 
義務 付け られ る 。 今 の と ころ 企業 を 拘束 
する 法令 で は な い が 、 製 品 の 修理 や 再 利 
用 まで 考慮 し た 設計 お よび デザ イン が よ 
り 一 層 求 め ら れる よう に な る だ ろう 。 こ 
うし た 動き に 伴っ て 、 新 作 を 華々 し く 披 
士 する だ け で は 通用 し な い 国 際 見 本 市 の 
形 も 進化 を 続け て いる 。 
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ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク 、 日 本 企業 は 日 東電 工 や スズ サン な ど 出 展 





毎年 4 月 の ミラ ノ サ ロー ネ と 同時 期 に 
開催 され て きた ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク 
も 、21 年 は 会 期 を 変更 。9 月 5 日 か ら 約 1 
週間 、 イ タリ ア ・ ミ ラノ 市 内 全域 で プラ 
ンド の ショ ー ル ー ム や デザ イン ギャ ラリ 
ー、 セ レク トシ ョ ッ プ 、 公 共 施 設 を 特設 
会 場 に 、 さまざま な 企画 が 催さ きれ た 。 

ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク で は ここ 
年 、 日 本 企業 が アザ イナ ー を 起用 し て 大 
規模 な 特別 展 を 開催 する 動き が 活発 だ っ 
た が 、2 年 ぶり と な る 今回 は コロ ナ 宰 に 
より 日 本 か ら 海外 へ 渡航 する こと きえ 難 

し い 状 況 下 で 、 日 本 企業 の 参加 は 数 える 
ほど に と ど ま っ た 。 そ ん な 中 で も 出展 を 
果たし た プラ ンド や デザ イナ ー た ち は 、 
今後 の 展開 を 見 据え て 意識 的 に 行動 を 起 
こし て いた 。 


光 制 御 技術 に よる “ 面 " 照 明 


偏光 フィ ルム を は じ め と する 高 機能 材 
料 メー カー の 日 東電 工 は 、 ミ ラノ デザ イ 
ン ウ イー ク で 最も 多く の 展示 が 集まる 
トル トー ナ 地 区 に 初出 展 し た 。 「Search 
for Light」 と 題し た 特別 展 で 見 せ た の 
は 、 光 制御 技術 「RAYCREA (レイ クレ 
ア )」 を 使用 し た イン スタ レー ショ ン だ 。 

透明 な RAYCREA フィ ルム は 、 一 般 
的 な が ラス や アク リル 板 に 貼り 、 そ の 
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葉 ミ ラノ デザ イン ウイ ー ク へ 単独 初出 
展 し た 日 東電 工 。 新 技術 「RAYCREA] 
を 見 せる イン スタ レー ショ ン 「 Search 
for Light」 で は 、 照 明 デ ザイ ナー 面 
出 薫 氏 と 協業 し 、 光 を 感じ る 空間 体 
験 を 介し て 新 素材 の 可能 性 を 広げ る 
試み を 行っ た 宜 日 東電 工 の 新 技術 
HAYCREA を 、 建 築 や イン テリ ア 、 
照明 器具 な どの プロ ダク ト の 素材 と 
し て どの よう に 展開 する か 。 今回 の 展 
示 で は 、 イ ンス タレ ーション と と も に 
プロ ト タ イ プ と し て の 具体 例 も 示し な 
が ら 、 ユ ー ザ ー の 反応 を 探 ほ ミ 
ラノ デザ イン ウイ ー ク で 日 
会 場 に 選ん だ の は 、 数 多く の 展示 会 
が 開か れる 運河 沿い の トル トー ナ 地 
区 。 広 い ス ペー ス を 3 つの エリ ア で 構 
成 し 、 来場 者 に は その 中 を 回 遊 する こ 
と で RAYCREA の 魅力 を 知っ て も ら 
うと いう 手法 で 新 技術 を アビ ー ル し た 
( 囲 写 真 伊藤 メー) 






導 部 か ら LED 光源 を 組み 合わ せれ ば 、 
フィ ルム を 貼っ た 面 だ け を 光ら せる こ 
と が で きる 。 イ ンス タレ ーション で は 、 
RAYCREA に 当て る LED を コン トロ ー 
ル し て 多様 な 光 の 面 を つく り 出し 、 そ れ 
が 重なり 合っ た り 片 面 だ け を 透 か せ た り 
し な が ら 表 情 を 変え る 空間 を 演出 し た 。 
会 場内 で 静か に 鳴り 響く 音 と 、 鮮 や か 
に 、 部 分 的 に は ふん わり と 色 を 変え る 光 
の パネ ル の 迷路 に 身 を 置い た 来場 者 の 多 
く が 、 光 の 森 を 歩き 回 る よう な 不思議 な 
体験 を 自由 に 楽し ん で いた 。 

「 こ れ ま で 、 光 源 を 見 せな いま ま 美 し 
く 光 ら せ る 空間 を 求め て きた が 、RAY- 





CREA は 光源 が チラ チラ せ ず 、 光 の あ 
る 景色 を 自然 な 状態 で 生み 出す こと が で 
きる 。 人 の 視線 は 必ず 移動 し て 変化 し て 
いく も の な の で 、 機 能 的 で ある だ け で な 
く 、 ア ー テ ィ ス ティ ッ ク な 表現 が で きる 
素材 だ と 実感 し た 」。 日東 電工 が 本 展 の 
クリ エイ ショ ン パ ー ト ナー と し て 招い た 
建築 照明 デザ イナ ー の 面 出 意 氏 は 、 そ う 
語る 。 住宅 照明 か ら 都 市 環境 照明 の 分 野 
まで 幅広 い 照 明 を 手がけ て きた 面 出 氏 自 
身 も RAYCREA の 特性 に は 驚い た と い 
う 。「 デ ザイ ナー や 建築 家 に は 、 こ こ で 
触 発 され て 、 ほ か の 使い 方 を 考え 出し て 
ほし い 」 と 期待 する 。 


少量 の LED 光源 で ガラ ス や アク リル 
の 小口 を 光ら せる だ け で 光 を 広げ られ る 
素材 を 活用 すれ ば 、 省 エネ に も な り 、 同 
時 に 既存 の 照明 で は 不可 能 だ っ た 使い 道 
も 生ま れる 。 例 えば 、 読 書 を し て いる 人 
が いる 部 屋 の 中 で 、 反 対 側 に いる 人 が 兆 
を 消し て 眠る よう な 状況 も 現実 的 だ 。 

日 東電 工 ・ 研 究 開発 本 部 光学 技術 研究 
セン ター 長 の 宮武 稔 氏 は 、「 効 率 よく 光 
を 取り 出し た い 、 と いう 光学 フィ ルム の 
設計 か ら ス ター ト し た 開発 だ っ た 。 透明 
な フィ ルム を 粘着 剤 で 美しく 貼っ て 仕 
上 げ る こと が で きる の が 、 当 社 の 技術 
力 。 新しい 光 の 在り 方 を 提案 する と と も 


に 、 き ら に 技術 開発 を 重ね て 最適 な 形 で 
製品 化し た い 」 と 次 の 展開 へ の 手応え を 
語っ た 。 

イン スタ レー ショ ン で は 1.2 メ ヌー トル 幅 
の フィ ルム を 用 いた が 、 用 途 に よっ て 変 
える こと が で きる 。 ミ ラノ で 得 た 意見 を 
踏ま えつ つ 、22 年 度 中 の 製品 化 を 目指 し 
て いる 。 最後 まで 迷っ た 出展 だ が 、 諦め 
る 企業 が 多い な ら 逆 に チャ ンス だ と 捉え 
た 英断 は 、 十 分 な 成果 を 上 げた よう だ 。 


歴史 的 な 場所 で 色 が も た ら す 幸 び 


コロ ナ 宰 で も 活動 を 止め ず 、 感 染 症 に 
まつ わる デザ イン 的 アプ ロー チ を リサ ー 





固 山 田 春奈 氏 と 小林 弘和 氏 に よる クリ エイ ティ ブ 
ユニ ッ ト の SPREAD は 、ALCOVA に て 「Much 
Peace, Love and Joy by SPREAD」 と 題し 2 作品 
を 展示 し た 陣屋 外 ス ペー ス を 彩る よう に 空中 へ ちり 
ば め ら れ た 色 の 破片 は 、 特 殊 な 活版 で グラ デー ショ 
ン に 印刷 され た 紙 を 1 枚 ず つ 手 で ちぎ り 、1 つと し て 
同じ も の が な い 形 を つく り 出 し た も の 。 日 差し や 風 に 
よっ て 変わ る 表情 が 見 る 人 の 想像 力 を 刺激 し て 、 さ 
ま ざ ま な イメ ー ジ を 呼び 起こ す 陣 20 年 に スタ ー ト し 
た プロ ジェ クト か ら 生 まれ た 「Mesh Virus-Control 
Flag Partition] も 屋外 に 展示 し た 。 医療 分 野 で フィ 
ルター と し て 使用 され て いる NBC メッ シュ テッ ク ( 東 
京都 日 野市 ) の メッ シュ を ペー ス に 、 ウ イル ス 制 御 技 
術 「Cufitec (キュ フィ テッ ク )] を 塗布 。 飛 潜 感染 を 
抑制 で きる パー ティ ショ ン に 仕上 げ て ある 。 す で に 東 
京 ・ 南 青山 に ある トヨ タ 自 動車 「 レ クサ ス ] の 情報 発 
信 揚 点 「INTERSECT BY LEXUS-TOKYO」 の カフ 
エエ リア で 活用 され て いる ( 画 四 写真 提供 SPREAD) 


November 2021 NIKKEI DESIGN 67 





上 田 ALCOVA に 出展 し た スキ ー マ 建 筑 計 画 の 作品 山 主 補 者 で 建築 家 の 長坂 常 氏 は 、 
成 武 氏 と 協力 し て 旋 角 加 工 機 を 作り 出し 、 端 材 を 組み 合わ せ た 木材 や 石 を 使っ て これ まで に 見 た こと が な い 組 み 合わ せ の プロ ダク ト を 生み 出す 試み を 発表 し た 。20 年 か 
ら 会 期 を 延期 し 、5 月 か ら ス ター ト し た ベネチア ・ ビ エン ナー レ 国 際 建 築 展 へ の 参加 に 向け た プロ ジェ クト か ら 生 まれ た 発想 だ ( 明 陸 真 提供 だ スキ ー マ 建 築 計画 ) 


ナチ する な ど 意 識 的 な 行動 を 続け て きた ク 
リエ イ テ ィ プ ユ ニッ ト の SPREAD ( ス 
プレ ッ ド )。 継続 し て 参加 し て いる ミラ 
ノ デ アザ イン ウイ ー ク で 発表 し た 屋外 作品 
は 、 パ ン デ ミッ ク に よる 重苦しい 空気 が 
世界 を 覆う 中 、 そ の 渦 に 飲み 込ま れ て し 
まわ な いよ うに 、 あ ら が う よ う な 気持 ち 
か ら 生 まれ た 。 

「Much Peace, Love and Joy by 
SPREAD 」 と 題し た 展示 は 、 ミ ラノ を 
拠点 と する デザ イン の プラ ッ ト フ ォ ー ム 
ALCOVA (アル コ ヴ ァ ) に よる キュ レ 
ーション で 披露 され た 。ALCOVA は 忘 
れ ら れ て いた 歴史 的 場所 を 活性 化し 、 活 
動 の 場 と し て 再 憧 成す る と いう コン セ プ 
ト の 下 、 今 回 は 市 内 に 残る 軍事 病院 跡地 
を 展示 場所 に 選び 、52 組 の デザ イナ ー、 
プラ ンド 、 デ ザイ ン ギ ャ ラリ ー を 紹介 。 
SPREAD の 展示 は 敷地 内 で 最も 広く 、 
草木 の 豊か な 約 650 平 方 メー トル の 屋外 
スペ ー ス を 与え られ て いた 。 

自然 の 中 に 張り 巡ら せ た ネ ッ ト に 散ら 
ば る 紙片 は 、 特 殊 な 活版 技術 で 鮮やか な 
グラ デー ショ ン に 印刷 され て いる 。 あ ら 
か じ め ロ ウ 引 き し て お く こ と で 、 あ る 程 
度 の 風雨 面 え られ る 強度 を 持た せ た 。 
1000 枚 を 準備 し た 紙 は 1 ビー ス ず つ 手 で 
ちぎ り 、 す べ て 異な る 形 に し て ある 。 ベ 
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ー ス と な る 大 き な ネ ッ ト は 青 と 赤 の 糸 で 
編 ま れ て お り 、 そ れ ぞ れ 静 脈 と 動脈 の メ 
タフ ァ ー に も な っ て いる 。 風 の 流れ や 日 
の 動き に よっ て 異な る 表情 を 見 せる イン 
スタ レー ショ ン は 、「 色 は 喜び ] と いう 
彼ら の テー マ そ の も の だ 。 

SPREAD の 小林 弘和 氏 は 、「 人 が う 
れ し い と 感じ た り 元 気 な 気持 ち に な っ た 
りす る と き 、 そ れ は 外 的 な 要因 で 得 られ 
る も の で は な く 、 内 側 か ら 湧き 上 が る も 
の 。 承認 欲求 や 物質 的 な 満足 と は 違う 、 
心 の 中 に ある 音 び を 増やせ れ ば 、 コ ロナ 
褐 に も 面 え て いけ る か も し れ な いと 考え 
た 」 と 振り 返る 。 

同じ く 屋 外 に も う 1 つ 展示 し た 「Mesh 
Virus-Control Flag Partition] は 、20 
年 に 開催 予定 だ っ た 個展 が 延期 と な る 中 
で スタ ー ト させ た プロ ジェ クト か ら 生 ま 
れ た パー ティ ショ ン だ 。 ウ イル ス 抑 制 機 
能 を 備え る メッ シュ 素材 に 色 鮮 や か な 模 
様 を まほ と わせ た 。 感 染 対策 を 重視 する あ 
まり 無機 質 に な り が ちな 空間 に 、 動 き を 
与え る アー トピ ー ス で あり 、 プ ロ テ ク タ 
ー で も ある 。 都内 の カフ ェ で 実際 に 活用 
きれ て いる が 、 ミ ラノ の 自然 光 の 中 で は 
また 異な る 表情 を 見 せ て いた 。 

「 自 然 物 と 人 工 物 と を 明確 に 分 ける と 
いう より 、 植 物 の 生命 力 と と も に 存在 す 


普段 か ら 建 築 施工 で タッ グ を 組ん で いる 工務 店 で も ある TANK (東京 ・ 世 田谷 ) の 福元 


る よう な イメ ー ジ 。 人 色 の エネ ルギー が 見 
る 人 の 活力 に つなが れ ば 」。 SPREAD が 
構築 する “ 色 " の 世界 は 、21 年 秋 に 東京 
で 開催 予定 の 個展 で も 再び 多く の 人 を 引 
きつ ける に ちがい な い 。 


加工 プロ セス か ら 導 き 出 され る 新 表現 


同じ く ALCOVA で は 、 ス キー マ 針 築 
計画 (東京 ・ 渋 谷 ) の 長坂 常 氏 が TANK 
の 福元 成 武 氏 と 共同 制作 し 、 旋 散 加 工 技 
術 の 試行 便 誤 か ら 発展 きせ た 3 往 類 の プ 
ロト タイ プ を 発表 し た 。 こ れ ら は 、 ち ょ 
うど ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク と 開催 時 其 
が 重なっ た 第 17 回 べ ベネ チア ・ ビ エン ナー 
し 国際 建 築 展 (21 年 5 月 22 日 一 11 月 21 
日 ) で 日 本 館 の 設計 に 携わっ た 際 に 考案 
し た 技術 を 応用 し て いる と いう 。 

旋盤 加工 は 、 工 作物 を 回 転 き せな が ら 
切削 する 技術 の こと で 、 基 本 的 に 切削 部 
が 丸く て な っ て いな いと 回 転 する カカ で は ね 
返さ れ 、 ま と も な 加工 が で き な い 。 そ の 
た め 主 に 丸い 棒 を 材料 と し て 加工 する 場 
合 が 多い 。 

そこ で 、 ベ ネ チ ア ・ ビ エン ナー レ の 建 
設 現場 で 使っ た 足場 の 材料 だ っ た 単 管 
と 、 大 き さ が 不 ぞ ろ い の 古い 角材 を 接合 
きせ よう と 考え た と き 、 丸 ノコ を 使う 技 
術 に 思い 至っ た 、 と 長坂 氏 は 話す 。 








田 日 本 の 有松 ・ 鳴 海 族 り を ラ 


ジュ アリ ー ブ ラ ンド へ 展開 する スズ サン は 、 ミ ラノ デザ イン ウイ ー ク へ の 参加 は 初め て 遼 ホ ー ム コレ クシ ョ ン と 新作 の 衣服 コレ クシ ョ ン 、 


そし て ミラ ノ 在 住 の デア ザイ ナー、 古川 紗 和 子 氏 が デザ イン し 、 ス ズ サ ン の 絞り の 技法 で 作り 上 げた バッ グ コ レク ショ ン ま で 一 堂 に 披露 し た 勾 顧 客 で ある イタ リア や スイ ス 


の パイ ヤー だ け で な く 、 欧 州 圏 の セレ クト ショ ッ プ や ハイ ブラ ンド の ディ レク ター ら も 訪れ た ( 田 攻 写真 提供 スズ サン ) 


「 回 転 運 動 の 力 を 使っ た 加工 方 法 を 工 
夫 す る 週 程 で 、 丸 ノコ を 固定 し 、 材 料 を 
動か すこ と で 切る 方 法 に た どり つい た 。 
テー ブル や ベン チ な どい くつ か 家具 を 作 
り 、 ベ ネ チ ア ・ ビ エン ナー レ の 会 場 に 設置 
し て みて 、 も っ と 発展 させ れ ば 家具 の よ 
うな 大 き な も の の 加工 に も 可能 性 が ある 
と 考え る よう に な っ た 」 (長坂 氏 ) 

ミラ ノ で は 、 種 類 の 倍 う 古 材 を あら か 
じ め 圧 着 さ せ て お いて か ら 丸 くく り ぬ 
く よ うに 加工 し た も の 、 古 い ス ツー ル と 
角材 を 組み 合わ せ た も の 、 そ し て 石 を ネ 
ジ の よう に 加工 し て ガラ ス 瓶 と 組み 合 
わせ た も の 、 と いう 実験 的 な 素材 と 形状 
を 、 来 場 者 に 問い か ける よう に 展示 し 
た 。 誰 も が 知っ て いる 素材 か ら 、 加 工 技 
術 の 工夫 に よっ て 別 の 側面 を 引き 出し 
て みせ る アプ ロー チ は 、 今 後 の 展開 を 期 
待 さ せる 。 


バロック の 室内 で 伝統 技法 が 輝く 


名 古屋 市 で 受け 継が れ て きた 「 有 松 ・ 
鳴海 絞り 」 の 伝統 技法 を 、 現 代 的 な 要素 
と 掛け 合わ せ た フ ァ ッ ショ ンプ ラン ド 
「suzusan」 と し て 展開 し て いる スズ サン 
(名 古屋 市 ) は 、 初 め て ミラ ノ デ ザイ ン ウ 
イー ク に 参加 し た 。 市 内 中 心 部 に ある 歴 
更 的 な ヴィ スコ ン テ ィ 宮 殿 を 会 場 に 、 バ 


ロッ ク 調 の 室内 で 日 本 の 手 仕 事 が 落ち 着 
いた 輝き を 見 せる 展示 と な っ て いた 。 

名 古屋 市 の 有松 に 工房 を 持つ 「 鈴 三 商 
店 ] の 5 代目 で ある 村瀬 弘行 氏 が クリ エ 
イ テ ィ ブ プ デ ィ レ クタ ー と し て 、 ド イツ ・ 
デュ ッ セ ルド ルフ を 拠点 に 08 年 に 立ち 
ト 上 げ て 以来 、 パ リ や ミラノ で 独自 の コレ 
クシ ョ ン を 発表 し て お り 、 国 内 外 の トッ 
プ メ ゾン に 絞り 生地 を 提供 する こと も あ 
る 。 今回 は 、 普 か ら の 友人 で も ある ファ 
ッ シ ョ ン デ ィ レ クタ ー、 ガ プリ エレ ・ フ 
ェ レ ロ 氏 に よる オー ガ ナ イ ズ で 参加 を 決 
め た と いう 。 フ ァ ッ ショ ン に 加え 、 ク ッ 
ショ ン や プラ ン ケ ッ ト 、 テ ー プ ブル マッ ト 
と いっ た ホー ムコ レク ショ ン を 充実 きせ 
て 了 臨ん だ 。 ア パレ ル 業 界 の バイ ヤー や デ 
ザイ ナー が 主 な 来場 者 層 で ある 。 

例年 より 人 数 は 減っ て いる も の の 、 
「 そ の 分 だ け フ ィ ル タリ ング され た 尋 味 
を 持つ 方 えと 、 じ っ くり 話 を で きた の が 
と て も 良かっ た 。 これ 以上 、 人 が 多かっ 
た らき ちん と 時 間 を 取れ な か っ た だ ろう 
と 思う の で 、 私 に と っ て は 最適 だ っ た 」 
と 村瀬 氏 は 話す 。1 週間 の 会 期 で 約 800 
人 、 イ タリ ア 以 外 で は 、 ス イス 、 米 国 か 
ら の 来場 者 も 多く 迎え た 。 パ リ の ボン ・ 
マル シェ 、 ロ ンド ン の リバ ティ ー、 ニ ュ 
ー ヨ ー ク の パー グ ド ル フ ・ グ ッ ド マン な 





ど 大 手 の 百 貨 店 や 、 カ ッ ペ リー ニ 、 ア ル 
マー ニ ・ カ ー ザ 、 エ ル メ ス の デザ イナ ー 
ら も 訪れ た と いう 。 す で に 現地 で オー ダ 
ー も 受け た 。 

「 お 披露 目 だ け で な く 、 超 優良 店 舗 と 
の ビジ ネス に つなげ る こと が で きた 。 デ 
ザイ ン ウ イー ク と し て は 那 道 か も し れ な 
い が 、 フ ァ ッ ショ ン ア イ テ ム を 持っ て い 
っ た こと で 、 プ ラン ド と し て の 全体 の 世 
界 観 を 見 せ て 多く の タッ チ ポ イン ト を 得 
られ た 。 非常 に 好感 劇 の スタ ー ト が 切れ 
た ミラ ノ で 、 次 回 も 参加 する こと を 考え 
た い ] と 村瀬 氏 。 パリ の ファ ッ シ ョ ン 、 
ミラ ノ の デザ イン 、 と 使い 分 ける 構想 も 
ある よう だ 。 

今回 の ミラ ノ デ ザイ ン ウ イー ク は 、 大 
規模 な イン スタ レー ショ ン が 話題 と な る 
体験 空間 も あれ ば 、 伝 統 の 技 に よる 高 品 
質 な アデ ザイ ン を 介し て 対話 する 場 に も な 
っ て いた 。 熱狂 に 流 き れ な い 、 本 質 的 な 
デザ イン イベ ント と し て 再び 動き 始め た 
1 週間 だ っ た と いえ る だ ろう 。 

22 年 は 、 す で に ALCOVA が ミラ ノ 
サロ ー ネ と 足並み を そろ えて 4 月 5 一 10 
日 に 開催 する と 発表 し た 。 新 型 コ ロナ ウ 
イル ス 感 菜 症 対策 と 両立 させ な が ら 、 新 
た な コミ ュ ニ ケー ショ ン 方 法 を 模索 する 
期間 は 、 も う 少 し 続き そう だ 。 W 
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メゾ ン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ 報 告 


受注 が コロ ナ 前 の 3 倍 の 日 本 企業 も ! 
メゾ ン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ が リア ル で 再開 


四半 世紀 に わた り 毎年 2 回 、1 月 と 9 月 に パリ 郊外 の ヴィ ル バ ン ト 見 本 市 会 場 で 開か れ て いた が 、 
コロ ナ 舞 で 2020 年 1 月 を 終え た 後 の 2 期 を 見 送っ て いた 。 ( 永 未 アコ ニテ ジャ ー ナ リス ト ) 





1 年 以上 の 間 、 主 催 者 の みな ら ず 世界 
の イン テリ ア 業 界 の 多く の 人 々 が 、 待 ち 
に 待っ た リア ル で の 再開 催 で ある 。 去る 
9 月 9 日 本 曜日 に 始ま り 、 週 末 を また ぎ 
13 日 月 曜日 に 終 耳 。 成功 に 終わ っ た と 
いわ れる “再開 メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ "5 
日 間 の 統計 数 字 が 、 同 週 に 発表 きれ た 。 

出展 者 数 1476 (国内 プラ ンド 758、 国 
外 プ ラン ド は 718 )、48 の 国 ・ 地 域 か ら 
参加 、 ビ ジ タ ー 数 4 万 8641 人 。 ち ょ う 
ど 2 年 前 、 コ ロナ 騒ぎ が 始ま る 以前 の 
2019 年 9 月 の 出展 者 数 が 2762、 そ の 61 
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% が フラ ンス 国外 の プラ ンド で 、69 の 
国 ・ 地 域 の 参加 。 ビジター 数 は 7 万 6862 
人 。 全 体 の 数 字 を 過去 と 比較 する 限り 、 
この 再開 に は まだ コロ ナ 宰 の 影響 が 色 濃 
く 残っ て いる こと が うか が える 。 

し か し 今回 参加 し た 多く の 出展 者 、 バ 
イヤ ー た ち が 、 こ の 再開 第 1 回 が 成功 で 
ある と いう 意識 を 共有 し て いる 。 そ し て 
次 回 22 年 1 月 へ の 期待 を きら に 大 きく 
し て いる の だ 。 

な ぜ か ? また メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ 
の 主催 社 SAFI が 、 リ スク を 伴う と 思わ 


MA 
&0bJE 





見 本 市 再開 まで の 話 を 聞か せ て くれ た メゾ 
ン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ 上 級 幹 部 の エレ ナ ・ バ パ ヴ ロ 
ヴィ ッ ク 氏 。 イ ン テ リ ア は コロ ナ 袖 の 下 で 
も 生き 続け る こと の で きる 分 野 で ある こと 
を 感じ な が ら 、 感 動 と 共に 再開 を 迎え た 


メゾ ン ・ エ ・ オ ブ ジ ェ が 再開 し た 。 パ リ 
郊外 の ヴィ ルパン ト 見 本 市 会 場 に て 


れ な が ら も 今回 の リア ル で の 再開 を 決め 
た 理由 、 そ し て 出展 者 が 今 ま で の 約 半分 
と 分 か っ て も な お 、 開 催 を 前 向き 
た 理由 は 何 な の か ? 





多く の 関係 者 が 宝 ん だ リア ル 開 催 


リア ル で の 見 本 市 を 不可 能 に し て いた 
1 年 以上 の 間 に 、 メ ゾン ・ エ ・ オ プ ジ ェ 
の 主催 者 が 何 を 行っ て き て いた か を 知る 
と それ が 理解 で きる 。 メ ゾン ・ エ ・ オ プ ブ 
ジェ 上 級 幹 部 の エレ ナ ・ パ ヴ ロ ヴィ ッ ク 
氏 に 、 再 開 に 至る まで の 話 を 聞い た 。 






「20 年 1 月 の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ 以 
隆 、 フ ラン ス 政 府 に より 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 の 拡大 を 防ぐ た め 5000 人 以 
上 が 集まる イベ ント の 禁止 令 が 敷 か れ 、 
私 た ちの よう な 巨大 な 見 本 市 を 開く の は 
不可 能 と な り ま し た 。 そ の 間 、 私 た ち は 
他 の 多く の 見 本 市 同様 、 ア ジタル プラ ッ 
ト フ ォ ー ム を 発展 きせ まし た 。 出展 者 や 
バイ ヤー た ちと つなが り 続 け 、 頻 繁 に 
意見 交換 を 行っ て いた の で す 。 5000 人 
以上 の 集会 禁止 が 解除 され た 21 年 5 月 
末 に 、 私 た ち が 迷 うこ と な く 9 月 の 見 本 
市 再開 を 決め る こと が で きた 理由 は 、 こ 
の た くさ ん の ネッ ト 上 で の ディ スカ ッ シ 
ョ ン に あり ます 。 出展 者 、 バ イヤ ー、 ジ 
ャ ー ナ リス ト 、 イ ン フ ル エ ン サ ー の 誰 も 
が 、 本 物 を その 目 で 見 て 、 能 れ 、 そ し て 
それ ら を 前 に 会 話 を 交わ すこ と が 大 切 で 
あり 、 何 より 不可 欠 で ある と 考え て いる 


こと が 、 私 た ち は 十 分 理解 で き て いた の 
商 抽 

「 ま だ まだ 現時 点 で は コロ ナ 掲 に よる 
困難 は あり ます が 、 彼 ら の 多く が 次 回 
22 年 1 月 の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ に は 参 
加 で きる よう 、 で きる 限り の 努力 を する 
と 言っ て いま す 。 既 に 次 回 に 向け て の プ 
ジェ クト も 進ん で いま す 。 例え ば 、 フ 
ラン ス 文 化 省 の 後援 付き で 、1 つの 国 を 
指定 し 、 そ の 国 の 才能 を 感じ きせ る 若い 
デザ イナ ー を 6、7 人 選出 する 、 イ ン テ 
リア 界 に 影響 力 の 強い ライ ジン グ ・ タ レ 
ント 賞 が メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ に は ある 
の で す が 、 過 去 の イタ リア 、 レ バ ノ ン 、 
中 国 、 米 国 に 続い て 21 年 は フラ ンス 、 
そし て 次 回 1 月 は 日 本 に 決ま っ た と ころ 
で す 。 日 本 か ら の 出展 者 、 バ イヤ ー が 
再び 戻っ て き て くれ る こと を 願っ て 1!」 
( パ ヴ ロ ヴ ィ ッ ク 氏 ) 





ロコ ロナ 対策 で 回 廊 を 広げ た 。 そ れ は 
同時 に 見 本 市 に 高級 感 を も た らし た 
回 6 ホ ー ル ある うち の 1 ホー ル を 上 か ら 。 
館内 で は 今回 も 主 に フラ ンス 語 、 英 語 、 
スペ イン 語 、 イ タリ ア 語 が 飛び か っ て い 
本 人 が 少な い の は 残念 
特設 され た 衛生 パス コン ト 
ロー ル の テン ト 。 入場 に は ワク チン 2 回 
接種 証明 、 ま た は 72 時 間 内 の 抗原 検査 
陰性 証明 な ど が 必要 だ 回 衛生 パス が 
な い 、 も し く は 外国 か ら 来 て 自国 の それ 
『 機 能 し な い 、 と いう 人 の た め に 、 鼻 の 
奥 に 棒 を 入れ て 抗原 検査 が で きる テン 
ト 。15 分 で 結果 が 出る が 、 陽 性 だ っ た 
ら 見 本 市 に は 入れ な い ! 結果 は 個人 の 
携帯 電話 に 届く 














は 6 社 の み 





コロ ナ 摘 が まだ 収まら な い 今 回 の 開催 
に 当たっ て 、 以 前 と 違う どん な 処置 を し 
た の だ ろう か ? 

「 政 府 の 指示 に 従い 衛生 パス は 必須 。 
外国 か ら 来 られ た 方 の 、 そ の 国 の 発行 し 
た パス の QR コー ド が 読み 取れ な い 場 合 
が ある の で 、15 分 で 結果 の 出る 抗原 検 
査 テ ント を 入り 口 に 設置 し まし た 。 も ち 
ろ ん ホ ー ル 内 は マス ク 着 用 で す 。 ア ルコ 
ー ル ジェ ル を 至る 所 に 設置 。 出 展 者 た ち 
も お の お の の スタ ンド の 入り 口 に ジェ ル 
を 置い て いま し た 。 そ し て ホー ル 内 の ス 
タン ド の レイ アウ ト で は 歩く スペ ー ス を 
ぐっ と 広げ まし た 。 人々 が 肩 を 触れ な が 
ら す れ 違 っ た り 、 人 の 渋滞 に な る こと を 
防ぐ た めで す ]」 

ちな み に 特 設 さ れ た 抗原 検査 テン ト で 
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検査 を 受け る 人 は あま り 見 受け な か っ 
た 。QR コー ド は 検査 日 時 か ら 72 時 間 有 
効 で あり 、 見 本 市 は パリ か ら 1 時 間 弱 の 
所 に ある の で 、 外 国人 の みな ら ず パリ を 
経由 する フラ ンス 人 も 、 陰 性 証明 が 必要 
な 人 々 は 会 場 に 到着 する 前 に どこ か で 既 
に 済ま せ て いる 。 し か し 万 が 一 の た め に 
会 場 入り 口 に それ が 設置 され て いる の は 
出展 者 に と っ て も ビジ ター に と っ て も 、 
また スタ ッ フ た ち に と っ て も 安心 な こと 
だ っ た 。 

また 歩く スペ ー ス の 拡大 は 、 ゆ っ た り 
と 落ち 着い た エレ ガン ト な 見 本 市 と いう 
印象 を 与え る 良い 副作用 も あっ た 。 各 出 
展 ス タン ド が 尊重 きれ た 感じ で 、 見 本 市 
に アッ プ グ レー ド 感 を 漂わ せ た 。 ち な み 
に 通常 は 8 ホー ル を 使う が 、 今 回 は 6 ホ 
ー ル の み の 使用 で あっ た 。 

日 本 か ら の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ の 出 
展 は 通常 約 50 社 は ある と いう が 今回 は 6 
社 の み 。 そ の 1 社 が 東京 都 港 区 に 拠点 を 
置く 前 掛け 専門 製造 全社 エニ シン グ だ 。 
00 年 創業 で 日 本 の 伝統 的 な 前 掛け の 文 
化 を 継承 し つつ 、 新 し い デ ザイ ン や 可能 





ー に 対応 し た 
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性 を 追求 し て 欧州 進出 も 狙っ て きた 。 ロ 
ッ ク ダ ウン 前 に 行わ れ た 20 年 1 月 の メ 
ゾン ・ エ ・ オ プ ジ ェ が 初 参 加 で 、 今 回 が 
2 回目 。 エ ニシ ング の 社長 、 西 村 和 弘 氏 
は 、 以 下 の よ うに 語っ て くれ た 。 

「 友 人 の 伊藤 パイ ンダ リー (メモ バッ 
ド 製 造 、 東 京 ・ 墨 田 ) の 代表 か ら 、 メ ゾ 
ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ が 世界 の 展示 会 の 中 で 
最も お 薦 め だ と 聞き 、 そ れ ま で 毎年 ロン 
ドン に 出展 し て いた の で す が 20 年 1 月 
に こち ら に 切り 替え まし た 。 東京 の ギフ 
ー に も 毎年 出展 し て お り 、 羅 急 事 
態 家 言 中 の 3 月 も 参加 。 そ こ で 全体 の 来 
場数 が 少な か っ た に も か か わら ず 弊 社 は 
過去 最高 の 売り 上 げ を 記録 。 こ の よう な 
環境 下 だ か ら こ そ バ イヤ ー は 本 気 な の で 
し ょ う 。 今回 の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ も 
良い 結果 が 生ま れる の で は と 参加 を 決め 
まし た 。 英 社 の アド バイ ザー で あり メル 
シー (マレ 地区 に ある パリ の セレ クト シ 
ョ ッ プ で 、 こ こ に 来れ ば イン テリ ア や フ 
ァ ツ ショ ン の 世界 の 流行 が 一 目 で 分 か 
る と いわ れる ) の 創業 者 の 一 人 で も ある 
パリ 在住 ジャ ン = リ ュ ッ ク ・ コ ロナ 氏 か 











グ が 2 回 目 の 出 展 。 右 が 代表 の 西村 和弘 氏 。 現 地 の 通訳 を 1 人 頼み 、2 人 で 5 日 間 、 


ら も 、18 カ ヵ月 も 待た され た パイ ヤー た ち 
の 購入 意欲 は 高い だ ろう と 勧め られ まし 
た 。 メ ゾン ・ エ ・ オ プ ジ ェ の スタ ッ フ た ち 
と は つなが り 続 け 、 情 報 収 集 を し まし た 」 
千 果 、20 年 1 月 の 出展 時 と の 比較 で ス 
タン ド へ の 人 の 入り は 60 一 70% 増 、 売 
り 上 げ は 約 3 億 。 前 回 の 受注 は 約 20 件 
で 、 今 回 は 約 60 件 に も な っ た と いう 。 
この 数 字 も 、 再 開 し た メゾ ン ・ エ ・ オ プ ブ 
ジェ が 成功 し た と いわ れる ゆえ ん だ 。 


アフ ター コロ ナ に 向かう トレ ンド 


コロ ナ 宰 以前 か ら 時 代 の 流れ は 「 エ コ 
ロジ カル 」「 サ ステ ナ プ ブル 」 に 向かっ て い 
た 。 先進 国 の 至る と ころ で 合言葉 の よう 
に 聞か れる この 時 代 の キー ワー ド 。 今回 
の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ で も また 自然 
素材 」「 再 利用 ] と いう 言葉 が 、 新 製品 の 
素材 の 説明 を 聞く た び 多 く の 出 展 者 の 品 
か ら 発せ られ て いた 。 

以前 は プラ スチ ッ ク 、 合 成 油脂 、 合 成 
素材 な ど が 使わ れ て いた 部 分 が 、 生 分 
解 性 の 自然 素材 、 例 えば 木 居 (きく ず )、 
植物 の 皮 、 上 貝殻 、 ワ カメ (日 本 含め た 限 
られ た 国 で し か 食用 で は な い )、 コ ー ン 
スタ ー チ な どの 原料 に よる も の と な っ て 
いる 。1970 年 代 に 世界 に 広がり 様々 に 
利用 され た プラ スチ ッ ク は 、 現 在 で は 避 
ける べき マテ リア ル の 代表 だ が 、 そ の 再 
利用 は ウエ ルカ ム で プラ スチ ッ ク の 再生 
と いう 製品 も 少な く な い 。 ま た 再 利用 す 
る 素材 と し て ユニ ー ク な も の に ジー ンズ 
や バド ミン トン の 羽根 な ども あっ た 。 

出展 者 ガイ ド プ ブッ ク に は 、 循 環 を 表し 
た 図 の サス テ ナ ブ プル マー ク が あり 、 そ れ 
を 目当て に 買い 付け を 行う バイ ヤー も い 
る 。 前 出 の エレ ナ 氏 も 「 製 品 の すべ て が 
自然 素材 と いう 専門 メー カー が 増え て い 
る の も 確か で す が 、 現 存する メー カー や 
プラ ンド が 、 今 まで の 製品 を 存続 させ な 


占 社 名 は work with island( 小 
島 と 共に 仕事 )。2018 年 劇 立 
で 、 ス タッ フ の 平均 年 齢 27 歳 と 
いう 若い 会 社 。 リ サイ クル 素材 
や 持続 可能 な 方 法 で 管理 され た 
フラ ンス の 木材 で 製造 。 換 気 や 
防音 も し っ か り し て お り 、 カ タロ 
グ に は 数 字 を 提示 し て 品質 を ア 
ピー ル 回 北欧 フィ ン ラ ンド の 
メー カーBLOCKO。 隔離 で きる 
空間 を 提案 。 WORK! で 
ィング スペ ー ス と し て 
提案 し た が 、 リ ラッ クス コー ナー 
と し て も 使え る 。 防 音 の フェ ル 
ト な ど は プラ スチ ッ ク の リサ イ 
クル に よる も の で 、 木 材 は 100 
パー セン トリ サイ クル 可能 と い 
う 右 フ ラン ス の buronomic 
が 手がけ る ワイ ヤー シリ ー ズ 。 
パー テ シ ョ ン 部 分 に 机 や 棚 を 好 
み の 高 さや 大 き さ で 組み 合わ せ 
る こと が で きる 家具 。 ど こ で も 
簡単 に 仕事 スペ ー ス が 作れ る 。 
「 コ ン セ プ ト と 製作 は 100% フ ラ 
ンス 」 で 、「 近 く で 作る ] = ニ 「 輸 
送 に 付帯 する 無駄 な 公害 を 出さ 
な い ] 回 02 年 以来 サイ レン ス 
を テー マ に 製作 を 続け る フィ ン 
ラン ド の evavaaradesign の サ 
イレ ンス チェ ア 。 そ の 音 の 電話 
ボッ クス の よう な も の も 規 つ か 
あり 、「 個 人 の 会 話 の た め の プラ 
イベ ー ト スペ ー ス は 存在 し 続け 
る に 値する ] と 思わ せる 





が ら 新 シリ ー ズ や 新 商品 と し て サス テ ナ 
プル な も の を 扱う と いう 動き が 目立ち ま 
す 」 と 言う 。 

エコ デザ イン 、 ア ッ プ サイ クル と いう 
言葉 も 今回 の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ で は 
よく 耳 に し た 。 世界 が コロ ナ 掲 を 乗り 越 
えよ うと し て いる 今 、 新 し い 素材 の 新 し 
い プ ロダ クト を 通し 、 人 々 の 生活 の 価値 
観 が " 家 華 " や * 高 級 " より 、 優 し き " や 
"思いやり" に シフ ト し て いる の が 明らか 
k じ られ た 。 

も う 1 つの 話題 は リー キン グ ス ペ ー 
ス 。 コロ ナ 宰 以前 に も 見 られ た コワ ー キ 
ング スペ ー ス の 流行 は 、 メ ゾン ・ エ ・ オ 
プ ェ も 当時 か ら 注 目 し て お り 、 何 か を 企 
て る つも り で は いた と エレ ナ 氏 。 そ し て 
今 、 コ ワー キン グ ス ペ ー ス は さら に 注目 
され る も の に な っ た 。 








コロ ナ 拉 に より 多く の 人 に 強い られ た 
テレ ワー ク は 、 会社 に 常時 詰め る の で は 
な く 必 要 な と きだ け 出 社 す れ ば 十分 と い 
うこ と を 示し た 。 よ っ て ロッ クダ ウン が 解 
除 さ きれ て も ホー ム オ フィ ス は 何ら か の 形 
で 残っ て お り 、 そ れ は 世界 の 先進 国 の 傾 
向 で ある 。 フ ラン ス で は ロッ クダ ウン 時 、 
セカ ンド ハウ ス を 持つ 多く の パリ ジャ ン が 
パリ を 離れ て 田舎 で 過ごし た が 、 そ こ で 
田舎 の 生活 に 目覚 め 、 バ パリ か ら 田 舎 に 移 
り 住 む 人 が 一 気 に 増 えた 。 田舎 の 生活 が 
すなわち 農林 水産 業 に 従事 する こと で は 
な い 。 ネ ッ ト さ え あ れ は ば 毎日 出勤 し な く て 
も 十分 に 仕事 が で きる 時 代 で あり 、 今 回 、 
田舎 に 移住 し た 人 の 多く は 職業 は 以前 の 
まま だ 。 こ うし た 理由 か ら オ フィ ス や 家 
の ワー クス ペー ス に 改革 が 起こ っ て お 
り 、 再 開 の メゾ ン ・ エ ・ オ プ ジ ェ で も そ 








れ に 対応 すべ く 「 ワ ー ク 」 と いう 専門 コ 
ー ナ ー を 設け た 。 そ こ に は 今 ま で に 見 た 
こと の な い 人 間 エ ま づ いた 
場 " の アイ デア ァ が 満載 で 、 仕 事 
新しい パー スペ クティ ブ を も た らし た 。 

コロ ナ 褐 で 仕事 が 思う よう に で きず 、 
誰 も が 仕事 に つい て 考え させ られ た 後 
の 、 メ ゾン ・ エ ・ オ プ ジ ェ の 再開 で は 、 
イン テリ ア を 生活 の みな ら ず 「 働 く ] と 
いう 分 野 に まで 押し 広げ た 。 し か も この 
「WORK ! = 仕事 1] と いう 強大 な コー 
ナー 表示 は 特別 な 書体 も 色 も 使っ て いな 
い の に 、 自 由 で エネ ル ギ ッ シュ な 、 前 向 
き な 印 象 を 与え て いた 。 私 た ち は そ こ 
に 「 見 本 市 再開 ! 仕事 再開 1] と いう 、 
今 まで に 経験 し た こと の な か っ た ある 種 
の 喜び 、 開 放 感 を 見 い だ し て いた の か も 
し れ な い 。 WW 
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Ginza Sony Park の ブラ ン デ ィング デザ イン 





3 年 間 に 850 万 人 が 訪れ た | 公園 」 の 魅力 を 探る 


[2019 年 遍 グ ッ ド デザ イン 金 哲 ] な ど を 受 
買 し た Ginza Sony Park」 が 、2024 年 に 
新しい [公園] とじ で 生 まれ 変わ る た め 、21 
年 9 月 90 日 に 一 時 開園 し た 。Ginza Sony 
Park と は 何だ っ つた の か 。 ソ ニー の ブラ ン デ 
イン グ 戦 略 の 二 環 と し て 、 ど う 位 置 づ けら 
れる の が 語 プ ロジ ェクト を 担当 し た ソニ ー 
企業 社長 の 永野 大 輔 欠 に 、 バ ニス ター 代表 
IG プ ラン ディ ング ィ レク ター の 細谷 正人 
氏 が ロン グイ レン タビ ピュ ー を 実施 し た 。 今回 
は 1 回 目 。 





細谷 正人 氏 (以下 、 細谷 ) 東京 ・ 銀 座 の 
一 等 地 に あっ た ソニ ー ビ ル を 2018 年 8 
月 に 「Ginza Sony Park」 (以下 ソニ ー 
バ パーク) と し まし た 。 約 707 平方 メー ト 
ル の フラ ッ ト な 地上 部 と 地下 4 階 の 吹き 
抜け を 含む 地下 部 分 で 構成 され た 公園 
は 、 画 期 的 な デザ イン で あり 、 ソ ニー に 
と っ て も 挑戦 的 な 試み だ と 思い ます 。 24 
年 に は 公園 の コン セプト は 変え ず 、 新 し 
い 建 物 を 竣工 する 予定 と 聞き ます 。 な ぜ 
公園 を 造っ た の か 、 そ の きっ か け か ら 教 
えて くだ さい 。 

永野 大 輔 氏 (以下 、 永野 ) プロ ジェ クト 
の スタ ー ト は 13 年 で す 。 も と も と 公園 
を 造る と いう 計画 で は な く 、 ソ ニー ビル 
の 建て 替え プロ ジェ クト と し て スタ ー ト 
し まし た 。 私 は 当時 、 ソ ニー 社長 直 連 の 
スタ ッ フ と し て プロ ジェ クト に 参画 し 、 
どん な ビル に し よう か と メン バー で 話し 
合っ て いま し た 。 次 の ソニ ー ビ ル は 何 階 
建て に する と か 、 ど ん な テナント を 入れ 
た らい いか 、 な ど と 議論 し まし た 。 


末 疾 江陵 | て 


マー ケティング 、 経 営 戦 
路 、CEO (最高 経営 責任 
者 ) 室 な ど を 経て 2017 
年 か ら 現職 。「 Ginza 
Sony Park Project」 の 
リー ダー と し て 、13 年 か 
ら プ ロジ ェクト を 推進 し 、 
18 年 8 月 9 日 に 「Ginza 
Sony Park」 を オー プン 
させ た ( 生 真 / 妨 所 通 ) 
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し か し 、 同 じ よ うな ビル が た くさ ん あ 
り 、 普 通 の ビル で は 面白 く な い 、 と いう 
意見 が 出 て きた 。 な ら ば 、 ど こ か の ビル 
と 似 て し まう より 、 ソ ニー らし さと は 何 
か 、 ソ ニー の 原点 に 戻っ て 考え よう と な 
り ま し た 。 す る と 、 人 が や ら な いこ と を 
や る の が ソニ ー の 企業 文化 で あり 、 い ろ 
いろ な ビル の 建て 替え が 東京 の あちこち 
で 起こ っ て いる な ら 、 む し ろ 和 建て な い ほ 
うがい い の で は 、 と な っ た の で す 。 
細谷 ソニ ー の 根源 は 、 人 と 信 う こと を 
や る こと に ある と 。 
永野 その 通り で す 。 建 て な いな ら 、 こ 
こ を 何 に し た らい いか 、 と 議論 が 展開 し 
まし た 。 そ の と き 、 ど こ に ヒン ト を 求め 
た の か と 言え ば 、 約 50 年 前 の 1966 年 に 
ソニ ー ビ ル を 建て た と き の 思 いで し た 。 
ソニ ー 創 業者 の 1 人 で ある 盛田 昭夫 や 、 
ソニ ー ビ ル を 設計 し た 建築 家 の 芦 原義 信 
さん は 当時 、 ど ん な 思い で ソニ ー ビ ル を 
建て た の か 。 盛田 は ソニ ー ビ ル の 一 角 を 
「 銀 座 の 庭 」 と 言っ て いま し た 。 ソ ニー 
と いう 私 企業 で あり な が ら 、 銀 座 の 超 一 
等 地 の 場 所 を パプ リッ クス ペー ス に し よ ょ 
うと 考え て いた 。 こ れ は すご いな 、 と 思 
いま し た 。 

建て な い の だ か ら 、 公 園 に する の は ど 
うか 。 近辺 は 休憩 する 場所 が 少な いし 、 
50 年 間 も お 世話 に な っ た 銀座 へ の 恩 返 
し に も な る 。 そ こ か ら 、 公 園 に する な ら 
どう すべ きか と 、 ど ん どん 議論 が 深まり 
まし た 。 
細谷 し か し 公園 に に て し まう と 、 そ れ 
まで 象徴 的 で 有形 化 さ きれ て いた アイ コン 
性 や ソニ ー ビ ル で の 物販 な どの 売り 上 げ 
が 減っ て し まい ます よね 。 そ うい う 話 は 








周囲 を ビル 群 が 取 り 囲 
お 、 東 京 ・ 銀 座 の 真ん中 
の 「Ginza Sony Park] 
@Ginza Sony Park 
Project 


出 な か っ た ん で すか 。 

永野 も ちろ ん あり まし た 。 私 が 社長 を 
務め る ソニ ー 企 業 に と っ て は 当然 、 テ ナ 
ント の 家賃 収入 な ども 減り ます 。 銀座 の 
超 一 等 地 を 開か れ た 場所 に する の は 、 世 
の 中 に と っ て は いい か も し れ ま せん が 、 
会 社 と し て どう か と 。 し か し 、 人 が や ら 
な いこ と を や る 、 ソ ニー は ユニ ー ク な 会 
社 で ある 、 と と いう 原点 に 立ち 戻る と な 
る と 、 こ こ を 公園 に し た こと に よる 話題 
性 や 刺激 性 の 価値 は 大 きい と 判断 し まし 
た 。 建て な い ほ う が プ ラン ド 価 値 は 上 が 
る だ ろう と 考え た の で す 。 

千 果 、 オ ー プ ン す る と 多く の メデ ィ ア 
に 取り 上 げ て いた だ き 、 お 客 き ま に た 
くさ ん 来 て いた だ けた 。 その 数 は 21 年 
9 月 まで の 約 3 年 間 で 850 万 人 に な り ま 
す 。 コ ロナ 摘 も 含め て 平均 する と 1 日 で 
8000 人 くら い 。 も ちろ ん 土日 の ほう が 
多い の で す が 、 銀 座 に 遊び に 来 た 人 た ち 
が 、 ふ ら っ と 立ち 寄る な ど 、 注 目 を 集め 
る 施設 に な っ た 。 プ ラン ド 体 験 と いう 視 
点 で は 850 万 人 が ソニ ー を 体験 し た こと 
に な り ま す 。 私 は ソニ ー パ ー ク 自体 を 商 
品 と か サー ビス と し て 提 え て いま す 。 つ 
まり 体験 価値 と し て は 「 ウ ォ ー ク マン 」 



































「 プ レイ ステ ーション 」 「aibo」 と 同じ よ 
うに 、850 万 人 に ソニ ー パ ー ク を 楽し ん 
で も ら っ た こと に な る 。 

ビル と か 場 と いう と 、 そ の 中 に 入っ て 
いる も の に フォ ー カ ス さ れ が ち で 、 以 前 
の ソニ ー ビ ル で も ショ ー ル ー ム に ある ソ 
ニー 商品 が お 客 さ きま と の コン タク ト ポ イ 
ント で し た 。 し か し ソニ ー バ パー ク は 、 シ ョ 
ー ル ー ム で は あり ませ ん 。 公園 で ある と 
いう 認知 を 高め る た め に 、 最 初 の 1 年 は 、 
あえ て ソニ ー 製 品 を テー マ に し た アク テ 
ィ ビ ティ ー は 実施 し ませ ん で し た 。 そ れ 
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情 ョ グ 表 
そ や まさ と 亀 NTT、 米 放 
国 系 ブラ ンド コン サル テ Pd 
ィング 会 社 を 経て 、2008 人 レ 
年 パニ スタ ー を 設立 。 主 ク 
要 な 実績 は 、 P&G、 オ ム | 氏 る 


ロン ヘル スケ ア 、 楽 天 、 
サン スタ ーGUM、 オロ ナ 
イン H 軟 府 な ど 。 著 書 に 
「 ブ ラン ドス トー リー は 原 
風早 か ら つく る 』 TBrand 
STORY Design ブラ ン 
ドス トー リー の 代 り 方 ] (と 
も に 日 径 BP ) が ある ( 写 
不毛 天 ) 









































で も ソニ ー パ ー ク の 印象 に つい て 、 お 客 
きま に アン ケー ト 調 査 する と 、「 遊 び 心 が 
ある 」 「 他 で は 見 た こと が な いり 施設 」 「 ソ ニ 
ー ら し い 」 と いっ た 結果 が 得 ら れ ま し た 。 
ソニ ー 製 品 が な く て も 、 ソ ニー プラ ンド 
の コア で ある 遊び 心 だ っ た り 、 人 が や ら 





な いこ と を や る こと だ っ た り 、 ソ ニー らし 
さき を 表現 で き て いま し た 。 

細谷 「 遊 び 心 が あ る 」「 ソ ニー らし い 」 と 
いう アン ケー ト 調 査 に よる 結果 は 、 オ ー 
プン 当初 か ら で す か 。 そ れ と も 、 何 か の 
きっ か け で 、 そ うし た 回 答 が 増え た の で 
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こい 、 


ぷ 


の NN 


し ょ うか 。 

永野 18 年 8 月 に オー プン し て か ら 、 ほ 
ほ 不 動 で 3 ピル を 建て ず に 公園 に し た 
と いら と 自体 が も う ソ ニー らし いわ 
で す U 地 IN ニー らしい 見 せ 方 に 
な で いる 普通 の ビル は 、 外 か ら 入 る 
と ころ に 風 除 室 や 自動 扉 が あり ます 
が それ が 一切 あり ませ ん 。 地上 か ら の 
天 階 義 に 6 地軸 鉄 の コン コー ス か ら 入 
つ 『⑯ 誹 が な い 』 完全 に シー ムレ ス 。 地 


地 下 は 巨大 な 吹き 抜け 空間 に 
較 な っ て お り 、 イ ベン ト を 開催 す 
る こと も 多い 回 地下 に も 自動 放 
な ど は な い 。 公園 を 造っ て も ソ 
ニー らし さ が あ る Ginza Sony 
Park Project 


下 で あっ て も 公園 だ か ら 、 そ うし た も の 
を な くし まし た 。 だ か ら 、 も の すご く 遊 
び 心 が ある よう に 思わ れ た の で し ょ う 。 
設計 段階 で は 、 風 除 室 や 自動 蜂 が あり 
まし た が 、 徹 底 的 に 公園 に こだわ り ま し 
た 。 公園 に 風 除 室 や 自動 扉 は あり ませ ん 
よね 。「 雨 風 が 入っ て きま す よ 、 寒 い 日 
に は 冷た い 空 気 が だ 入っ て きま す よ 」 と 言 
われ まし た が 、 公 園 だ か ら そ れ は 当たり 
前 で す 。 そ うし た 中 途 半端 で は な い 姿 勢 
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が お 客 さま に 評価 きれ ん た の で し ょ う 。 そ 
こ を 朗 協 し て 商業 施設 に 少し で も 寄っ て 
し まっ た ら 、 公 園 に は 見 えな い 。 プ ラン デ 
イン グ の 視点 で 言え を ば 、 ソ ニー の 意思 が 
感じ られ な い 。 そ れ は プラ ン デ ィング 的 
に まず い 点 で すか ら 、 た と え リ スク が あ 
っ て も 踏み 込ん で よかっ た な と 思い ます 。 


余白 を 重視 し た 


細谷 銀座 と いう 街 の 文脈 が 、 ソ ニー パ 
ー ク を 考え る うえ で 、 す ご く 意 識 さ れ て い 
る 点 に な っ て いる の で は な いで し ょ うか 。 
永野 お 客 さ ま が ソ ニー パー ク に 来る 理 
由 を アン ケー ト 調 査 し た ら 、1 位 が 休憩 
で し た ( 笑 )。 ま さ に 公園 で 、 街 の 一 部 。 
私 企業 の 土地 で あり な が ら 、 パ プリ ッ ク 
に な っ て いる 。 銀座 っ て 無料 で 休憩 する 
場所 が ほとん ど な く 、 せ っ か く 買 い 物 に 
来 て も 、 そ の まま 帰っ て し まう 人 も いる 
と 思い ます 。 で も 、 い っ た ん ソニ ー パ ー 
ク で 休ん で 、 買 い 物 を 再 ス ター ト き せる 
と か 、 銀 座 に と っ て 新しい リズ ム を つく 
る こと に 、 少 し は 員 献 で きた と 感じ て い 
ます 。 ソ ニー パー ク は 銀座 じゃ な けれ ば 
成り 立た な いで し ょ う 。 

私 た ち は 単 に きれ いな 公園 を 造っ て い 
る わけ で は あり ませ ん 。 人 と 街 と の イン 
ター フェ ー ス と し て 公園 と いう も の を 提 
えて いま す 。 ソ ニー パー ク も 商品 で ある 
と 言い まし た が 、 お 客 き さま と 接 触 する 手 
段 と し て 、 公 園 と いう イン ター フェ ー ス 
を 選択 し た の で す 。 そ れ が 銀座 に ある の 
で 、 銀 座 と いう 場所 と は 切り 離せ ませ ん 。 
細谷 人 と 街 を つなげ 、 そ の 間 に 自 然 に 
ソニ ー が 介在 し て いる と いう 姿 は 、 計 画 
の 最初 か ら 明確 に 描か れ て いた の で し ょ 
うか 。 必ず し も 、 お 客 さ ま が 休 憩 し て く 
れる と は 限り ませ ん よね 。 銀座 に 余白 を 
つく る っ て ちょ っ と 怖い 挑戦 で すね ( 笑 )。 
永野 最初 は 不安 で いっ ぱい で し た 。 ソ 











ニー 製品 が な い の に 、 誰 が 来 て くれ る の 
か と 。 す ご く 怖 か っ た 。 し か し 次 第 に 休 
天 す る お 客 さま が 増え て きた 。 休憩 し て 
いる 人 が いた り 、 お 茶 を 飲ん で いる 人 
が いた り 、 ビ ー ル を 飲ん で いる 人 が いた 
り と 、 皆 さん 自由 に 過ごし て いる 。 コ ロ 
ナ 袖 に な る 前 は 毎週 金曜 日 に 地下 4 階 で 
「Park Live] と いう フリ ー の ライ ブイ ベ 
ント を 実施 し て お り 、 そ こ に も 人 が 集 ま 
り ま し た 。 ふ ら っ と 立ち 寄っ た 
音楽 を 聴い て いる な ど 偶 発 的 
な 出会い も た くさ ん ある 。 こ うし た 光景 
を 見 て 、 こ れ が 私 た ちの つく り た か っ た 
姿 だ っ た ん だ と いう こと を 、 時 間 が た つ 
に 連れ て 実感 し まし た 。 開園 前 は 、 そ う 
な っ た らい いな と いう 部 分 が 、 何 カ月 か た 
っ て か ら 実 現し 、 公 園 ら し く な っ て きた 。 
これ は 公園 な の か と いう 議論 も ある の 
は 承知 し て いま す 。 い わ ゆ る 都市 公園 法 
に の っ と っ た 公園 と は 倍 うと いう 指摘 も 
あり まし た 。 し か し 私 た ち は 、 公 的 な 公 
園 を 造り た いわ け で は な く 、 民 間 企業 が 
造る 少し 変わ っ た 公園 で あり 、 言 い 方 を 
変え る と 都会 の 中 の 公園 の 再 定義 を し よ 
うと し て いる わけ で す 。 
細谷 都市 公園 法 に よる 公園 で すか 
( 笑 )。 普 通 の 人 は 、 別 に 公園 法 な ん て 全 
然 意識 し て いま せん よね 。 人 に と っ て 公 
園 っ て 、 気 持ち や 五感 と 大 きく 関係 し て 
いる と 思い ます 。 公園 を 選ぶ こと は 、 プ 
ラン ド へ の 愛着 に 近い も の を 感じ ます 。 
永野 そう な ん で す 。 私 た ち は 、 緑 が あ 
る 場所 を 公園 と いう の で は な く 、 余 白 が 
ある か ら 公 園 と いう 言い 方 を し て いま す 。 
公園 に は 、 恒 寝 を し て いる 人 も いれ ば 、 
休憩 し て いる 人 も いれ ば 、 お 弁当 を 食べ 
て いる 人 も いれ ば 、 散 歩 し て いる 人 、 ジ 
ョ ギン グ し て いる 人 、 ポ ボー ル 遊 び し て い 
る 人 な ど 、 い ろ い ろ な 使い 方 が ある 。 何 
で も 自由 に で きる の は 、 何 か を 決め て し 





まう の で は な く 、 余 白 が ある か ら で す 。 
ソニ ー パ ー ク を 造っ た と き に 重視 し た 
点 も 余白 で し た 。 ま ず 余 白 か ら デザ イン 
し た の で す 。 まず 余白 を つく っ て 、 そ の 
空い た と ころ に 店 舗 が 入っ て いる 。 余白 
で 皆さん に くつ ろ い で も ら っ た り 、 ア ク 
ティ ビ テ ィ ー を し た り し て も ら う 。 余白 
が ある と 変わ り 続け られ る し 、 変 わり 続 
け な い と 、 常 に 来 て いた だ いて いる お 客 
きま を 楽し ませ る こと が で きま せん 。 
細谷 し か し 余白 を 与え られ た と き 、 欧 
米 人 と 違っ て 日 本 人 の 場合 、 う まく 使え 
な い 人 の ほう が まだ 多い か も し れ ま せ 
ん 。 公園 を 訪れ る 側 も 、 突 然 、 何 を し て 
も よい と いう 余白 を 与え られ た と き に 新 


回 21 年 9 月 30 日 の 閉園 時 の 要 
様 。 永野 氏 や スタ ッ フ た ち が 最 
後 の あ いさ つ を 行っ た (写真 
丸 毛 授 ) 回 別れ を 惜しむ よう に 
Ginza Sony Park の ファ ン が 
訪れ 、 閉 まっ た 公園 の 肩 の 写 
真 を 撮っ て いた 。 一般 的 な 公 
園 で は 、 こ うし た ファ ン は いな 
い だ ろ う 


し い 活 用 の 仕方 が 試さ きれ ま すね 。 

永野 確か に 、 こ れ が 公園 な の か 、 と い 
う ご 意 見 が あり まし た し 、 こ こ に 本 当 に 
座っ て いい の 、 と いう 方 も いら っ し ゃ い 
まし た 。 困 惑 し て いる 方 が いた の は 事実 
で す 。 一 方 で 、 お 気に入り の 場所 と し て 
銀座 に 来る た びに 立ち 寄る と いう 方 や 、 
銀座 に お 勤め の 方 の 中 に は 毎日 来 て いた 
だ いて いる 例 も あり まし た 。 新しい こと 
を する と 議論 が 生ま れる の で 、 両 方 の 意 
見 が あっ て いい か な と 思っ て いま す 。 

で も 最近 は 、 文 庫 本 を 読み な が ら 座っ 
て いた り 、 コ ー ヒ ー を 飲ん だ り 、 自 分 の 
スペ ー ス を つく っ た り し て いる よう な 人 
が 増え て いま す 。 公園 と いう と 一 見 、 銀 
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座 の 申 の パプ リラ クス ペー ス で す が 、 そ 
の 内 に と で G ほ プラ イベ ー ト な スペ ー 
2Z 上 銀座 に 来 だ 5 議 こ こ に 座る と いう こ 
と を 決め だ た 5 それ は プラ イベ ー ト な ス 
ペニス に な る 靖 そ れ に 気づい た 人 た ち 
が ん どん 来る う に な っ た 。 疲れ て 
護っ gi@⑱ る と いう まり 、 自 分 の プラ イベ 
ー ト な スペ ー ス と し て 積 板 的 に 活用 し て 
ぬる 証 最 初 が ら 公共 の 場 を つく る の で は 
な < 多様 な 必 が 関わ る こと で 公共 の 場 に 
な li ぷ < ソニー バーク は 銀座 の 街 に 
閑 P い 社会 催 を 生み 出す た め の 場 と 言い 
換 % で も よい か も し じ れ ま せん 。 
課徴 的 な 蓄 時 が ありま し た 。 地 下 の あ 
る 角 に カー プル と 桁 子 が あり 、 平 日 の 
久 に 生 と 小 学生 が ノー ト を 広げ て 
宿題 を や で いる | か ば ん を 横 に 置い 
Ii ぐ AG 何で いる の か な 、 大 丈夫 か 
な と 思 う で 見 で いま し た 。 す る と お 母 さ 
が 迎 に 来 で UM ば らく そこ で お し ゃ 
で べり し た りお 茶 を 飲ん だ り し て 、2 人 
で 帰 G い < 請 こ こ だ っ た ら 、 お 金 が か 
か ら な ゆい UI スタ ラフ も いて 安全 だ と い 
うに と お 母 き ん の お 仕事 が 終わ る ま 
II 待ち 合わ せ に 使っ て いた の で し ょ 
うこ れ は 想 害 有 で いな か っ た 使い 方 で 
た まき に パプ リッ クス ペー ス で あ 
りり 公園 な ち で は いろ いろ な 人 が いて 、 
面白 いで す 。 


[Z イ ファ ニー スト ・ ソ ニー」 に な る 


細谷 訪 諾 ノニ ー ビ ル を 新 集 する と き 
も そう いっ た 新しい 銀座 の 余白 を つく 
り た いと お 考え で すか ? 

永野 還 私 と EiG は 請 公 園 と いう コン セ プ 
を 次 の 建物 に 取り 入れ た いと 思っ て 
いま 9 パブ リウ ク と プラ イベ ー ト な 部 
分 を 2 パラ ンス を 取る か 、 ソ ニー パー 
ク G は 実験 iG ぷ だ 感じ で す 。 人 と 街 の 
イン ター フェ ニース に な る と いう 点 は 変え 


た く あ り ま せん 。 
細谷 お 母さん を 宿 巴 を し な が ら 待 っ て 
いる と いう 先ほど の 小学 生 に と っ て 、 ソ 
ニー バー ク で の 原 体験 が ソニ ー プ ブランド 
へ の ロイ ヤル ティ ー に な り ま す が 、 将 来 ど 
う 影響 する の か を 想像 し た く な り ま すね 。 
永野 どう な る で し ょ う ね 。 ソ ニー 製品 
を 持っ て いな か っ た と し て も 、 何 年 か 後 
で 振り 返っ て みる と 、 幼 いと き に ソニ ー 
パー ク で 勉強 し 、 お 母さん と 待ち 合わ せ 
を し た と いう 体験 が 、 ソ ニー へ の ロイ ヤ 
ル テ ィ ー に 結び 付い て いく と 、 私 は 思っ 
て いま す 。 

プラ ン デ ィング と セー ルス マー ケ テ ィ 
ング は 、 ち ょ っ と 培う 世界 で す 。 そ れ は 
時 間 軸 の 遅い か も し れ ま せん 。 ソ ニー バ 
ー ク に 来 て 楽し か っ た か ら 、 す ぐに プレ 
イス テー ショ ン を 買う わけ で は あり ませ 
ん 。 し か し 数 年 後に 何 か を 買い 震え よう 
と 思っ た と き 、 ど の メー カー の 商品 を 選 
び ま す か と いう 場合 、 か つて の 思い 出 が 
顕在 化し て ソニ ー を 選ん で いた だ けれ ば 、 
すご くう れ し い 。 プ ラン ディ ング っ て そう 
いう も の か な と 思っ て いる の で 、 先 ほど 
の 小学 生 も そう な っ て くれ る と いい な と 。 
その 小学 生 に と っ て 、 た ぶん 初め て の ソ 
ニー と の 出合 い 、 い わ ば 「 マ イ ・ フ ァ ー ス 
ト ・ ソ ニー」 が ソニ ー パ ー ク な の で す 。 
細谷 公園 と いう 場 は 、 明 ら か に ソニ ー 
の 事業 分 野 で ある エレ クト ロニ クス や エ 
ンタ ー テ イン メン ト 、 金 融 と も 違い ます ね 。 
永野 ソニ ー と いう 会 社 と の 接点 に な る 
存在 な らち 、 マ イ ・ フ ァ ー ス ト ・ ソ ニー が 
ソニ ー パ ー ク で も いい と 思い ます 。 こ こ 
で いい 体験 を し た の で 、 次 は ソニ ー の 製 
品 や サー ビス を 買っ て みよ うと 。 そ うい 
っ た 場 に し た い の で す 。 

ソニ ー は 今 ま で 、 さ ま ざ ま な 事業 を 手 
掛け て きま し た 。 エレ クト ロニ クス だ け で 
は な く 、 音 楽 や 映画 、 生 命 保険 や 銀行 な 
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ど 、 カ テ ゴ リ ー に こだわ り は あり ませ ん 。 
それ を 軽々 と 越え て きた 。 だ か ら 同 じ レ 
イヤ ー に 場 が あっ て も いい 。 ソ ニー は エ 
レク トロ ニク ス で し か プラ ン デ ィング を し 
な い 、 で き な い わけ で は な く 、 場 で も ブ 
ラン ディ ング が で きる 。 そ れ は 、 も の す 
ご い 価 値 が ある 。 ソ ニー の プラ ンド に 厚 
み が 出 る の で は と 、 考 えて いる ん で すね 。 

私 は プラ ン デ ィング に は 、3 つ の レイ 
ヤー が ある と 思っ て いま す 。 最も コア の 
レイ ヤー が 、 な ぜ ソ ニー は 存在 する の か 
と いう 根源 的 な 部 分 で 、 い わ ば 「why」 
で す 。 そ の 次 が 、 何 を も っ て 存在 意義 を 
お 客 さ ま に 伝え る か と いう 「 what」 で 、 
一 番外 側が どう や っ て 伝え る か と いう 
「how」 に な り ま す 。 

特に ソニ ー の 場合 、why が 何かと 言 
えば 、 人 が や ら な いこ と を や る こと で 
す 。 そ こ は 圧 倒 的 な 強み だ と 思っ て い 
ます 。 what と how は 事業 に よっ て 価 い 
ます 。 what が エレ クト ロニ クス な ら 、 
how は テク ノロ ジー だ っ た り 、 デ ザイ 
ン の カ だ っ た り し ます 。 what が エン タ 
ー テ イン メン ト や 金融 に な れ ば 、how 
は 條 っ て きま す 。 そ こ で 私 は 、what を 
場 に し た 。 人 が や ら な いと いう why は 
同じ で す が 、what が 場 で 、how は 公 
園 と いう イン ター フェ ー ス と いう こと 。 
why と what、how の 統合 的 な 体験 が プ 
ラン ド 体 験 で すか ら 。 

ソニ ー の 場合 、why の 部 分 が 不動 な 
の で 、 プ ラン ド 体 験 は 比較 的 、 つ くり や 
すい 。 た だ し what と how が 、 そ れ に 見 
合っ て いな いと 成り 立た な い 。 他 社 と 差 
異化 で きま せん か ら ね 。 こ の 恒 造 で 考え 
る と 、> で 公園 を 造る と いう の が 、 
プラ ンド 的 に も 頁 献 で きる と 判断 し た の 
で す 。 こ の 構造 の 件 は 、 あ まり 外 に 話し 
た こと が あり ませ ん けど ( 笑 )、 私 は そ 
う 思 っ て 取り 組ん で きま し た 。( 続 く ) 半 





その 先 を 見 る 


す 
日 経 の 本 日経 Bp 日 本 経済 新聞 出版 


ゴン ルネ コミ 


アフ ター デ ジタル L&UX 2021 
セッ ショ ンズ 
最 先端 の 33 人 が 語る 、 世 界 標準 の コン セン サス 


藤井 保 文 監修 
定価 :2.200 円 (109% 税 込 ) 日 経 BP 
978-4-296-11041-4 


アフ ター デジ タル の 先 の 世界 を 体感 

世界 標準 の 視点 を 獲得 する 一 冊 書籍 
すべ て が オン ライ ン 化 され 、 社 会 も ビジ ネス も 大 きく 変化 する 「 ア フタ ー デ ジ タ 
ル | の 世界 。 先 鋭 リー ダー、 思 想 家 た ちの 多角 的 な 議論 (セッ ショ ン ) を 通し 
て UX と DX の 未来 を 体感 し 、 世 界 の 最 先端 に 追い つく 新た な 視点 を 得る こ 
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川 値 太朗 


『 裕 


OTN 
BBP 


と が で きる 一 冊 で す 


UX グ ロー スモ デル 
アフ ター デジ タル を 生き 抜く 実践 方法 論 


放電 保 文 、 小 城 、 佐 朋 共 著 
定価 :3.520 円 (10% 税 込 ) 日 経 BP 
978-4-296-11017-9 電子 

国 

アフ ター デジ タル 」 シ リー ズ 初 の 実践 書 

UX( ユ ー ザ ー エ クス ペリ エン ス ) を 理解 し 、 
UX 業 務 を 組織 に 浸透 させ る た め の 具 体 
的 な 手法 を 解説 し ます 。 


あな た の 会 社 は 
原価 計算 で 損 を する 復刻 版 


一 倉 定 著 
電子 
書籍 


定価 :1.980 円 (10% 税 込 ) 
978-4-296-11001-8 

1963 年 、 国 が 定め の 指針 に 反逆 し 、 管 
理 会 計 の 重要 性 を 説い た 名 著 を 約 60 年 の 時 
を 経て 復刊 。「1 万 人 の 社長 の 教祖 ] と 呼ば れ 
た 伝説 の コン サル タン ト に よる 初 の 著書 。 伝 説 
は この 一 冊 か ら 始 まり まし た 。 


日 経 BP 


権力 者 と 愚か 者 

FT 編集 長 が 見 た 激動 の 15 年 
ライ オ ネ ル - バ ー/ R 
定価 :4.400 円 (10% 税 込 

日 本 経済 新聞 出版 電子 
978-4-532-35883-9 
紙 か の ら デジ タル へ 。 新 聞 の デジ タル 変革 を 導い 
た 編集 長 は 、 激 動 の 時 代 を どう くぐり 抜け た の 
か 。 新 聞 業 界 が 塗 炭 の 苦し み を 味わっ 

フィ ナン シャ ル ・ タ イム ズ 紙 編集 長 が 振り 返る 。 


POWERFUL 


DAMNED 


お 求め は お 近く の 書店 で どうぞ 。 


発行 日経 BP 発売 : 日 経 BP マ ー ク 


製造 業 プ ラッ ト フ ォ ー ム 戦略 
小宮 過 人 著 


定信 2.200 円 (10% 税 込 ) 日 経 BP 
978-4-296-00031-9 
Exa 
矯 
か つて 世界 ナン バー ワン と 言わ れ た 日 本 の 製造 
人 どう すれ ば いい の 


ト \。 現 場 を 熟知 し た コン サル タン ト が 、 先 端 企業 
の 0 り 組み な が ! 


マネ ジメント ・ テ キス ト 
ビジ ネス ・ エ コノ ミク ス 第 2 版 


伊藤 元 重 著 
Exa 
書籍 


定価 2.750 円 (10% 税 込 
経済 学 を 知れ ば 、 ビ ジネス は こん な に 面白 い ! 誰 


日 本 経済 新聞 出版 
978-4-532-32380-6 
も が 知っ て いる 数 多く の 企業 の 事例 を も と に 


NNYHS 殿 洞 夢 吐 . の 瑞生 と S 苦 誤 剖 


NT に よい 


ビジ ネス ・ 
エコ ノミ クス 


価格 理論 や ゲー ム 理 論 な ど 経 済 学 の 理論 を 使 | 


っ て 、 現 実 の ビジ ネス の 仕組 み を 解剖 し ます , 


Q&A 日 本 経済 の 
ニュ ー ス が わか る ! 2022 年 版 
日 本 経済 新聞 社 編 
定価 :1.650 円 (1096 税 込 ) 
日 本 経済 新聞 出版 
978-4-532-35896-9 
「 コ ロナ で 業績 が 大 きく 変化 し た 業界 は ? 
さら 聞け な い 疑 問 を 日 経 記者 が ズ パ っ 
登 宮 な 図表 で 和 に 63 内 を 肥 
知識 と し て 吸収 で きる 一 冊 で す 


スマ ー ト フォ ン 、 タ ブレ ッ ト で も 読め ます 
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書籍 Kinoppy、Kindie、BookLivet、 


honto、 楽 天 kobo、Reader Store な ど 











マー ケティング 分 析 
マク ロミ ル ブラ ンド デー タバ ンク 


Brand Map で 見 る ! 《35<39 歳 X 財 布 》 


本 格 化 する キャ ッシュ レス 時 代 に お いて も 、 財 布 は まだ まだ 必需 品 。 
現金 も る キ ャ ッシュ レス も 上 手 に 使い 分 け て いそ うな 35 一 39 歳 の 男女 は 、 
どん な ブラ ンド を 好む だ ろう か 。 こ の 層 に 人 気 の 財 布 ブ ラン ド に 迫っ た 。 


マク ロミ ル ブラ ンド デー タバ ンク が 
国内 の 消費 者 約 3 万 1000 人 に 実施 し た 
最新 の 調査 結果 (2021 年 7 月 実施 ) か 
ら 、35 39 歳 男女 の 「 持 っ て いて お 気 
に 入り の 財布 」 の 項目 に 着目 。 キャ ッ シ 
ュ レ ス 決 済 の 普及 に よっ て 人 々 の 財布 の 
選択 基準 に も 変化 が 見 られ そう な 昨今 、 
30 代 後 半 の 男女 は どん な 財布 を 選び 、 
腕 用 し て いる の だ ろう か 。 全体 (10 一 
60 代 男 女 ) の 調査 結果 と それ ぞ れ 比較 
し 、 分 析 し た 。 

調査 対象 と な っ た 35 一 39 歳 の 男 
性 は 、 男 性 全体 1 万 5509 人 の うち の 






























































@ お 気に入り の 財布 ベス ト 20 
1 ルイ ・ ヴ ィ ト ン 8.0 
2 コー チ 6.5 
3 3.7 
4 ポ 2.1 
5 1.9 
6 ポー ター 1.5 
7 ケイ ト ・ ス ペー ド ニュ ー ヨ ー ク 1.3 
8 フル ラ 12 
9 シャ ネル 1.1 
10 バー バリ ー 1.0 
11 タコ ター 1.0 
12 ポッ 0.9 
13 ダン ヒル 0.8 
14 エル メス 0.8 
15 サマ ン サ タバ パサ 0.7 
16 ブル ガリ 0.7 
17 ヴィ ヴィ アン ・ ウ エス トウ ッ ド 0.7 
18 イル ビ ゾ ン テ 0.6 
19 カル ティ エ 0.6 
20 アニ エス ペー 0.6 





1723 人 。 月 の 平均 小遣い は 3 万 4364 
円 で 、 こ れ は 男性 全体 の 平均 と ほとん ど 
変わ ら な い 。 既婚 率 は 49.0 % で 、 こ の 
層 が 持っ て いる 財布 の 色 の トッ プ 3 は 、 
1 位 「 黒 」52.4%、2 位 「 茶 ]21.2%、3 
位 「 青 ]5.9% と な っ た 。 

調査 対象 の 35 … 39 歳 女性 は 、 女 性 
全体 1 万 5688 人 の うち の 1437 人 。 月 
の 平均 小遣い は 2 万 3861 円 で 、 こ ちら 
も 女性 全体 の 平均 と ほぼ 同等 と な っ た 。 
既婚 率 は 63.5 % で 、 持 っ て いる 財布 の 
色 の トッ プ 3 は 、1 位 「 黒 ]23.5 %、2 
位 「 茶 ]18.4%、3 位 「 ペ ベー ジュ 」9.4% 


ん 


と な っ て いる 。 


職人 技 を 好む 30 代 後半 男性 

10 60 代 男女 全体 の ラン キン グ は 、 
1 位 「 ル イ ・ ヴ ィ ト ン ]、2 位 「 コ ー チ 」、 
3 位 「 グ ッ チ ] と 有名 ブラ ンド が 続く 。 

35 39 旗 男性 の ラン キン グ 上 位 に 
も 、 こ れ ら の ブラ ンド は ラン クイ ン し て 
いる が 、Brand Map の 横 軸 を 見 る と 35 
ー 39 歳男 性 が 特に 好む の は 、2 位 「 ポ 
ー タ ー」、6 位 「 ボ ッ テ ガ ・ ヴ ェ ネ タ ]、 
13 位 「 コ コマ イス ター」] と な っ て いる 。 

ポー ター は 、 杜 是 に 「 一 針 入魂 ] を 掲 


間 昌 半 間 35 39 歳 男性 m 財 布 
この 層 特 有 の 人 気 ブラ ンド は 、2 位 [ポーター]、6 位 「 ポ ッ テ ガ ・ ヴ ェ ネ タ 」。 


職人 技 か ら 生ま れる 、 質 が 高い 財布 が この 層 の 支持 を 集め て いる 。 





ささ ささ さき さき お ささ ささ 








民 [持っ て いて お 気に入り ] 


と いう 回 答 の 佐 


数 字 は 「 持 っ て いて お 気に入り ] 
と いう 回 答 の 割合 
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ー つ ディ ー ゼ ル - 
平均 的 


-] 有 有 へ 行く ほど 、 全 
体 と 比較 し て この 
世代 に 特に 好ま れ 
て いる こと を 示す 


づ イ ル ビ ゾ ン テ 


- 〇 カル バン クラ イン - 





Brand Map と は ? 

対象 セグ メン ト が 所 有 ・ 愛 用 する ブラ ンド の 相関 関係 を ビジ ュ ア ル で 表現 し た 
も の 。 対象 セ グ メ ント に 好ま れ て いる 順に 縦 に 並べ た 。「 平 均 的 ] の 線 か ら の 
距離 は 3 万 人 全体 で の 所 有 ・ 愛 用 率 と の 比較 を 示し て いる 。 平均 的 の 緑 上 に あ 
る 場合 は 3 万 人 全体 と 所 有 ・ 愛 用 率 が 同じ こと を 意味 する 。 右 に 行く ほど その 
ブラ ンド が 対象 セグ メン ト に 相対 的 に 好ま れ て お り 、 左 に 行く ほど 対象 セグ メ 


ブラ ンド デー タバ ンク (bdb ) と は ?. 

マク ロミ ル が 提供 する ASP サー ビス 。 日 本 全国 の 消費 者 約 3 万 人 に さま ざ 
まな 持ち 物 デー タ や 価値 観 の 調査 を 実施 し 、 デ ー タ ベー ス 化 し て いる 。 

本 連載 で 使用 し て いる 持ち 物 デー タ 、 ブ ラン ド デ ー タ バン ク の サー ビス を 7 
日 則 無料 で ご 利用 いた だ ける 「 無 料 お 試し 登録 」 は 、 サ ービス サイ トト ッ プ 
ペー ジ (以下 の URL ) か ら ご 利用 いた だ け ま す 。 





ント に 好ま れ て いる わけ で は な いこ と に な る 。 


げ る 日 本 の バッ グ メ ー カ ー、 吉 田 ( 東 
京 ・ 千 代田 ) が 1962 年 に 立ち 上 げた ロ 
ング セラ ー ブ ラ ンド 。 さ ま ざ ま な ブラ ン 
ド と コラ ボレー ショ ン モ デル を 発売 する 
な ど 、90 年 代 か ら 人 気 が 広がっ た 。 日 
本 製 や 職人 の 手 作 業 に よる 生産 が 特徴 と 
な っ て いる 。 

財布 に お ける ポー ター の 人 気 を 男性 の 
世代 別に 見 る と 、10 代 と 20 代 で 5 位 、 
30 代 で 4 位 、 40 代 で 2 位 、 50 代 で 3 位 、 
60 代 で 7 位 と な っ て いる 。 ポ ー タ ー は 、 
40 代 男性 を 中 心 に 幅広 い 世 代 で 支持 を 
集め て いる 。 09 年 に 女性 向け ライ ン の 
「 ポ ボー ター ガー ル ] を 立ち 上 げた が 、 女 
性 の 財布 の 人 気 ラ ン キ ング に は 入っ て い 
な い 。 男 性 に 強い ブラ ンド と 言え る 。 

ボッ テ ガ ・ ヴ ェ ネ タ は 、1966 年 に イ 
タリ ア で 創業 。 レ ザー を 綱目 模様 に 編み 
込ん だ イン トレ チャ ー ト と 呼ば れる 技法 
で 知ら れる 。 ヴィチェンツァ 近郊 の アト 
リエ に は 、 技 術 習 得 の た め の 学 校 が 併設 
され て お り 、 職 人 の 育成 に も 力 を 入れ て 
いる と いう 。 

この 2 ブラ ンド の 特徴 か ら 、30 代 後 
半 男 性 は 、 財 布 に クラ フト マン シッ プ や 
質 の 高 さ を 求め て いる と 分 か る 。 

ココ マイ スタ ー は 、2009 年 に 創業 し 
た 日 本 の ブラ ンド で 、 東 京 ・ 銀 座 や 自由 
が 丘 、 神 戸 な ど に 店 舗 が ある 。 ブ ラン ド 
コン セプト に 「 文 化 を 守る 日 本 製 ハ イエ 
ンド ブラ ンド 匠 の 技 と 高い 芸術 性 で 勝 
負 す る 」 を 掲げ る こと か ら 、 こ の 層 の 男 
性 が 好 お 財布 の 特徴 を 備え た ブラ ンド と 
言え る 。 


世界 観 を 統一 し た い 30 代 後半 女性 
35 39 歳 の 女性 ラン キン グ ト ッ プ 3 


詳細 ・ お 問い 合わ せ は https://www.branddatabank.com 
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この 層 が 特に 好む の は 、4 位 「 プ ラダ 」 や 5 位 「 ケ イト ・ ス ペー ド 





11 位 「 ク ロ エ 」、13 位 「 ミ ュ ウ ミュ ウ 」 も この 層 特 有 の 人 気 ブラ ンド 。 


ま 


NNsRRBSRE: 





は 、 男 女 全 体 ラ ン キ ング と 同じ 顔ぶれ と 
な っ た 。 続 く 4 位 「 プ ラダ ]、5 位 「 ケ イ 
ト ・ ス ペー ド ニュ ー ヨ ー ク ] は 女性 ラン 
キン グ の 上 位 で あり 、 こ の 層 の 女性 が 特 
に 好む ブラ ンド と な っ て いる 。 

プラ ダ は 、1913 年 創業 の イタ リア の 
老舗 ブラ ンド 。 女性 向け の バッ グ や アパ 
レル を 展開 し 、94 年 か ら メ ンズ ライ ン 
を スタ ー ト させ て いる 。 女性 ラン キン グ 
13 位 、 こ の 層 が 特に 好む 「 ミ ュ ウ ミュ 
ウ ] も プラ ダ の ブラ ンド で 、93 年 に 創 
立 者 の 孫 八 で 3 代目 デザ イナ ー の ミウ ッ 
チャ ・ プ ラダ が 立ち 上 げた 。 

ケイ ト ・ ス ペー ド ニュ ー ヨ ー ク は 、 
93 年 に 米国 で スタ ー ト 。 実用 的 で シン 


ーー-- 〇 ボッ テ ガ ・ ヴ ェ ネ タ 












' 〇 アタ オ --- = 
で マー ク ジェ イコ ブス 








プル な が ら 、 幅 広い デザ イン 性 と 豊富 な 
カラ ー 展 開 が ファ ッ シ ョ ン 好 き な 女 性 の 
支持 を 集め て いる 。 

注目 すべ き は 、 こ の 層 特 有 の 人 気 を 謗 
る 9 位 「 ア ナ スイ ]、11 位 「 ク ロ エ ] だ 。 

アナ スイ は 80 年 に 米国 で 創業 し た ブ 
ラン ド で 、 コ ス メ の 人 気 も 高い 。 ク ロ エ 
は 、52 年 に フラ ンス で 創業 。2008 年 
に 展開 を 始め た 香水 も 人 気 商品 に な っ て 
いる 。 

この 層 の 女性 が 特に 好む の は 、 コ ス メ 
や 香水 な ど 、 幅 広く 展開 する ファ ッ シ ョ 
ン ブ ラ ンド の 財布 だ 。 同 じ 世 界 観 で 身 の 
回 り の も の を そろ えた い 女 性 の 気持 ち に 
応え る ブラ ンド が 、 高い 支持 を 集め た 。W 


サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 
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強 郊 (Y 強 陸 


@Yam_eye・2012 年 02 月 22 日 
空想 は 頭 の 中 だ け で 完結 する 物語 。 構 想 は それ を 現実 世界 に お ろ 
す た め の 計画 。 デ ザイ ナー は 空想 を 構想 に 変え られ る 人 。 


私 の デザ イン は いつ も 、 突 拍子 も な い 空 想 か ら 始 まる 。 

20 代 の 頃 、 日 産 自 動車 で 最初 に デザ イン し た コン セプト カー 
の 初期 スケ ッ チ の 1 枚 は 、 大 き な 車 が 空 を 覆う よう に 頭上 を 飛ん 
で ゆく 姿 を 、 車 の 下 か ら 見 上 げた アン グル だ っ た 。 ボディー 下面 
の 空気 抵抗 を 減ら すこ と が 、 燃 費 向上 に 効果 的 で ある こと が 知ら 
れ た ば か り の 頃 で あり 、 下 面 が 滑ら か な 車 の 絵 を 岳 い て みた か っ 
た の だ 。 複数 の 社内 チー ム が 提案 する 競合 プロ ジェ クト だ っ た の 
で 、 こ の スケ ッ チ は プレ ゼン ボー ド に も 使わ れ た 。 来 日 し た Nis- 
san Design America の 先輩 デイ ナー た ち が 「 こ の スケ ッ チ は 
素晴らし い ! 」 と ライ バル だ っ た の に も か か わら ず 絶 替 し て くれ 
た の を よく 覚え て いる 。 (残念 な が ら その 絵 は 手 元 に な い ) 

2020 年 に 発売 され た パナ ソニ ッ ク の ロボ ッ ト 掃 除 機 「RULO」 
の デザ イン に お いて も 、 初 期 ス ケッ チ は か な り 空 想 的 な も る の だ っ 
た 。 複数 捨 載 さ れ た 腕 が 部 屋 の 隅 の ゴミ を か き 集 め る 姿 や 、 人 と 
手分け し て 共同 で 掃除 を する シー ン な ど が 描か れ て いた 。 こ れ ら 
の スケ ッ チ は 、 技術 コン セプト を 表現 し た 1 枚 だ っ た と も 言え な 
く は な い 。 し か し 実現 性 の 観点 か ら は 、 た だ の 妄想 で ある 。 

こう し た 少し ば か り 非 現実 的 な 絵 を 描く 敬 は 、 私 の アー トワ ー 
ク の 原点 が マン ガ で あっ た こと と も 関係 し て いる よう に 思う 。 マ 
ン ガ を 描く こと は 、 世 界 の 構築 その も の で ある 。「 主 人 公 が ビル 
街 に 立っ て いる 」 だ け の シー ン で あっ て も 、 ま ず そ こ が ど の よう 
な 都市 な の か を 設定 する 必要 が ある 。 ビ ル の 1 階 に 入っ て いる テ 
ナン ト は 何 か 、 遠 景 に 見 える 建物 は 、 道 路 の 幅 は 、 ガ ー ド レー ル 
の 形 は 、 道行 く 人 々 の 服装 は ……。 と も か くす べ て を 決め な いと 、 
マン ガ の 場面 と し て 成立 し な い 。 必 ず し も ゃ 精密 描写 が 要求 され る 
わけ で は な い が 、 少 な く と も 主人 公 が いる 場所 の 空気 感 が リア ル 
に 伝わる 程度 に は 、 一 貫 し た 世界 を 描き 込む 必要 が ある 。 学 生 時 
代 に これ を みっ ちり や っ た こと で 、 い つ し か 私 は デザ イン の 対象 
だ け で な く 、 シ ー ン その も の を 空想 する の が 医 に な っ た 。 

1985 年 に 発表 し た コン セプト カーCUE-X に は 、 空 力 的 最適 化 
計 さ れ た アン ダー パネ ル が 装備 され た 。 当 





や まな か ・ し ゅ ん じ 欠 工業 デザ イナ 
ー。 東京 大 学 教授 。 デ ザイ ン と エン 
ジニ アリ ング 双方 の 視点 か ら デ ザイ 
ン を 手掛け る 。 


時 と し て は か な り 珍 し い 試み だ っ た 。RULO に は 、 ロ ボッ ト ア 
ー ム は 装備 きれ て いな い 。 し か し 、 人 に 付い て いっ て 、 そ の 人 
が 立ち 止ま っ た 付近 を スポ ッ ト ク リー ニン グ す る 「otomo (オト 
モ ) 」 機能 が 搭載 きれ た 。 

「 科 学 技術 が も た ら す 、 社 会 や ライ フス タイ ル を 空想 する 仕事 」 
と いう 意味 で は 、SF の 作家 や マン ガ 家 と 、 デ ザイ ナー の 役割 は 
似 て いる と 思う 。 よ く で きた ハー ド SF の よう に 、 技 術 コ ン セ プ 
ト に 沿う 世界 観 を 構築 で き て いれ ば 、 空 想 は 構想 た り 得る 。 





コン セプト カーCUE-X の アン ダー カバ パー スケ ッ チ (再現 、 原 画 は 1984 年 ) 





5 サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 
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パッ ケー ジ デ ザイ ン 消費 者 調査 
パッ ケー ジ に 重要 な 第 一 印象 


生活 日 用品 に 求め られ る 新しい 「 高 級 感 ・ 上 質感 」 と は 

















図 1@ 世 帯 支出 の 変化 図 2@ パ ッ ケ ー ジ デザ イン に 重要 な 19 の イメ ー ジ 
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\ 効果 ・ 効 能 を 感じ る 
保健 医療 用 品 ー = 
4000 
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総務 省 統計 局 の 家計 調査 に よれ ば 、 衛 
生 用 品 や トイ レタ リー、 生 理 用 品 と い 
っ た 生活 日 用 品 (理美 容 用 品 、 保 健 医 療 
用 品 ) へ の 家計 支出 額 は 増加 基調 に あ 
る ( 図 1)。 特に 30 代 後 半 ー 40 代 が 世 
帯 主 の 家計 に 絞る と 、2017 >18 年 を 
40 ご 44 枯 境 に 増加 が 顕著 に 見 える 。 直 近 の 20 年 


3000 





2500 














400 みち みち ちか ちか な か 444844848488 の 家計 出 人 (月 導 ) は 、 理 人 用品 で 
88889888881 9 90909090099069 5000 円 を 大 きく 超え 、 保 険 医療 用 品 も 
絡 す 人 符 交 先 人 生 本 人 全 人 き 人 の 末 天才 同様 に 3000 円 の 大 台 を 超え た 。 
(総務 家計 調査 に よる 。 世 帯 主 が 35 一 49 歳 で 、2 人 以上 の 世帯 を 対象 に し た ) 生活 日 用 品 は 、 そ の 名 の 通り 私 た ち 
の 生活 に 欠か せな い エ ッ セ ン シ ャ ル ( 重 
要 ) な 商品 カテ ゴリ ー で ある 。 必然 的 に 
調査 概要 機能 性 を 前 面 に 出し た デザ イン も 多い 。 
emdFoe otwt 女 各 125 人 ず は の 人 に が 
っ ロ に つ つ : 
に 較 9 9 れる 。 例 えば 、 自然 由来 素材 (オー ガニ 
入 ッ ク ) の 使用 や 環境 負荷 へ の 配慮 を うた っ 
調査 商品 : ピー ル 、 談 峡 迷 料 、 調味 料 、 菓子 、 アイ ス 、 医 薬品 、 ペ ッ ト フ ー ド な ど 9 
調査 時 期 (対象 商品 数 ) :2015 年 5 月 22 日 ご 5 月 29 日 (430 商 品 )、16 年 3 月 24 た デザ イン の 商品 が 増え て いる 。 日 癌 的 
日 4 月 2 日 (447 商 品 )、17 年 4 月 4 日 ご 4 月 11 日 (563 商 品 )、18 年 4 月 20 日 に 使い 、 毎 日 身 に 着け る も の だ か ら こ そ 、 
4 月 27 日 (522 商 品 )、19 年 5 月 23 日 6 月 12 日 (639 商 品 )、20 年 5 月 8 日 こ 5 た 了 に 寄り 
月 18 日 (592 商 品 )、21 年 5 月 12>18 日 (686 商 品 ) また あー で ある 壇 信 の 目線 に 半 り 
商品 選定 方 法 : 日 本 経済 新 聞 電 子 版 ほか 4 つの HP の プレ スリ リー ス か ら 、 春の 調査 は 添っ た 柔らか な 訴求 が 、 マ ー ケ ッ ト の ニ 
2ー4 月 発売 の も の を 選定 (一 部 、 上 記 の 期間 に 該当 し な い 新 発 売 以外 の 商品 を 含む) ー ズ を 捉え て 、 家 計 支 出 額 の 拡大 に 寄与 
※ 本 調査 の 概要 は 、 プラ グ ホー ムペ ー ジ (https://www.pdr-pluig.oom) か ら ダ ウ LE0 の よう (に お 上 た 
ン ロ ー ド 可能 。 今 回 の 調査 対象 を 含む 約 7588 商 品 の 検索 が で きる 。 具体 的 に 、 生 活 日 用 品 の パッ ケー ジ デ 
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図 3 商 品 の 好意 度 理由 (自由 回 答 ) ※2021 年 春の 回 答 より 
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e 色 味 が よい 5 
e 新しい ・ ユ ニー ク 
e 清潔 こ 山 | 
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e 爽やか ・ 清 涼感 LILLLLILIUL 
s 特徴 が 分 か りや すい を 衝 夫 上 を と 1 
< 目立つ ・ 印 象 に 残る も 1 
綺麗 ・ 美 し い 「 

図 4@ そ れ ぞ れ の 言葉 が 出現 し た 比率 

(プラ グ 作 成 ) 「 シ ンプ ブル 」 
⑳ 還 講 女性 20 代 




















ザイ ン に は 、 ど の よう な 変化 が 見 られ て 2 
いる の だ ろう か 。 
まず 、 最 初 に パッ ケー ジ デ ザイ ン の 役 
割る 前 単に 整理 し て みよ う 。20 年 を 振 
り 返 る と 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 
肪 目 の た め 、 小 売店 舗 の 利用 度 を 洲 ら 
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し 、 か つ 短 時 間 の 利用 が 奨励 され て き 6 6 6 6 6 6 6 
た 。 一 目 で 商品 コン セプト を 伝え 、 買 い 8 8 M 8 8 6 f 
手 に 良い 第 一 印象 を 感じ て も ら う こと が き 日 寺 き 
パッ ケー ジ デ ザイ ン の 役割 で あり 、 そ の 

重要 さ は 増し て いる と 思わ れる 。 第 一 印 高級 感 ・ 上 質感 」 

課 と は 、 言 い 換え れ ば 生活 者 が パッ ケー ぬ 記 20 代 

ジ デ ザイ ン を 通し て 、 そ の 商品 が 自分 に 本 計 040 代 





どの よう に 役立つ の か を 「 意 味 づ け て ] 
も ら う こと と も いえ る 。 そ の 意味 づけ が 
何 か を 知る こと は 、 デ ザイ ナー が 生活 者 
か ら 求 め ら れる デザ イン を 考え る うえ で 


を 9 と os ロイ 1 証 証 斬 暫 
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今回 は 、 ご 2 の 2 2 2 2 2 
今回 は 、 そ れ を 知る アプ ロー チ と し 5 $ $ 8 8 8 8 
て 、 パ ッ ケ ー ジ デザ イン が 好き な 理由 に + 1 1 8 
つなが る 生活 者 が 抱く イメ ー ジ 、 す な わ 3 Fi 電 人 Fi Fi 






ち 「 パ ッ ケ ー ジ デザ イン に 重要 な イメ ー 
ジ ] に 着目 し た 。 用 いる 図 3、 図 4 は ブラ グ の パッ ケー ジ デ ザイ ン ラ ン キ ング か ら | 衛生 用 品 ]「 ト イレ タリ ー] カテ ゴリ ー で 

15 一 21 年 に 調査 し た 計 331 商 品 の 好意 度 理由 (自由 回 答 ) を テキ スト マイ ニン グ の 手法 に より 分 析 。 
それ ぞ れ の 言葉 が 出現 し た 自由 回 答 数 の 構成 比 を グラ フ 化し た (ブラ グ 作 成 ) 





サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 
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パッ ケー ジ デ ザイ ン 消 費 者 調査 





19 年 以前 で 好意 度 と 「 高 級 感 ・ 上 質感 」 が と も に 上 位 の デザ イン 





ライ オン 花王 花王 
Ban シ ャ ワー デオ ドラ ント & Rich ビオ レ 美肌 ケア で きる 汗 ふき シー ト フレ ア フレ グラ ンス 
保湿 ケア タイ プ 香り の スタ イリ ング ミス ト ドレ ッ シ ー& ペ リー 


20 年 以降 で 好意 度 と 「 高 級 感 ・ 上 質感 」 が と も に 上 位 の デザ イン 


レン @ ゆ 
ENTRANCE 
8 





で か WW 
サン スタ ー P&G エス テー 
オー ラ ツ ー プレ ミア ム ファ ブリ ー ズ W 消 臭 玄関 用 消 和 剤 玄関 ・ リ ビン グ 用 消 自 カ 
ステ イン クリ ア ペー スト プレ ミア ム ミ ント スイ ー ト ・ ビ ピオ ニー& ミ ュ ゲ Premium Aroma アー パン リュ クス 


20 年 以降 で 好意 度 と 「 シ ンプ ブル 」 が と も に 上 位 の デザ イン 





フェ イシ ャ ル ペ ー パ ー 徳 用 タイ プ Kiyora さ くら リラ ックス の 香り 
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ン キ ング で ある 。 対象 商品 の 好意 度 と 、 
その 理由 (自由 回 答 ) か ら な る 。 

今回 は 商品 を 「 好 き ] 「 や や 好き 」 と 評 
価 し た 対象 者 の 好意 度 理由 を 、 テ キス ト 
マイ ニン グ の 手法 に より 19 の 言葉 に 集約 
し た 。 こ れ ら は デザ イン の 第 一 印象 、 つ 
まり 自分 に と っ て の ポジ ティ ブ な 意味 づ 
けが 集約 され た 「 パ ッ ケ ー ジ デザ イン に 
重要 な イメ ー ジ 」 と いえ る だ ろう ( 図 2)。 

対象 カテ ゴリ ー は 、「| 衛 生 用 品 」 「 ト イ 
レタ リー」 な ど 15…21 年 の 計 331 商 
品 を 対象 と し た 。 具 体 的 な 商品 カテ ゴリ 
ー は 、 キ ッ チ ン 洗 剤 、 洗 濯 用 洗剤 や 柔軟 
剤 、 シ ャ ンプ ー や リン ス な どの ヘア ケ 
ア 、 石 けん や ボディ シャ ンプ ー、 化 粧 水 、 
ティ ッシュ ペー パー、 生 理 用 品 、 芳香 剤 、 
ハン ドク リー ム な ど 、 生 活 日 用 品 の 多く 
が 含ま れ て いる 。 分 析 対 象 は 女性 か つ 年 
代 を 20…40 代 に 絞っ て いる 。 





「 高 級 ・ 上 質感 」 より 「 シ ンプ ブル 」 
それ で は 、 早 速 デー タ を 見 て みよ う 。 
この デー タ は 「 パ ッ ケ ー ジ デザ イン に 重要 
な イメ ー ジ ] が 、 そ れ ぞ れ 対 象 と な る 自由 
回 答 に 含ま れる 構成 比 を 表し た も の で あ 
る ( 図 3)。 一 見 し て 少な い 数 値 に も 見 え 
る が 、 調 査 対象 者 が 自身 の 言葉 で (自由 回 
答 と し て ) 答え る 文章 に 含ま れる 言葉 の 数 
で ある こと か ら 、 そ れ な り の 大 き さ を 示 
し て いる と 見 て 差し 支え な い だ ろ う 。 
例え ば 女性 30 … 40 代 の デー タ を 見 る 
と 、「 シ ンプ ル 」 「 か わい い ] 「 特 徴 が 分 か 
りや すい ] [綺麗 ・ 美 し い ] 「 移 や か ・ 清 涼 
感 」 が 多い 。「 特 徴 が 分 か りや すい ] は 、 
一 目 で 分 か る 、 伝 わる と いっ た ニュ アン ス 
を 含ん で いる 。 これ ら は デザ イン を ポジ テ 
イィ ブ に 評 す る 言葉 で あり 、 こ れ ら を 狙っ た 
デザ イン は 、 こ の 商品 カテ ゴリ ー に お い 
て 好意 度 を 高め る こと に つなが りや すい 。 
次 に 20 代 と 30 40 代 を 比較 する 
と 、20 代 で は 「 特 徴 が 分 か りや すい ] が 
トッ プ に な る が 、 次 いで 「 か わい い ] が 


高く 、「 シ ンプ ル ] が 続い て いる 。 

さら に 、 ト レン ド の 観点 か ら 2 つ の 変化 
に 着目 し た い 。1 つ は 「 シ ンプ ル ] の 増加 、 
も う 1 つ は [高級 ・ 上 質感 ] の 減少 で ある 。 
15 年 か ら 21 年 に か け て 若干 の 凹凸 は 見 
られ る が 、 シ ンプ ル は 上 昇 基調 、 高 級 ・ 
上 質感 が 下降 基調 な の が 分 か る ( 図 4) 。 


生活 日 用 品 の デザ イン に 求め られ る 意味 

これ ら の 変化 は 、 何 を 表す の だ ろう 
か 。 今回 は 特に 「 高 級 感 ・ 上 質感 」 の 減 
少 と 、「 シ ンプ ブル 」 の 増加 に 絞っ て 考え 
て みよ う 。 こ の 2 つ は スコ ア の 増減 の 動 
き と し て は 対 を な し て いる も の の 、 必 ず 
し も 因果 関係 や 相関 関係 が ある と は 限ら 
な い 。 こ れ に つい て 2 ろ つ の 仮説 を 考え て 
みた い 。 

1 つ は 、「 高 級 感 ・ 上 質感 」 を 感じ させ 
る デザ イン が 、 女 性 30 … 40 代 の 好意 度 
に 必ず し も つなが ら な く な っ て いる の で 
は 、 と いう 見 方 だ 。 も う 1 つ は 、 従 来 の 
[高級 司 ・ 上 質感 」 か ら 新た な 「 高 級 感 ・ 
上 質感 」 を 感じ させ る 何 か に シフ ト し つ 
つ あ り 、 そ の 1 つの 解 が 「 シ ンプ ル 」 な の 
で は な いか 、 と いう 見 方 だ 。 

これ ら の 仮説 を 実際 の デザ イン を 見 な 
が ら 深 め て いこ う 。 最初 に 19 年 以前 の 
好意 度 上 位 (好意 度 スコ ア 平 均 値 が 3.5 
以上 ) で 、 か つ [高級 感 ・ 上 質感 」 が 上 位 
の デザ イン を 見 て みよ う 。 全般 的 に 面 が 
光沢 感 の ある 配色 で 覆 わ れ 、 パ に は 
金 あ し らい も あり 、 紫 の 配色 も ノー ブル 
な 印象 を 感じ させ る 。 次 いで 、 同 様 の 基 
準 で 20 年 以降 の 「 高 級 感 ・ 上 質感 ] 上 位 
の デザ イン に 目 を 移し て みる と 、19 年 以 
前 の デザ イン と 同様 に 光沢 感 は 感じ られ 
る も の の 、 配色 が ぐっ と 抑え られ て お り 、 
デザ イン 要素 を 厳選 し て 配置 し た よう な 
印象 の デザ イン が 見 られ る よう に な る 。 

一 方 で 、「 シ ンプ ル 」 な デザ イン に つ 
いて は どう だ ろう か 。 こ ちら も 20 年 以 
降 で 好意 度 が 上 位 、 か つ 「 シ ンプ ブル] が 





上 位 と な っ た デザ イン を 見 て みよ う 。 全 
般 的 に 白 を 基調 と し た 落ち 着い た 色相 の 
上 に 、 明 る め の モ チー フ が 配置 され 、 あ 
た か も 不純 物 の 混じり 気 が 無い よう な 上 
質 性 を 感じ させ る 。20 年 以降 の 配色 が 
抑え られ た 「 高 級 感 ・ 上 質感 」 が 上 位 の 
デザ イン と 共通 性 が 感じ られ る 、 と いえ 
る か も し れ な い 。 過 飾 が な いた め 飽き が 
少な く 、 デ ザイ ン が 表立っ て 主張 し な 
い 。 日 常 生活 を 共に 過ごし て も 気 を 張る 
必要 の な い 「 エ フォ ー ト レス ] な デザ イ 
ン と も いえ る だ ろう 。 

これ ら の デザ イン の 傾向 分 析 だ け で 
は 、 前 述 の 仮説 を 検証 する に は 至ら な い 
か も し れ な い 。 し か し 「 シ ンプ ブル] と い 
う 言 葉 か ら 、「 上 質感 」 に つなが る 新た 
な 様相 は 十分 に 感じ られ る 。 そ の 観点 で 
は 、 後 者 の 仮説 の ほう が 実態 と より 整合 
的 で ある よう に も 見 える 。 それは 商品 
の 品質 の 高 さ を 示す 証し と し て の 「 上 質 
感 」 に と ど ま ら な い 。「 シ ンプ ル ] な デザ 
イン と は 、 気 張ら ず に 自分 らし い 生活 を 
送る 、 言 い 換え れ ば 生活 その も の を 上 質 
に 保つ 、 と いう 新しい 「 意 味 づけ 」 に シ 
フト し た デザ イン と いえ る の で は な い だ 
ろう か 。 W 


4 


小 ロ 裕 

(お ぐち ・ ゆ た か ) 

プラグ リサ ー チ ディ レク ター 

メー カー、 コンサルティング 、 調査 会 社 を 経 
て 、 プラ グ 現 職 。 数 多く の リサ ー チ & デ ザイ ン 
プロ ジェ クト を リー ド 。 専門 は マー ケティング 
サイ エン ス 。 経 営 学修 士 (MBA)。 





で を 総合 的 に 手掛け る デザ イン ファ ー ム 。 デ 
価 手法 の 開発 や デザ イン 思考 に よ 
る イノ ペー ショ ン 開 発 プロ セス 導入 を 得意 
と する 
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共感 を 生み 出す ヒン ト 
「 そ れ ぞ れ の 得意 を 生か す 」 


へ アピ ン の よう に 髪の毛 に 凌 着 し 、 振動 と 光 に よっ て 音 の 特徴 を ユー ザー に 伝え る 新しい デバ イス 「Ontenna」 の 開発 者 で ある 
富士 通 の 本 多 達 也 氏 は 、「 夢 を 実現 させ る た め に は 、 周 り の "共感" を 生み 出す こと が 大 切 ] と 言う 。 
多く の 人 々 を 巻き 込み 、 動か す た め の 「 共 感 」 を 生み 出す ヒン ト を 紹介 する 連載 の 第 7 回 は 、「 そ れ ぞ れ の 得意 を 生か す ] こと の 重要 性 に つい て 。 


前 回 の 記事 で は 、「 ビ ジネス と し て の 
価値 を 伝える] と いう こと に つい て お 話 
し させ て いた だ きま し た 。 単 な る 「 い い 
ね 1] だ け で は な く 、 テ スト マー ケ テ ィ 
ング の 中 で 実際 に 有償 案件 を 獲得 で きた 
こと で 、 社 内 の 上 層 部 や 関係 者 か ら の 共 
感 を 得る こと が で きま し た 。 

ここ か ら は 、 い よい よせ 量産 設計 の フ 
ェ ー ズ で す 。 開 発 メ ン バ ー そ れ ぞ れ が 
「 ろ う 学 校 の 人 た ち に 本 当 に 使っ て も ら 
える も の を 作り た い 」 と いう 思い を 持 
ち 続 け 、 予 算 や 期限 に 限り が ある 中 で 
必死 に な っ て も の づく り を 行っ た 結果 、 
Ontenna は グッ ド デ ザ イン 賞金 賞 や 特 
許 庁 長官 賞 と いっ た 賞 を 受け る こと が で 
きま し た 。 

そこ に は 、 そ れ ぞ れ の スペ シャ リス ト 


が 得意 と する こと を 最大 限 に 発揮 する た 
め の チ ャ レン ジ が あり まし た 。 今回 は 、 
Ontenna を 量産 し て いく 過程 で 開発 チ 
ー ム と 一 緒 に どの よう な 共感 を 生み 出 
し 、 ア イデ ア を 形 に し て いっ た の か に つ 
いて お 話し きせ て いた だ きま す 。 


ビジ ネス オー ナー 獲得 へ 


の テス トマ ー ケ ティ ング が 終わ 
に 量産 の 許可 を 得 ら れ た も の 
の 、 ど の よう に Ontenna を 製造 、 販 売 
し て いく か を 検討 する 必要 が あり まし 
た 。 当 時 、 富 士 通 本 体 で は ハー ドウ エア 
関連 の 事業 を グル ー プ 会 社 に 移行 し た 
り 、 売 却 し た りす る と いっ た 動き が 加速 
し て いた 状況 で 、 社 内 で Ontenna を 量 
産 開発 し て くれ る 事業 部 を 探す の は 困難 








Ontenna の ライ セン スズ 契約 を 交わ す 様 子 。 左 : 富士 通 山田 区 英理 事 、 右 : 富士通 エ レク トロ ニク ス ( 現 : 加 
賀 FEI) 中 原信 幸 執行 役 
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で し た 。 その た め 、 富士 通 本 体 で は な く 、 
Ontenna を 量産 開発 し て くれ る パー ト 
ナー を 社外 で 探す こと に し まし た 。 
富士 通 に は 、 部 品 や 素材 、 製 造 関連 会 
社 な ど を 調査 する こと が 得意 な 「 調 達 部 
隊 ] と いう スペ シャ リス ト が いま す 。 ま 
ず は 調達 部 隊 の 人 た ち に 「 限 られ た 予算 
内 で Ontenna を 製造 し て くれ そう な 会 
社 が ある か 」 と いう 調査 を 依頼 する と こ 
ろか ら 始 まり まし た 。 そ の 調達 部 隊 が 中 
心 と な っ て 、 限 られ た 予算 内 で 協力 し て 
くれ そう な 会 社 を ピッ クア ッ プ し た 結果 、 
2 社 と 実際 に 面談 する こと に な り ま し た 。 
その うち の 1 社 か ら 、「 Ontenna プロ 
ジェ クト を 知っ て 感動 し まし た 。 ぜ ひ 、 
ビジ ネス オー ナー と し て Ontenna を 販 
売 さ きせ て ほし い 」 と いう あり が た い 言 葉 
を 頂き まし た 。 富士 通 エ レク トロ ニク ス 
( 現 : 加賀 FEI) と いう グル ー プ 会 社 で 、 
展示 会 で 何 度 か Ontenna を 見 た こと が あ 
り 、 以 前 か ら 興 味 を 持っ て いた そう で す 。 
実際 に 、 富 士 通 エ レク トロ ニク ス の 合 
木 雅 三 モ ンタ ー 長 と 会 っ て お 話 を し た と 
ころ 、「 Ontenna の よう な プロ ダク ト を 
一 緒 に 世界 に 広め て いき た い 」 と いう 強 
い 熱 量 を 感じ まし た 。 た だ の 製造 委託 
業者 と いう 関わ り 方 で は な い ポ ジテ ィ 
プ な 姿勢 と 、 ビ ジネス オー ナー と し て 
Ontenna を 販売 し た いと いう 思い が 伝 
わっ て き て 、 そ の 場 で 「 ぜ ひ 、 や り ま し 
ょ よう! と 強く 揚 手 し まし た 。 
その 後 、 富 士 通 が 富士 通 エ ェ レ クト ロニ 


(イラ スト Han Yun Liang) 





「Ontenna」 は 、 振 動 と 光 に よっ て 音 の 特徴 
を 体 で 盛 じ る アク セ サ リー 型 の 装置 。 髪の毛 
や 耳たぶ 、 複 元 や 袖口 な ど に 付け て 使う 。 特 
役 は 、 音 の 大 き さ を 振動 と 光 の 強 さ に リア ル 


タイ ム に 変換 し 、 リ ズム や バ 
と いっ た 音 の 特徴 を ユー ザ : 


大 き さ 四 








きる こ 
と 。 さ ら に 、 コ ント ロー ラ 半 
Ontenna を 同時 に 革 促 で き 、 ユ ー ザ ー ご と に 計 


任意 に リズ ム を 伝え る こと も 可能 











等 





グ .4。x 


回 友 が 改良 前 。 右 が 改良 後 。3 段 スイ ッ チ を 取り 入れ 、 今 、 ど の モー ド な の 
か が ひと 目 で 分 か る 回 左 が 改良 前 の コン トロ ー ラ ー。 右 が 改良 後 。 丸 み を 
帯び 、 手 に な じみ や すい デザ イン に 変更 回 大 人 数 が 集まっ て も 混信 し づら い 
920MHz を 使用 詳 Ontenna と コン トロ ー ラ ー を マグ ネッ ト 式 で 簡単 に 充電 
で きる 充電 器 を 開発 し 、 特 許 店 長官 賞 を 受賞 Ontenna の 使い 方 を 解説 す 


る 動画 


クス に Ontenna の プラ ンド や 権利 を ラ 
イセ ンス する と いう 形 で 契約 を 交わ し 、 
2018 年 の 夏 、 つ い に 本 格 的 な 量産 設計 
が スタ ー ト し まし た 。 


スペ シャ リス ト が 集まる 大 企業 


Ontenna 量 産 設計 チー ム は デザ イナ 
ー を は じ め 、 ハ ー ド ウエ アァ エンジニア 
や 、 ソ フト ウエ ア エ ン ジニ ア と いっ た ス 
ペ シ ャ リ スト で 構成 され て いま す 。 鈴木 
セン ター 長 の 計ら いで 、 特 に 優秀 な エン 
ジニ ア に 声 を か け て くれ 、 ト ッ プ レベ ル 
の 人 た ち が Ontenna 設 計 の た め に 集 ま 
っ て くれ まし た 。 こ の よう な 方 々 を 短 時 
間 で 集め る こと が で きる の も 、 大 企業 の 
交 力 だ と 感じ まし た 。 


回 只 訂 回 
鉛 * QR コー ド か ら ア クセ ス 


に 入る 前 に 、 量 産 設 計 チ ー ム の メ 
ン パ バー に 対し て 、 ろ う 学 校 で の テス トマ 
ー ケ ティ ング で 得 ら れ た 様々 な 課題 を 共 
有する こと か ら 始 め ま し た 。 そ れ と 同時 
に 、 メ ン バ ー 全 員 に ろう 学校 を 訪問 し て 
も ら う よう お 願い し まし た 。 実際 に ユー 
ザー の 姿 を 直接 見 る こと で 、「 こ の 子 た ち 
の た め に 開発 し て いる 」 と いう 共通 認識 
を 持つ こと が で きる と 考え た か ら で す 。 

ろう 学校 を 訪問 する の は 初め て と い 





サイ ト で は も っ と 記事 を お 読み いた だ け ま す 。 








PSSE3 


代 拓 ポタ ン を 
呈 氏 に し ます 





う メ ン バ パー が ほとん ど で し た が 、 実 際 
に Ontenna の プロ ト タ イ プ を 使っ て 勉 
強し て いる 子供 た ち を 見 た メン バー か ら 
は 、「 必 ず 良 いも の を 作り ます 」 と いっ 
た 心強い 言葉 を も らち う こと が で きま し 
た 。 こ うし て 、 こ れ ま で の プロ ト タ イ プ 
と は 全く 異な る 量産 の プロ セス が 始ま り 
まし た 。 

最初 に 取り 掛か っ た の が スイ ッ チ の デ 
ザイ ン で す 。Ontenna に は 2 つの モー ド 
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目 日 Ontenna 本 体 思 圧 了 因 コン トロ ー 
皿 尼 中 充電 器 


が あり ます 。1 つ は シン プル モー ド と い 
っ て 、Ontenna 本 体 の マイ ク で 音 を 取 
得 し 、 振 動 と 光 に 変換 する も の 。 も う 1 
つ は スマ ー ト モー ド と いっ て 、 コ ント ロ 
ー ラ ー を 用 いて 複数 の Ontenna を 同時 
に 制御 する モー ド で す 。 

量産 以前 の デザ イン は 、ON と OFF 
の スイ ッ チ は スラ イド し て 切り 奉 え る 2 
段 ス イッ チ で し た 。 ス ライ ドス イッ チ を 
スラ イド し て ON に すれ ば シン プル モー 
ド が 起動 。 隣 の プッ シュ ボタ ン を 押し な 
が ら ス ライ ドス イッ チ を ON に する と 、 
スマ ー ト モー ド に 切り 替わる と いう 仕様 
で し た 。 し か し 、 ろ う 学 校 の 先生 か ら は 
「 今 が 、 ど の モー ド な の か が 分 か ら な い ]」 
「 ス マー トモ ー ド に する と き に 、 両 手 を 
使わ な けれ ば な ら ず 、 使 いづ らい 」 と い 
っ た 意見 が あり まし た 。 

そこ で 、 外 装 デ ザイ ン の スペ シャ リス 
ト で ある 高見 一 平 と 千 崎 雄大 に 相談 し 、 
3 段 ス イッ チ に 変更 し 、 今 が 、 ど の モー 
ド な の か ひと 目 で 分 か る よう に 改良 し ま 
し た 。 ス イッ チ の 内 側 に グレ ー の 人 色 を 入 
れ て 識別 し や すい よう 工夫 し 、 ス イッ チ 
の 出っ張り 具合 は 指 が か か りや すく 了 著 麻 
に な ら な い 適 度 な 出っ張り に 調整 し まし 
た 。 様 々 な 製造 委託 を し て いる 大 手 ( 東 
京 ・ 文 京 ) に も 協力 し て も らい 、2 次 元 
の 設計 図 を 、3 次 元 の 立体 に 構築 し な が 
ら 検討 を 重ね て いき まし た 。 

次 に 取り 組ん だ の が 、 コ ント ロー ラー 
の デザ イン で す 。 以 前 の コン トロ ー ラ ー 
は 、 四 角 い 外装 に アン テ ナ が 飛び 出 た 
「 こ れ ぞ 、 プ ロト タイ プ 」 と いう デザ イ 
ン で し た 。 そ こ で 、 外 装 は 手 に な じみ や 
すい よう に 丸み を 帯び た デザ イン を 取り 
入れ 、 カ スタ ネッ ト ほ どの 大 きき まで 小 
型 化 し まし た 。 中 の 基板 設計 は ハー ドウ 
エア の スペ シャ リス ト で ある 野 月 宏 泰 の 
チー ム が 担当 し 、 小 型 化し た スペ ー ス の 


中 に 部 品 を 配置 し て いき まし た 。 限 られ 
た スペ ー ス に アン テ ナ も 内 蔵 さ れ 、 全 体 
も 美しく コン パク ト な 形状 を 実現 する こ 
と が で きま し た 。 

プロ ト タ イ プ の コン トロ ー ラ ー は 、 通 
信 に 2.4GHz と いう 芝 域 を 使用 し て い 
まし た 。 こ の 芝 域 は スマ ー ト フォ ン や 
Bluetooth な ど 多 く の 電 子 機器 で 使用 さ 
れ て いる 癌 域 で す 。 そ の た め 、 多 く の 人 
が 集まる イベ ント や 公共 空間 で は 混信 が 
発生 し や すく 、 思 う よ う に 動作 し な いと 
いう 課題 が あり まし た 。 

そこ で 、 ソ フト ウエ ア エ ン ジニ アリ ン 
グ の スペ シャ リス ト で ある 石川 足 仁 の チ 
ー ム の 提案 より 、920MHz 淀 を 用 いた 
Sub-GHz 無線 と 呼ば れる 通信 を 採用 す 
る こと に な り ま し た 。 さ ら に 、 半 径 50 メ 
ー ト ル 以 内 で あれ ば 何 台 で も Ontenna を 
制御 で きる よう に し 、 電 波 の 遅延 が ほ と 
ん ど な い よう に プロ グラ ミン グ す る こと 
で 、 混 信 し づら く 使 いや すい コン トロ ー 
ラー を 実装 し て いき まし た 。 

充電 に 関し て は 、 ろ う 学 校 の 先生 か 
ら 「 休 み 時 間 が 短い の で 、 な る べく 簡単 
に 充電 で きる よう に し て ほし い 」 と い 
う 要望 が あり まし た 。 プ ロト タイ プ の 
Ontenna は 、Micro USB の 充電 コー ド 
を 直接 接続 し て 充電 する 仕様 だ っ た の 
で 、 毎 回 、 何 台 も ある Ontenna に コー 
ド を 抜き 差 し する の が わずらわし いと い 
うこ と で し た 。 

そこ で 、 マ グ ネ ッ ト 式 の 充電 器 を 採用 
する こと に し まし た 。Ontenna を 近 づ 
ける だ け で 、 す っ と 吸い 付い て ピタ ッ と 
密着 し 、 充 電 す る こと が 可能 で す 。 さ ら 
に 、 コ ント ロー ラー も 同じ 充電 器 で 充電 
で きる よう な メカ ニズム を プロ ダク ト デ 
ザイ ンチ ー ム 、 ハ ー ド ウエ ア チ ー ム と 共 
に 生み 出し まし た 。 

この メカ ニズム を 見 た 富士 通 の 特許 部 


(写真 提供 富士 通 ) 


男 田 山 加 Ontenna が ゲー つ ひ と つ 丁 寧 に 作ら れ て いく 様子 


隊 の スペ シャ リス ト た ちか ら 、「 こ れ は 
特許 を 取れ る 可能 性 が ある か も し れ ま せ 
ん 」 と いう 助言 を も らい 、3 カ 月 あま り 
の スピ ー ド で 特許 と 意匠 の 両方 を 出願 し 
て くれ まし た 。 後に 、 出 願 し た 意匠 は 、 
令 和 2 年 度 関東 地方 発明 表彰 「 特 許 庁 長 
官 賞 ] を 受賞 する こと が で きま し た 。 そ 
れ ぞ れ の スペ シャ リス ト が 知識 や 知見 を 
持ち 寄り 、 ユ ー ザ ー の 意見 を 真 累 (し ん 
し ) に 受け 止め て 精いっぱい アイ デア を 
出し 合い 、 行 動 し た か ら こ そ 生 まれ た 成 
果 で し た 。 

その ほか 、 デ ザイ ンチ ー ム の 提案 で ク 
リッ プ 部 分 に 凹凸 を 付け 、 身 に 着け た と 
き に 落ち づら く 、 ど こ に で も 取り 付け や 
すい 機構 を 開発 し た り 、 ハ ー ド ウエ ア チ 
ー ム と ソフ トウ エア チー ム の 提案 で 、 バ 
イプ レー ター の 振動 音 を マイ ク が 拾わ な 
いよ うな アル ゴリ ズム を 設計 し た り し て 、 
「 本 当 に 使っ て も ら え る Ontenna」 を 目 
指し て プロ ジェ クト を 推し 進め まし た 。 


それ ぞ れ の 得意 か ら 生 まれ た 製品 版 


こう し て 完成 し た Ontenna は 、 機 能 
美 と も いう べき 美しき を 放 っ て いま し 
た 。 後 に 2019 年 度 グ ッ ド デザ イン 賞 で 
金 哲 を 受賞 し た 際 、 審 査 員 か ら 以 下 の よ 
うな コメ ント を 頂き まし た 。 

「 振 動 や 光 に よっ て 、 耳 が 不 自由 な 人 
を は じ め 、 す べ て の 人 が 言葉 に 頼ら ず あ 





ら ゆ る 形 で 楽し め る 今 ま で に な か っ た 道 
具 で す 。 国 境 や 国籍 、 年 齢 や 性 別 を 超え 
た と ころ に ある 、 五 感 を メッ セー ジ に 変 
換 し た 新 時 代 の コミ ュ ニ ケー ショ ン ツ ー 
ル で あり 、 人 と 人 と の つなが り に 広がり 
を も た らし た 。 プ ロダ クト と し て シン プ 
ル で 美しく 、 収 納 や 充電 な どの 在り 方 も 
深く 考え られ て いる こと 、 ア イデ ア が 素 
晴らし いこ と や 、 多 く の 可 能 性 を 秘め て 
いる こと 、 ま た 更 な る 発展 も 期待 値 が 高 
いこ と が 高く 評価 きれ た 」 

今回 は 、 そ れ ぞ れ の スペ シャ リス ト が 
連携 し て 得意 を 生か し 、 量 産 化す る プロ 
セス に つい て お 話し きせ て いた だ きま し 
た 。 大 企業 に は 様々 な 分 野 の スペ シャ リ 
スト が 所 属し て お り 、 こ れ ま で の も の づ 
くり に お ける ノウ ハウ や 知見 が 若 積 され 
て いま す 。 そ れ は 、 大 企業 で 商品 開発 を 
行う メリ ッ ト で あり 、 だ か ら こ そ 、 短 い 
開発 期間 で 高い 安全 基準 を 満た し つつ 、 
子供 た ち に 安心 し て 使っ て も ら え る も の 
を 生み 出す こと が で きま し た 。 

次 回 は 、Ontenna の 製品 化 に 関 
する 記者 発表 か ら 、 同 時 開催 され た 
Ontenna エ キシ ビシ ョ ン に 至る まで 、 
メデ ィ ア を 活用 し た 共感 を 最大 限 に 引き 
出す た め の ヒ ント を お 話し きせ て いた だ 
きま す 。 

本 多 達也 一 富士通 Ontenna プロ ジェ ク 
トリ ー ダ ー W 
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展示 会 
TCC 賞 展 2021 
11 月 13 日 ( 土 ) まで 
https://www.admtjp/ 
コピ ー の 最高 峰 を 選ぶ 広告 賞 「TCC 賞 ] の 21 年 
度 受賞 作品 (グラ ンプ リ 1 作品 群 、TCC 賞 14 作 
品 群 、 最高 新人 賞 1 名 、 新 人 賞 18 名 、 審 査 委員 
長 賞 3 作品 ) を 作品 解説 付き で 展示 。 





ルー ル ? 展 

11 月 28 日 (日 ) まで 
http://www.2121designsight.jp/ 

法律 、 規 男 、 慣 習 、 法 則 な ど を 含む 広義 の も の 
と し て ルー ル を 捉え 、 自 分 た ちの 社会 が それ ら の 
影響 を 受け て か た ち づ く られ て いる と 体験 で きる 
四 間 を 目指 す 。 





現代 日 本 の パッ ケー ジ 2021 

12 月 5 日 (日 ) まで 
https://www.printing-museum.org/ 

日 本 で 開催 し て いる 大 規模 な パッ ケー ジコ ンク ー 
ル (第 60 回 ジャ パン パッ ケー ジン グ コ ン ペ ティ シ 
ョ ン 、 日 本 パッケージ デザ イン 大 賞 2021 、2021 
日 本 バッ ケー ジン グ コ ン テ ス ト ) の 受賞 作 を 紹介 。 











モダ ン 建 築 の 京都 
12 月 26 日 (日 ) まで 
https://kyotocity-kyocera.museum/ 





建築 を 通し て 京都 を 伝え る 大 規模 建築 展 。 建 築 
の 原図 面 や 模型 、 時 代 育 景 を 伝え る 写真 や 映像 、 
家具 な ど 多様 な 資料 を 展示 。 建 物 探訪 や 街 歩き 
も 体験 可能 。 





妹島 和 世 西沢 立 衛 SANAA 展 

「 環 境 と 建築 」 

2022 年 3 月 20 日 (日 ) まで 
https://jp.toto.com/gallerma/indexhtm 
妹島 和 世 民 と 西沢 立 衡 氏 に よる 建築 家 ユ ニッ ト 
「S AN AA] は 、 環 境 と 建築 と いう テー マ に 長 
年 取り 組ん で きた 。 両氏 それ ぞ れ の 事務 所 の プ 
ロジ ェクト も 併せ 、 活 動 の 軌跡 を 紹介 








めぐ る アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 展 

モー ド の な か の 日 本 工 雲 と デザ イン 
2022 年 3 月 21 日 (月 ) まで 
https://www.momat.go.jp/ 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 時 代 を 代表 する 作家 の 作品 
に 加え て 、 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 風 の 表現 を 取り 入 
れ た 日 本 作家 の 作品 を 展示 し 、 同 時 代 の 日 本 の 
工芸 や デザ イン の 展開 を 紹介 。 


デザ イン フェ スタ vol.54 

11 月 13 日 ( 詩 ) 14 日 (日 ) 
https://designfesta.com/ 

プロ ・ ア マチ ュ ア 問わ ず 、「 自 由 に 表現 で きる 場 」 
を 提供 する アー トイ ベン ト 。 オ リ ジ ナ ル 作 品 の 展 
示 や 販売 、 ラ イブ バフ ォ ー マ ンス な ど を 行う 。 


2021 年 度 東京 ビジ ネス デザ イン 
アワ ー ド デザ イン 提案 募集 

作品 提出 ・ 応 募 切 : 1 月 3 日 () 
https://www.tokyo-design.ne.jp/lp/designer- 
entry.html 

中 小 企業 の 持つ 技術 や 素材 を 「 テ ー マ ] と し 、 デ 
ザイ ナー か ら テ ー マ を 活用 し た 新規 用 人 開発 や 
ビジ ネス 全体 へ の デザ イン 提案 を 募集 。 





備中 備後 デニ ム 商 品 化 コン テス ト 2021 
デザ イン 画 募集 

応募 科 切 : 11 月 30 日 ( 火 ) 消印 有効 
https://denim.bingolifejp/ 

備中 備後 ジャ パン デニ ム プ ロジ ェクト が 、 普 段 
使い の で きる デニ ム の デザ イン 画 を 募集 。 備 中 ・ 
備後 の デニ ム 製 品 の 商品 化 を 目指 す 。 











ー ご 注意 一 
本 誌 掲載 記事 の 無断 転載 を 禁じ ます 。 また 無断 複 
号 ・ 複 製 (コピ ー 等 ) は 鞭 作 権 法 上 の 例外 を 除き 、 
禁じ られ て いま す 。 購入 者 以外 の 第 三 者 に よる 電 
子 デー タ 化 は 、 私 的 使用 を 含め 一切 肘 め られ て お 
り ま せん 。 詳し く は ウェ ブサ イト (https://nkbp. 
Jp/copyrlght) へ ど ご 照 会 くだ さい 。 
日 経 BP 








窪 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 、 イ ベン トス ケ ジ ュ ー ル は 変更 され る 可能 性 が あり ます 。 


Web 版 デ ザイ ン イ ベン トカ レン ダー の 使い 方 


章 STREND 


未来 江 カ レン ダー 











デザ イン の 破れ 和 


円 TI 


四 ja 


デザ イン イベ ント カレ ンダ ー = 


四 人 本 の ペッ ケー ジ 2021 


BMWs AtAward 2022 


IFFT/ イ シテ リア ライ フス タイ ル リビン シグ 


aw 信和 + 立 5ANAA 民 「 天 と 末 人 
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デザ イン 関連 の イベ ント 、 セ 


ミナ ー、 コ ン ペ な どの 情報 を 
墜 時 更新 し て いま す 





日 経 及 上 TREND の Web サイ ト で ご 覧 くだ さい の 


https://xtrend.nikkei.com/ 
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『 ここ 7、8 年 で 一 番 よ か っ た 
いつ も 辛口 の 感想 が 多い 私 だ が 、 今 月 号 は 
ここ 7、8 年 の 間 で 最も 良かっ た と 思う 。 そ れ 
は 、 特 集 記事 が 非常 に 読み 応え が あっ て 内 容 
が 良かっ た か ら だ 。 久 し ぶり に 、 取 材 に 気合 
が 入っ た 記事 だ と 感じ させ られ た 。 他 社 で は 
取り 上 げ て いな い だ ろ う ニ ッ チ な 分 野 の デザ 
イン 性 を 独自 で 探し 出し 、 取 材 し て きた の だ 
ろう と いう の が 分 か る 。 ど こ か で 見 た よう な 
トレ ンド 記事 の コピ ー は し な いと いう 意気 込 
み を 久々 に 感じ た 。 記事 の 構成 も 理論 だ け の 
記事 に な ら な いよ うに 良い 感じ で 、 写 真 を 多 
く 挟 ん で いて 、 読 者 が デザ イナ ー で ある こと 
を 意識 し て くれ て お り 、 読 み 進め や すか っ た 。 
デザ イナ ー の 感性 を 刺激 する 、 ま だ 知ら な 
か っ た 参考 に な る 内 容 が 盛り だ くさ ん で 、 深 掘 
り も され て いる 記事 は 大 変 良かっ た 。 次 号 も 期 
待 し て いま す 。 ほ か の 記事 は 、 い つも と あま り 
変わ ら ず 、 特 に 満足 感 と 感動 は な か っ た 。 
( 民 名 希望 








『 神山 高専 に 期待 する 

「15 歳 か ら 始 め る 「 テ クノ ロジ ー メ デザ イ 
ン ※ 起 業 」 の 新教 育 ] を 読ん で 、 こ れ か ら の 
教育 環境 と し て 日 本 全国 (特に 地方 ) に 早急 
に 広げ られ る と 、 日 本 の 未来 に 光 が 差す と 感 
じ ま し た 。 子供 た ち が 将 来 何 を し た いか 考え 
る 際 に 神山 まる ご と 高専 (仮称 ) 」 の よう な 
場所 が あれ ば 、 自 ら 実践 し な が ら 学 び 、 社 会 
に 足 を 踏み 入れ る 際 に 力強く 歩ん で いけ る は 


ず で す 。 開校 に と て も 期待 し て いま す 。 
(須藤 正之 、 須 藤 建 設 ) 


『 SDGs は 重要 な 考え 方 

伝統 工芸 の SDGs へ の 取り 組み や 、 ニ ー 
ズ に 合わ せ た ス タイ ル の 模索 、 三 井 化学 の 素 
材 の 新た な 魅力 開発 な どの 記事 が 異 味 深かっ 
た で す 。 モ ノ ・ コ ト で あふ れ た 現代 で は 、 既 
存 の まま で は 頭打ち 。 新 た な 分 野 や 切り 口 、 
そし て 必須 と な る SDGs の 考え が と て も 重 
要 だ な と 感じ て いま す 。 ( 臨 名 希望 ) 


『 工芸 と テク ノロ ジー に 気づき が あっ た 

「 テ クノ ロジ ー で 開く 工芸 の 未来 ]」 と いう 特 
集 タ イト ル に 、 テ クノ ロジ ーー 工業 的 な 科学 技 
術 と 解釈 し て 読ん を で し まっ た た め 、 期 待 通り の 
記事 が 思っ た より 少な か っ た 。 一 方 で 、 工 芸 
と そん な (広義 の )) テク ノロ ジー が 結び つく の 
か 、 と いう 気づき は 得 た の で 、 結 論 と し て は 記 
事 に 満足 し て いま す 。 (匿名 希望 ) 


『「 デ ザイ ン の 小骨 話 」 を 最初 に 読む 

中 川 政 七 氏 は 一 貫 し て 、 工 芸 の 衰退 へ の 危 
機 感 を 訴え て いま す が 、 そ の 状況 は これ か ら 
も 続く の で し ょ う 。 今回 の 特集 で 示さ れ た よう 
な テク ノロ ジー や 経営 改革 で 、 な ん と か 持ち 
こたえ て ほし いと 思い ます 。「 デ ザイ ン の 小骨 
話 ] と 「 と は ず が た り 」 は デザ イナ ー と し て の 
心構え や 視点 を 学ぶ こと が で きる の で 、 毎 回 
初め に 読ま せ て いた だ いて いま す 。 (匿名 希望) 





編集 スタ ッ フ か ら 


会 っ て 、 話 し て 、 ご 飯 を 食べ る 一 一 。 無 
印 良品 特集 で は 、 同 店 が いか に 地元 に 溶け 込 
み " 士 着 化 ” を 進め て いる か を 取材 し まし た 。 
その 中 で 、 心 に 残っ た 地域 の 人 と 仲良 く な る 
方 法 が 冒頭 の 内 容 で す 。 コ ロナ 摘 で この シン 
ブル な 行動 は 難し く な り 、 貴 重 な 時 間 に も な 
り ま し た 。「 一 緒 に ご 飯 を 食べ まし ょ う 」。 気 
軽 に 言い 合え る 日 まで も うし ば し 、 無 印 良品 
の 私 の 推し 、「 す る め シ ー ト ] を 食べ な が ら 
“Zoom 飲み * を 楽し も うと 思い ます 。 ( 礎 岡 ) 


『 今年 7 月 発売 の 、 アル テッ ク と タカ ラ ト ミ 
ー ア ー ツ の コラ ボ 「 ガ チャ ] を 企画 し まし た 。 
一 般 的 な ガチ ャ の 2 年 分 の 在庫 が 1 週間 で 売 
り 切 れ 、 予 想 を 超え た 反 署 を 受け て 、 さ っ そ 
く 再 販 が 決ま り ま し た 。 最 近 で は 集客 装置 と 
し て 商業 施設 な ど に 大 量 に 設置 し た り 、LCC 
の ピー チ が 片道 航空 券 入 り の 「 旅 ガチ ャ ] を 1 
回 5000 円 で 発売 し て 行列 が で きた り 、 今 や 
日 本 の 文化 と も 言わ れる カプ セル トイ の 新 し 
い 活 用 法 が 気 に な っ て いま す 。 ( 席 川 ) 
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購読 申し 込み 、 記 事 問い 合わ せ 

日 経 BP 読者 サー ビス セン ター 
TEL 0120-255-255 (平日 9:00 一 17 :00) 
日 本 郵便 株 式 会 杜 葛西 各 便 局 私 午 箱 20 号 


広告 に 関す る 問い 合わ せ 
経済 メデ ィ ア 広告 部 
TEL 03-6811-8218 


著作 権 に 関す る 問い 合わ せ 
https://nKbp.jp/copyrlght 


ご 注意 鈴本 訪 掲 載 記 事 の 無断 転載 を 殺 じ ます 。 ま た 無断 
宰 写 ・ 後 製 (コピ ー 等 ) は 著作 権 法 上 の 例外 を 除き 、 禁じ 
らち れ て いま す 。 購入 者 以外 の 弟 三 者 に よる 電子 デー タ 化 
は 、 私 的 使用 を 含め 一 切 語 め ら れ て お り ま せん 。 詳し く は 、 
ウェ ブサ イト (https://nkbpjp/copyright) を ご 参照 
だ きい 。 


DM 代 行 サー ビス 旬 当 社 で は 、 広 告 主 の 依頼 に より 、 ダ 
イレ クト メー ル (DM ) で 広告 情報 を お 届け する こと が 
あり ます 。 こ れ ら の DM は 、 当 社 の 個人 情報 保護 方 針 
に 則り 、 読 者 の 皆さま の 個人 情報 を 広告 主 に 一 切開 示 
せ ず 、 当 社 管理 の も と で 発送 いた し ます 。DM に よる 広 
告 情報 が 不要 な 場合 は 、 読 者 サー ビス セン ター (TEL 
03.5696-1111、 平 日 9:0017 :00) まで ご ー 報 くだ 
きい 。 





日 本 ABC 協 会 加 野 計 
(伸和 公夫 ) 
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広告 部 長 | 吉村 敬 
担当 部 長 | 森川 大 輔 
販売 部 長 | 上 村 建 之 
デザ イン | エス テム 馳 山 香織 (AD) 
小林 慶一 谷本 里奈 
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